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アメニティなトイレ空聞を

一括設計施工します。

建築プランをご提示 ください。ヒツレの用途、個々のフロアの仕様に合せて適確な器具個数の算定、付帯

機能 ・設備、インテリアのご提案 をいたします。基本設計段階での提案に始まり、空間イメーメ コスト、工期

などさまざまな条件により異なるトイレづくりの顛雑な作業はすべてお引受けします二しかも、施工からお号 lき渡し

まで、責任をもって管理。窓口が一本化されることな トイレについての設計・工事監理の手間は大幅に軽

減、コスト管理もしやすくなります。設計から施工 まで、の一括化。これこそシステムトイレならではのメリットで、す。

- 均質な仕上げ: 配管、仕上げ材 等 はあら

かじめ現場に合わせ、工場で加工、出荷。ま

た、各部材に調整機構が設けられています。

. 脱臭機能: オソ〉脱臭と排気) ! J i 央の2つ

の方式て: トイレのニオイを追放します。

・快適機能を充実・ 効率的な洗浄や総具に

ふれずに洗浄できるノンタッチ機能付き 0

・簡単なメンテナンス : 着 )1足式の前面板( ラ

イニング、、ユニット) など、 TOTO独自の構造で

点検 ・修理等の作業性を向上させてし、ます。

さらにリ ニューアノレ JI寺にもメリッ卜を発拘1。

みがきユニット

/ 一一一一一一 手洗器ユニット

f ブースユニット

- 掃除がラク : 凹凸の少ないデザ、インです0

. 工期の短縮 : 13職種におよぶ従来工事

の設計 ・施工段階の作業を簡素化 、養生

の手間もなく、工事管理に余裕も生まれます0

・施工の省力化: 従来の床下ではなく、

床上配管方式のユニットを組立てるだけで

すから、手配や段取りの手間を削減でき、

卜ータノレ コストが軽減されます。ユニ ットの

みもお引受け L、たします0

・耐震性: 独立構造により抜群です。

トータルな視点からの快適さ

T OT Oシステムトイレ
東陶機器株式会社大阪支社
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日 本建 築 協 会

ゐ 畠

冨 回

会員の受賞

このたび、下記会員の諸氏は、建設界 - 聖書二等端I宝章 - 草地五等端宝章

における多年の嚇貰によって、表彰を 古 賀 掛 鼠 ( 東 陶 櫛 糊 会 長 )

前野慶太郎氏 J加側あ日本め建り築か協屋会会常長任理事)

受けられました。 ここに誌して、その 宮崎八百一郎氏( 元新日本製錦繍冨l持土劃

栄誉をお慶び申し上げます。 - 動三等旭日中綬主主 - 鍛 六 事 館 章

竹内 晃氏( 元日本鋼管制冨|片士長) 伏見作太郎氏( 千歳電気工業側紺恋任長)

; 賓口 俊一氏( 元関西電力側富|片土長) - 動七等青色柄葉章

- 費助三等瑞宝章 氷吉 稔氏( 元千歳電気工業側)

中僚 弘毅氏( 元大阪瓦斯側冨件土長)

通常総会開催通知

平成 7 年度第| 回通常総会を下記のと と き 平 成 7年 6 月28日休} 議 題 ( け 平 成 6年度事業報告並びに

おり開催いたしますので、何卒ご出席 午後 Ｕ 時 ＳＰ 分 ｾＶ 時 決算報告承認の件

下さいますよ うお願い申し上げます。 ところ ヰ剖ヨ法人日本建築協会会議室 (2)平成 7年度事業計画並びに

相ヨ法人日本建築協会会長 大阪市北区梅田1 - 1- 3- 2100 収支予算承認の件

市 川 宏 大阪駅前第 3 ピル21階 (3)その他
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間日本建築協会編

『建築設計者のため

の設備知識』

割引価格で頒布

「建築と社会」でるは、毎月テーマを変え 圃ご用意願う原稿〔提出観的 よりますが、原員IJ として、 l社 (1 人)

て特集号を組んでいますが、 8 月号で 1 .写 真 外 観 ・内部のプリン卜 2 1作品・| 頁( 予定) 掲載とします。

は昨年に号| き続き、広〈会員の優れた ｾＳ 枚干宮支Ｈサイズはキ 3 .建物の帽数や特殊な面については、

作品をご紹介するため、 ここ数年間に ャピネ辛l芹宣支) 編集にあ たって簡明な補足説明を

設計された会員各位の作品で、誌置に 2 概 要 作 品 名 称 、 と 所 在I也 設 計 お願いする場合がありますカえその

取り上げられていないものを掲載し、 者 ・施工者名、敷地面積 ・ 折には是非こ協力下さい。

特集号を組む予定にしております。 建築面積 ・延床面積・構造 4 .応募却下品が多数の場合、誌串編集ム

建築作品やランドスケープデザイン・ 規模 ・工期など。 8 月号に掲載できないこともありま

インテリアデザイ ン等建築に関係のあ 3. 説明文設計上の特徴や苦心され すので、ご了承下さい。

るものなら翻IJ は聞いませんので、下 た点について500字以内で ・原稿期日及び送付先

記要項に基づいて原稿資料をご送付下 こ執筆下さい。 1. 期 日 1995年 6 月15日附 [必着]

さるようこ案内申し上げます。 ・掲載に際しての補足 2. 送付先制宣法人日本建築協会

相ヨ法人日本建築協会 1. 掲載料はいただきません。但し、掲 編集委員会

編集委員会 載写真は白黒とし、こ提出いただい 8 月号会員作品特集号イ系

た写真を掲載します。 干530 大阪市北区梅田

的 日本建築協会の編著、側オームヰ土の

出版で『建築詰博のための設f融日誌

を刊行しております。

この著書は、本会機関誌「建築と社会」

ＱＹＹＰ 年 ｾＱＹＹＲ 年に Ｓ 固にわたり特集し

た内容をベースに、環境問題にゆれる

現在の社会状況を織 り込み、最新の情

報を盛り込むべく新たに書き起こし た

もので、執筆には、東畑建築事務所、臼

建設計、安井建築設計事務所、大阪ガ

ス、関西電力の設備問者向0名が当

たり、本会の編集委員会て惟鼓を重ね

ました。

第一線てづ活躍する設備設計者が、実務

において、建築と設備のかかわりあう

場で直面した問題を掘り起こし、その

解決を選択肢て示した本容は、意匠設

計者のみならず、初歩の設備諒情に

も好イ聞の資料になるものと思います。

本容は、 10月から全国の書底庖頭に出

* 写真の績影者名は、必ず附記願い

ます。

2. 掲載頁数は、こ協力頂ける点数にも

1丁目|司3-2100

TEL. 06-348-0632 

FAX .  06-348- 0634 

ていますが、本会でも図書の販売をい

たします。本会では特別価格として、定

価 (5000円) の 2割引の4，000円( 郵送の

場合は送車千380円/ 1冊要) て頒布します

ので、お買い求め下さるようお願い申

し上げます。

詳細お問い合わせ、およひ購入申込は、

倒 日本建築協会へお願いします。

編著者 組ヨ法人日本建築協会

( 東畑建築事務所/ 北島章因・

弓崎幸治・坂田進・城下善雄・

中野格、日産設計/ 藤岡茂 ・

瀬戸良昭・押田忠明、安井建

築設計事務所/ 日根東;台・山

根敏和 ・水谷広治、大阪ガス

/ 中村秀行・佐4 木明美、開 発 行 所 紛 オ ー ム 社

西電力/ 中村秀夫・大木俊臥 干101 東京都千代田区神田錦

ほか) 町"3- 1 TE凶 3-3233- 郎 41

干530 大阪市北区梅田トト3 体 裁 B5判、 220頁、上製本

2100 TEL06-348- 0635 定価5，000円

建築と社会 ・1995. 5



出版委員会企画 ・第14回

「ブ口のノウハウ」講座

水にまつわるトラブルの

事例・解決策

「建築編」

建築工事実務講習会

京都開催

開催日時 1995年7月 25 日ω

開場 17: 30

開会 18: 00→閉会20: 00

会 場 日 本 建 築 協 会 ・サロン

( 大阪駅前第3ビル ・2 1階)

講 師 山下 勝 氏

( 株式封土竹中工務庖設計部

次長 ・告肘持E 当)

定 員 30名

会 費 会 員 4，000円

( 消費4見を含む)

一般 5，000円

テキスト くプ口のノウハウ >r水にまつ

わる卜ラブ) L- <7) 事例・解決策・

建築編」

( テキス卜代| 部特価 3，900

円〔消間続含む〕にて頒布。

持参の方は不要)

「もう本当に予算がなくてねえ。雨露

さえ凌げれば、賀沢なものはいりませ

んよ」。かなり前にこんなことを言う建

築主に出会った。

今までに、建物の雨，属りて苦い経験を

されたため言われたのか、それとも、

予算を越えるような建物を設計されて

は困るための牽告l蹄だったのか、 今は

もう忘れてしま ったが、この雨露を凌

ぐという 最倒艮の条件の、いかに難 し

いことか。貴方もご経験がおありでし

日 時 ・施工計画

平成7年6月27 日伏)

午前! 日時~午後 4 時30分

・積算 ・仮設見績

平成7年6月30 日幽

午前 Ｑ Ｐ 時ｾ午後 Ｔ 時 Ｓ Ｐ ｾ 子

会 場 京 都 建 設 会 館 ・4 階講堂

干604 京都市中京区

押小路通柳馬場東入

講 師 ・積算 ・仮設貝瀬

吉 田 豊 氏

申込方法本会事業課へ葉書かF AX、ま

たは電話にてお申込み下さい。

催し名 (rプロのノウハウ講座

14j )、氏名、会員 ・→宣の種

別、職場名、参嬬正郵送先

連絡先電話番号をお知らせ願

います。

* 申込み先着順にて順次、受

講券をお送り致します。

申込み先( 他日本建築協会事業課: 干

530 大阪市北区梅田卜 |

ょう 。

( 大阪駅前第3ヒ')い 21階)

FAX .  06- 348- 0634 

TEL.  06- 348- 0633 

古代より 言われている治水という 言葉

ほど大げさなことではありませんが、

日頃建物を言宣言十したり、工事に関わっ

ている者にと っては、水対策は最重要

課題。トつです。

昨年、ゼネコン 6社と設備関連封土そ

れぞれか取って置きのノウハウを結集

して 〈水にまつわるトラブルの事例 ・

解 決 鵠 建 築 編 ・設備編を発刊し、皆

犠の悩みの手助けとなっています。

側竹中工務応大阪本広

藤井孝曇氏

側大林組本庖

- 施工計画

関川詞之氏

大成建設3術大阪支l苫

佐 貫 久 氏

鹿島建設倣潤西支庖

定 員 80名

会 資 18，000円

( テキス 卜代、消費税を含む)

き り と り 線

平成 7 年度建築工事実務講習会 京都開催受講申 込童

社同法人 日本建築協会京都支 部 修11 ｾ ｉ Ｍ ｬ＠

郵 便 番 号 受 講 者 氏 名 年 齢

住 所

事 業 所 名

( または氏名)

担 当 責 任 者

電 話 番 号

山下 勝 氏 { 刊 した ま さ る )

1938' 1ニ畳崎県生ま札 1962' 判明nl. k 'l-哩I T' l- 鍛甚眼

科卒1紘 竹 中 工 務邸 窓 側へ入社必間放術品企4.

次:I>H和H1ヰ旦当) を経て犯在に:p. る.

さらに今回は恒例の「プロのノウノ、ウ」

講座と して、このテーマを取り上げる

ことになりました。講師は同書編集委

員の竹中工務庖 ・山下勝氏です。教

材はビデオや OHPなどを使い、ヒ' ジユ

アルで具体的なものてす。出版物には

ない、この講座だけのものが聞き出せ

ると思われます。このチャンス、せ'ひ

こ参机下さい。

出 振 韻 会 損・松 本 実 輝/ 大 雌 鍬 汰 髄 / 6

※ 施工計画、積算 ・仮設見旗

ともの受講料。

申込先 (紛日本建築協会京都支部

干604 京都市中京区

f甲小路通柳馬場東入

電話 075-21 卜2857

主 催 (初日本建築協会京都支部

※ 平成 7 年度 ・建築工事実務講習会大

阪開催は、 9 月に開催予定。

詳細は後日会告します。

No.  

平成 7 年 月 |司

受講希望科目 揖 両科 目 と も 受講される場合 ｉ ｾ ，
両方を線で囲んで下さい.

施 工 計 画 : 積算 ・仮設見積

施 工 計 画 ; 積算・仮設見積

施 工 計 画 t 積算 ・仮設見積

施 工 計 画 ; 積算 ・仮設見積

会費支払方法 - 事務局へ持参 - 現金送金 - 銀行振込 - 郵便振替 いずれかにO印を付して下さい

〉二 受 説 。 ｬＧ 込 ｉ ｉ ｾ がｊｩり な い場合は、被写して 下 さい 。



近代建築見学会(第3回)

近江八幡に

ヴォーリズの建築を

訪ねる

関西国際空港

工ア口プラザ

見学会

日 時 1995年6月10 目的

11:00- 16: 30 

講 師 山形政昭/ 大阪芸術大学助教綬

見学先 ① 一柳記念館(ヴォーリズ氏邸)

包活工兄弟ヰ土学園

③ 旧八幡郵便局*

任活エス幡YMCA会 館 *

信也 :I J i . 幡教会*

⑥八幡商業高等学校

⑦ 佐割乍品

佐蔵・諸川氏邸

j!jj I 兄弟社住宅

吉田氏邸

* 印は外在見のみ

集 合 一 柳 記 念 館

近江八幡市慈恩寺町元 11

*J R東海道樹車 rj!jj I J i . 幡」駅

よりパスで約 10介「鍛冶屋町」

停下車すぐ

近江兄弟社学園

エアロプラザは、低層部 ( 1 ｾＳ 階Ｉが

商業施設及びホテル宴会煽支等で、高

層部 ＨＴｾ Ｑ Ｑ 階Ｉがホテル客室掘宣で構

成されており、周辺施設( 旅客ターミナ

ルビル ・駅舎) と共通の車曲線を中心に

シンメトリーに配置することにより、

周辺との調和及ひ甫サイドに今後も展

開できるバランスのとれた美しいフォル

ムを形成するように計画されている。

この軸上に、シンボル性とボリューム

感があり、光 ・水・緑を取り込んでアメ

ニティの高いアトリウム空間を設置し

定 員 30人

* 申込多数の場合は抽選

参 加 賀 会 員3，000円 、 →宣4，000円

(含、昼食 1300円・消間見。

申 込 6 月2 日幽 までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

① 催し名( 近代建築見学会)

②氏名

G冶 員 ・一般の別

笹澱場名

告渉力需正郵送先

@ 郵 先 電 話 番 号

をお知らせ願います。

* 参加証を 6 月5 日開)に発送

します。

申込先制日本建築協会事業課

一柳記念館

大阪市北区梅田卜 1 干530

大F反駅前第 3 ピル21階

FAX348- 0634 TEL348- 0633 

吉田氏邸

た。そこに商業 ・ホテル空間カ瀬を出

すことにより、来訪者に対してこの複

合建築全体の象徴空間としてアピール

するように計画した。

また旅客ターミナル 4 階玄関からエア

口プラザへ向かつての視認性を確保す

るために、高層棟を 2棟に分けその聞

をトランスペアレンシー空間とした。

さらにスカイラウンジを 2 棟の上部に

架け渡すことによりダイナミックな外

部空間 ・建物フォルムを作り出してい

る。 肘t磁襲ー)

. 建築概要

所 在 地 大阪府泉佐野市来州空港北、反

南郡田尻町泉州空港中 l

建 築 主 関西国際空港

設計監理 M HS ・OF D] V ( 代表。松田平田)

施 工 竹中 ・大林・ 大成 ・佐藤 ・住友

ベクテル ・日本間土 ・大本] V

建築商品"( ll ，751. 89m'  

延 床[師縦 65，ll l. I8m'  

hII 造規模 S  (基礎RC) BI ・l l F ' Pl  

工 期 1993年 3月 - 1995年 5 月 ( I Jt! D

オー プン 1995年 6 月24日予定 ( 1期)

アメリカ式の洋風建築を各地に残 した

建築家ウィリアム ・メリル ・ヴォーリ

ズは、 1905 (明，台38) 年に八高て喫日られ

た当時の滋賀県立商業学校へ赴任のた

め来日し、それ以来60年間にわた って

近江商人の町て知られる匙:I J i . 幡を拠

点、として活躍をつづけました。 そして

今もこの町には、ウ'ォーリス'の残した

近江兄弟ヰ土や学園力省まれ、氏の旧邸

が記7討官保指定文化財) としてあるほ

か、ウ.ォーリズゆかりの建築が多く、歴

史と伝統のある町にとけ込んで残され

ています。

それらは、ヴォーリズの初期の建築作

品として{ 面値あるばかりでなく、ユニ

ークなキリス ト事主主義をもとにして実

現させた一種の事業ユートピアと、そ

のモダンな生活を今に伝えているもの

です。

ところて咋秋には、j ! j j エ八幡市が市制

40周年記念事業として、ヴォーリズの

功績を顕彰するイベントが行われ、そ

の建築遺産を見直そうという機運が起

こりつつあります。

一方、阪神間では、この震 災て・ウ' ォーリ

ズの建築も被害を免がれることはでき

ず、悔やまれる事態を霊〈受け止めて

いますが、この機会に、歴史を持つ町を

訪ね、阪神間にも多くの名建築を残し

てきたヴォーリズの故郷に残 る現風景

を、皆様とともに再考したいと思って

います。 ( 山形政昭)

日 時 1995年6 月13 日ω

14:00ー 17:00

講 師 村t滋襲ー/ 松田平田

松岡真次/ 施工JV所長

定 員 100人

* 申込多数の場合は抽i裳

集 合 現 地

泉佐野市泉州空港北

*J R・南海「関西空港」駅から

すぐ

参 加 費 会 員 1，000円、一骨宣2，000円

申 込 6 月6 日ωまでにハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

① 催し名( 関西国際空港エア

ロプラザ見学会)

②氏名

@冶 員 ・一般のJJIJ

@満 場 名

信渉窃局HB送先

@ 留浴先電話番号

をお知らせ願います。

* 参カ辰正を 6 月7 日制 に発送

します。

申込先他日本建築協会事業課

大阪市北区梅田卜| 干530

大F思 R前 第 3 ピル21階

FAX348- 0634 TEL348- 0633 
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「建築と社会」誌

大 正6年 3月に誕生した日本建築協会 青舛 IJに変え、特集と作品作風頁を二本 0635. FAX 06-348-0634) ま で‘。

( 当時 ・関西建築協会) の、樹剥誌は 柱に、シリ ー ズ、ものの頁を織り込み、 販 売 価 格 は 1200円( 送料・消費税合) 。

特集一覧 ・ J975- J995 大 正6年 9月に IJ期西建築協会雑誌J その時々の社会を民l央したテー? を選 なお、 「建 築 と 社 会J iJ lJflJ 号 ~昭和30

t題して創刊された。大 正8年に「日 んで掲載して きた。 年'. 12月号まて全87巻 の復刻版が、 1991

本 建 築 協 会 雑 誌J、さらに l 年 後 に は 取り上げてきた特集テ ー? は下記のと 年 10月か らl順次発行 ( 不二 出版) ・配

「建 築 と社会J 1 : 改題し、今日 lこ至っ お り で、パック ナンバー購入希望 は、 本されているので、詳細は日本建築協

ている 。昭 和42年 か ら は 体 裁 をA4変 日本建築協会事務局 ( TEL 06-348- 会事務局へお問い合わせ願いた し、。
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工業化住宅 ト構 造 の あ り 方 タ ーミナル・

1976 
・証 言 '7← ・集 住 体 の ・設 備 か ら
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1fて: ・中国の論文 ・f ートピ7・台所まわり ・シーり ンタ ・災 害 t 法 ・都市住宅一 ・1??ih -F品13fi .11;i 仕切岬の ・第 28 同 ・障 害 者 の

・ 職能論・ 一 北 京 の の F十画 t 一安 全 な 環 境 住 ま い 手 1: め仁 制 i.!¥帽を '1' 心i 且 暮らしやすい
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1
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これ からの 建 築ー 1 : 公共建築 ・大阪市 J f 合 住居 t 設備 も t めτ f の応n1 l 展開 の構成 背ljo 技術者
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車嵩からの報岳 作 品 集 tちなみ 4  ・大阪府営繕 ・800号記念・

ゴ 令 官 官 A: ;t叫 ii :ぷ鍛 -uの1u-i y 〈り ・?f f J ・押 す? ? ? ; :t f mi :!!?翌j ・1ふ :l ・11のF??

卯問年記ｾ 1: 伝統技術・ ・工法 控聾設計部作品車のハウジング
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会員の受賞

通 常 総 会 開 催 通 知

「建築と社会 J' 95/ 8月 号 会 員 作 品 特 集 号 原稿 募 集

『建築設計者のための設備知識』害IJ 引価格で頒布

第 14回「プロのノウノウ J 講座ー水にまつわるトラブルの事例 ・解決策「建築編 J

建 築 工 事 実 務 講 習 会 京 都 開 催

第3回 近 代 建 築 見 学 会 ー 近 江 八 幡 に ウ'ォーリズを訪ねる

関西国際空港ヱアロプラザ見学会

作品作風 コ

Gal l ery 

Sk et c h B ook  

ブックステーション

G BR Cニュース

建 築 の 眼

設備の頁

構造の頁

鶴 見 は な ぽーとブロッサム

阪 府 立 今宮 高 等 学校

宝 塚市 立 看 護 専 門 学 校

あさひ銀京都ピノレ

来斤藤圧lピノレ

N T T  D o K o Mo中 国 ピノレ

ホテノレリニューアノレ( 設計 : 柴 凹 嘉 夫 ) ・赤 木 隆 20 

tl : i 近竣工したがf姥築作品 11点

短 評4)題 ・伊 腹 部 郎 ・稲 木 裕 子 ・塚 口 明 洋

建 築 技 術 安 全 審 査 委 員 会 に つ い て

類 推 学 的 都 市 ・;也上俊郎

阪神大震災に直面してーその4- ・社 家 浩

建 築 設 計 教 育 ・塚 口 明 洋

安全な黄色の使用 ・村 上 幸三郎

災害時トイレシステム ・木村友映

22 

24 

25 

26 

54 

56 鋼材玉造鉱山中よ刷l部の! 神l性と' 員組の );[5j J ・変 形 ・ 中 島 茂 誇

Inf or mat i on 
57 環境シンポジウム開催

Space desi gn school  S Dゼミ

“ 医療福祉建築基礎講座 "7月に開催

r  i也球環境時代における建築設備の課題」報告会開催

「リビングテ'ザイン賞」創設、作品募集へ

月報 58 平 成7年3J J 分

吾! t J < 副長 i lJ ， 出件 '1¥

印 刷1 ・1'1主 7 '1'.  5  J  1  20 11 

1e j  i  .ド 1 ι 7 '1' 5  J  1  25 11 

先行人 制 ｉＮｾｩｬ［ 人 Ｑｉ 本位築協会

先 行 所 判 I.tlil 、人日本立II 築協会

Ｉ､ｬｩｬｬｩ＼ｴ� Ｈｬ ｾｉｉｉｉＭ 1  -3-2100 

屯 06- 3'18- 0635

桜料 JI Hi 人:IIU卜 39975

印刷所 Jf 治 nr lj'J 株 式 会 剖

11 本. 厄! r I l 株 式 会 主i

4:: 附 12001' 1( 本体価絡 11651'1)
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交流プラザ( 届根閉時)

交流プラザ( 屋根 開 時)
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設 計 監 理 圃

日 建 設 計

施 工 ・

鹿 島 ・竹 中 工務 l苫 ・三 井建 設 ・青 木 建 設J V

鶴見はなぽーとフ、口ツサム

'90年に IJFH花された花!専を契機として "iE と緑あふれる泣かな都市づ

くり。を目指す大阪の1) 日発拠点の 1 っとして、流通施設( 花き市場)

と交j却泡設( 阿業施設) が官民ーイ本により合体した "f(!'J 見 は な ぽー

とプロツサム。がｾ生した 。

流通施設は特有の巨大なボリュ ー ムを感じさせないように半地下

に納め、建物の外椛 ・外 壁 ・屋上の全てを花と緑て被って公l却とし

て市民に開放した。緑化 した この人ユコ也撚の下には、広大な予一制作、

駐車場、セリ室等を集約 して、雨風の影響、を受けずに機能する花き

市場とし、さらに流通 の全プロセ スにバーコー ドを導入して、自動

セリ、白出H船主i 装也、自動定i1ik倉庫等のハイテクシステムを線用し

t:: 。

交j百E施設は日米のブランド品が安 0 = 1 えるオ吋= 各的なファクトリ ー

アウ トレツトとスヌーピー をテーマにした日本初lの 物i仮 ・飲食庖節目

からなる集車1

1

1を 8 つの棟に分割して ':1"庭の回りに両eflf し、この中央

の広場に IJFJI !I 'J崖線を架けて、自然光が降り注〈マE と緑に彩られた半

屋外の安らぎのスペー ス、、交流プラザグ とした。

シンボルタワーを 中 心 にIJFJI ::/'J屋 根 は 花 弁 状 任 事}り困んた百台m鮮と

1 つとなり、金は聞 き( つぼみ) 、夜はI::/'J じる( 同花) 、その姿は夜咲

く大;1;命の臼い花 、月下美人。となって花のl時代を象徴するランドマ

ー クとして今、準々しく花 ｼ 跡 、た 。 Ｈり Ｇ ｾｴ ヲ村栄 Ｉ Ｉ Ｑ ｝Ｏ 目 処設計Ｉ

タワ

断 面 図

上 空 よ り

開閉屋根( 中間)

開閉屋根( 全開)

7  



前 庭 的 お 花 畑

セリ室{ 流通施設)
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交 流 プ ラ ザ ・クライミングウオール 3' 皆平面図 1:  3000 

¥ 

l' 皆平面図 l 犯∞

交 流 プ ラ ザ ・ イ ベ ン ト ス テ ー ジ

曲

5階 平 面 図

所 在 地 一 一 一 ー 大 阪 市 鶴 見 区 茨 田 大 宮2- 7- 70

敷地面積一一一- 2 5，915. 02m'

建築面積一一一一 17 ，022. 35 m'  

延床面積一一一一一 52 ，854. 65m'

( 流 通 施 設 約34 叩

交 流 施 設 約 l川8，50ωOm耐

， 

構造規模一一一一 S R C、 R C、 S 、 BI F、 5 F、 PI

工 期一一一一- Ｑ ＹＹＲ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 一 一 一 地 下 鉄 鶴 見 緑 地 線 「 横 堤 J 駅から市ノてス

茨 田 大 宮 行 き 「 茨 田 大 宮 J 下 車 徒 歩 3 分

撮 影一一一一 側 伸 和、 柄 松 稔 、 山 崎 博 正

9  



地 域 に 開 か れ た 中 庭

エ ン ト ラ ン ス ホ ー J レ
4 階 廊 下 の ト ッ プ サ イ ド ラ イ ト

10 建築と社会 ・1995. 5
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言ｾ言 十 ・

大 阪 府 建 築 部 営 繕 室 ・徳 、 岡 昌 克 建 築 設 計 事 務 所

豆主王里 ・

大 阪府 建 築部 営 繕 室 ・大 阪 府建 設 監 理 協 会

施 工 園

地 崎 ・榎 並 ・経 常 建 設J V ( 管理 ・普 通 教 室 棟 )

大阪府立今宮高等学校

昭柄刷WJ に建設され、耐川正|三数を全うした公立同校の校舎改築であ

る。教行の多様化 と18才人 11 のi - ZXi . 崩捌にあ って、i 1 f r 私的郡安によら

なL、: a : 新であることから、拡からPi への転換を命題として諜せられ

ていた 。また、近年建設された胞設を迦持して生かし、 ーイ本として

の学校環慌を形成しうる包情的なコンセプト fil J りが求められて い

た。同己世百 li mlにおいては、南西と 北京角に位置する既存校舎を中庭

とブリッジを介して L 型に述絡し、教 育内容により特徴づけた。

旧校舎への強 い愛着を来J f : 校舎に創制主し、著作やかな制l寺の記' 憶の孫土佐

ぞ腿i い、タテラインの強訴仲玄|品l廻りのイメー ジを機能的、現代的

に表現した。者[1- 心の学 校として、上方からの杉t線にも配肱し、喧騒

から教育の; 場への布' 討中的転換をはかるため、玄関から 中庭を11ぬく

アプローチを設け、桜 Ｚ［ ｕｾ 木と列柱により成長と発泌を象徴的に ｬ 培示

させた。色彩計画においても、光と影の織り成す空間 を重視して、

基間色のl暖色なグレーを部分に応じて濃淡て‘ 使いわけ、各階をさt ' p

主主の色をアクセン 卜として特徴づけている 。地域における繰と空地

のス トックとして、周辺エ:t坑に貢献するため、両市!IJKi Jd也は落ち着い

た壷|ー業拡t，J ; 本のスクリーンに、来イJ!i H. t . 四季折々 の花が楽しめる of. Jかれ

た庭とグ、リーンベルトとして 対而する公園や平行する通りの木々

と呼応させて親しみをもたせて t 、る。 フラワーポットの訟噛された

来沿道守「せっかくきれいにしていただいたので」とポランティ

アでi ' 1 ' i " 掃して下さっていた地 元の人々の存在に心11友まるものを感

じた。新たなるスタートを迎えた伝統校が1[:l U1や生徒、卒業控だけ

でなく、地域にも愛され税しみを? もって育てられる殿、見守ってゆ

きた L 、。 ( 徳岡浩二/ 徳 |町l品克建築設計事務所)

⑨

 

配 置 図 1  : 3000 

所 在 地 一 一 一 一 大 阪 市 ， 良 速 区 戎 本 町2- 7- 39

敷地面積一一一- 2 3，37I m'

建築面積一一一一 2，181. 06耐 ( 管 理 ・普 通 教 室 練 )

延床面積一一一一 8，025. 04耐 ( 管 理 ・普 通 教 室 棟 )

構 造 規 模 一 一 一 RC、 一 部S 、 5 F、 PI

工 期一一一一一 ＱＹＹＳ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｒ 月

最 寄 駅 一 一 一 一 地 下 鉄 御 堂 筋 線 大 園 町 駅 、 J R大 阪 環 状 線 ・南 海 本 線 新 今 宮 駅

撮 影 一 一 一 島 修 一

"' 1日 校 舎 を 含 む 全景



東 箇 外 観

ラ ウ ン ジ 中 庭 ラ ウ ン ジ 玄 関 ホ ー ル
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設 計 監 理 圃

昭 和 設 計 十 T M N西 田 多 美 子 建 築 研 究 室

施 工 ・

奥 村 組

宝 塚 市 立 看 護 専 門 学 校

この看説明"1・γ校は、公共建築への来Fi しし、耳K，f : l _l みが進む、宝塚市て、

大｢｟ｾ災をこえて夫引した大切な立ｬＡ築である 。 「似しさと力強きの両

立」い、う石波紋fi の基本理念をそのまま姥築のテーマとし、「建築

が12かな人/111を育てる」ことをイ三じようとした。 r1i立病院の夢幻也|人l

て二変形の小宅 ｉ 也に病院全体のｪＭｾｾ生 ＱＢ ・ Ｕ ・口 ｊｩ 診 ・ 将来ＮｉｴＧ築計画を加味

しての設立 |てあった。出討交 1<1身も明築青|匝1 ( 教室十札t 苦Il - J( i J ) 守合

む。j.'i本1;): 、両院と '/'111*保守共布するコア練と、外聞きの台形l/i{立を

配ダ11した救急似とを、ブリッジ( ホーノレ) で繋 L 、て¥、る 。周辺との

iiUi河H ・こ針変が持つイ|市|の存在感 ・II放しい粂f /を? ? ? 対にした71習である 。

その桃成 ( 1体 が|人l外- 0) ' <( こ変化のある j亜日去を作り、そこで活発に動く

人と汗li りで知る人の伏線が交釦する 。呉角度のA目立、! とはおの車IJ きや

ＱＧ Ｑ 分自身の心のｩｬｬｊ ｊ きにより、さらに述う表 Ｏ ｗｾ 凡せる 。 平扇形状に

より各室では、まず窓外の白然lニヰ')b¥'J! 1が走り、次に室内に視! 町' がJム.

がる 。信ー理教育で77ったこj会生述が、この建物と) 司りの自然の ，-/"て二

人の生きて L 、た L 、気持ちを耳目t平し、細やかな. c.'1!El 、と大きな枕聖子と

を令わせ持つ兵にｻ去し ｴ 、有識 ＢＧ［ｉｾ ( 1: ) に育つことを闘った。卒業後

もここそ心の拠り所とし、窓外に広がる宝塚で術協してほし L 、。

( 西区|多美子)

⑥ 

l 階 平 面 図 1  : 800 

所 在 地 一 一 一 一 宝 塚 市 小 浜 ト5- 1 宝 塚 市 立 病 院 敷 地 内

敷 地 面 積 一 一 一 一 病 院 全 体36 ，856 . 40m' 、 学 校 敷 地2792. 0m'

建築面積一一一一 I ，067. 6I m'

延床面積一一一一一 3 ，493. 05m'

構造規模一一一一 RC、 5F

工 期一一一一平成 6 年 3 月 ~ 平 成 7 年 3 月

最 寄 駅 一 一 一 J R宝 塚 線 ・宝 塚 駅 、 阪 急 ・逆，頼川駅

撮 影一一一ー島 修 一

正 面 外 観

基 礎 看 護 実 習 室

中 庭
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作置置

E 彊 風

設 計 監 理 ・

安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 ・

東 急 建 設 ・藤 木 工務 J苫共 同企 業 体

あさひ銀京都ビj レ

当建物が位置する四条烏丸は、京都の主!Iilh道路の交差点て、あり、多

くの業務ヒツレ ・銀行等が集中するピジオ、スの中心 地である 。事知也の

面する烏丸通りには重厚な近イロ羊厄渓ｉＡ染力苛ｼ汗を辿ねており、原ｾあ

る通りそ形成している 。 このような街並の中に端正で、モダン、そし

て最初むJ"J関手[J のなかて存' " . : a ! 誌のある建物をめざ、して計画した。

周辺即刻こよくなじむよう、正面外装はグレー系の笹川JZ石貼 とカヲ

スカ ー テンウオ ーノレて" ;f，Yj成 した。正直iの高さ 45m (こ及ぶ 2 木の柱は、

近イそご ｩ 羊思凶ｾ誌のオーダ ー を現代 的 にとらえたもので、 こ の 地 に建つ

銀行建築にふさわしいものとしている 。カーテンワオーノレ及びエン

トランスのサッシュは京都の均質な街並や附子 ・格 子戸の割ぞイメ

ー ジし、京都らしさを表現している 。 また、 北イJ!i lのf邸習昔1I分をリズ

ミカノレに セ ッ トパックさせる こ とで、鳥井L通りからのビスタに好感

ある |封1放性を与えるとともに、ランドマークとして人々の記憶に9え

るシルエッ トをかもしだすように した。 また、このセ ッ トパック部

分は消防用活動空地 として、 i臥 IU:: .I 坊j j Uニ有勾Jで安全なものとな

って い る。

内装も外観のイメ ー ジにあわせて、京都に似合ったシックで? J 協同

れた風合いのインテリアを計画した。 1- 3 階をしめる「あさひ銀

行京都支庖」は上j音階のーづ般オフィス部分と エ ントランスを共有す

るこ とにより大きな正面性 制制某している 。銀行ロビ一部分には辛口

風の古il 制|や京友禅硝 子を配することで、来客: の目をな ご ませて い

る。 また床及び天井は、裕子状に桃成する ことで潟ち若いた雰囲気

とした。

「あさひ銀京都ヒツレ」が島俗ある街並にふさわしく、魅力ある ヒツレ

として、人々の記憶に残り親しまれる こ とを願っている 。

( 寺問宏治/ 安井建築設計事務所)

配 置 . I階 平 面 図 I  : WO  I  

μj  

所在地一一一一京都市中京区烏丸通錦小路下 Jレ手町691 番

敷地面積一一一一ー 1，529 . 17 m'  

建築面積一一一一 1，184 . 25m'

延床面積一一一一 12 ，772 . 50 m'

構造規模一一一 RC、SRC、S、 I IF、B2F、P2F

工 期一一一一 Ｑ ＹＹＳ 年 Ｕ 月 ｾ ＱＹＹＵ 年 Ｒ 月

最寄駅一一一阪急京都線烏丸駅、京都市営地下鉄四条駅

撮 影 一 一 一 SS大 阪 ・稲 住 泰 広





作-Eヨ毘

設言十監理 ・

大 成 建 設 大 阪 支 l苫

施 工 園

大 成 建 設 大 阪 支 l苫

新藤田ビル

このオフィスピノ ν は、大阪の行政 ・ 文 化 の ＧＱ Ｇ 心 である Ｇ Ｍ ｉ ｊ 之 ，ｲＮ｟ｾ に断抜

する伝統的 な ピジオ、スエ リア . ＧＺ Ｚ ｾ Ｚｲ ， Ｚ，［ にＡｩｬｬつ 。 こ の 地 て Ｑ ＰＰ 年余りの

l夜与とを持つ繰りｉ ｦ 仰が、事業の発 ｬ 叫し ｩ ｬ ＧＮｬ ｊｌ 、のある笹子づくりの ｾ ｴｲ ｾ ｍ を

111_うベ〈 、計同されたものである 。

ｦ 知 也 Ｇ ｉ Ｇ ｾ に建物を配して、 Ｖ '，liI J ' i "，也える ν戸地守設けて t 、る 。J也肢に

1)トl放するこの空地には、彫刻のあるサンクンガーテーンや季節感を持

つWt!i れjFを設け、 行II T行にk.. ｫｾ ＮＡＱ かなＺｲ［初 Ｑ と ｩｉＧ ｾｊｌ 、のある宝 Ｑ ｭ を Ｑ ￠ｯ ＧＱ ｊｾ して

L 、る 。

行Ildi と) 1とに2111土1己に 11'J って「成長する J r発以する」というえL¥L、が、

ふくらむ、約11.11の方、ラス l耐となり、ファサードとなった。イiの桁のイ子

イ Ｑ Ｚ 感と、行 Ｑ Ｑ 会の Ｈ ｉ ｾ おをｊ［ｪＮし Ｎ Ｇ Ｑ Ｑ Ｑ す 山 ｉ Ｈ￭ ｩ 方、ラスの対比によ っ て、切手で、

ｾ［ｬＮｩ ｬｬ Ｚ なファサードをれ Ｑ ＱＱＩ 11'，している 。

ｼ 人以 Ｑ Ｑ 匂 ｬｩ｜ ｪｉＮ［ｊＺＺ別代建築に干 ＱＱ の ｾｊ ｾ を織り込んだデザインでまとめた 。

エ ン ト ラ ン ス ホーノレからエレベーターホーノレヘモる 2 MII大抜の大

常川 は、 !日イEiホiイ7の成、 ( 1大:f11tイ iのA枝、折紅ヒ1J i :のt' IL 、天井て旬、クリ

ーンな緊仮! 必をワーえる 。 l れあ: T: mは1' 1然 ゃ I1I l di - j ; ，- 観を栄しめるノ f ノ

ラマ状の完さを持ち、 トーンを決した色調の泌ちついた淵J品，tの' 乍I: ¥j

である 。 X II Iピノレの稲少な伝統辺、jl i ' _を次Ilt f¥，:(ニイ五 λ るため、イEi北iィi

の イ 凶 ｾ￭￬ｴｩ￭ ｬ ｩ りを持つ紋 ｹＺ どな Ｙ ＮＧＮＧ ， Ｇ Ｚを小さなギャラリーを ＧＱ Ｇ 心 に何 ￎＩ ｪ に

il ょしている 。 (1' liHjll (i平/ 大成雄投設計部)

配 置 図 l' 皆平面図 1: 2000  

所在地一一一一大阪市北区堂島2- 4

敷地面積一一一一一 6，195. 5m'

建築面積一一一一一 2，296. 98m'

延床面積一一一一- 47，712. 13m'

備造規模一一一一 S、一部SRC、B2F、21F、P2

工 期一一一一一 ＱＹＹＲ 年 Ｗ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｔ 月

寄駅一一一一地下鉄四つ橋線 ・西梅田駅

jJ! 影 一 一 一 上 ロ 善 孝

<01 9十置且

④ 

サ ン タ ン ガ ー デ ン { 彫 刻 作 品 PASSAGGI O 中 村 真 木)

エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル

V エ レ ベ ー タ ー ホ ー ル



北 西 側 全 景

西 南 側 全 景
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作置置

.i 書 風

設 計 監 理 ・

エ ヌ ・テ ィ ・テ ィ ・フ ァ シ リテ ィ ー ス

一 級 建 築士 事 務 所 中 国 支 l苫

施 工 ・

大 林 組 ・共 立 建 設 共同 企 業 体

NT T Do C o Mo 中国ビル

当ヒツ ν は、 ｎ ｔｔＧｉ 咽移重 Ｉｊ￬ ｩｬｩ イＧ ｾ ｾＮ制的 Ｈｎｔｔ DoCoMo'  1"1主D の正月1帥 Y

卒民j副司泡設とオフィスを収芥するため、 lよね rl i西部の|臨海埋立地、

商 工セ ンタ ーの同社所有地 に処設された。

ｒ ｶ ｪ 工センタ ー は、広 Ｎ Ｈ Ｚｪ 市の流通業務の Ｂｱ 安であり、リｾＺｊｕ 也 はそのほぼ

中央て、間業ljIli設、' 94アジア大会の会場となったアリーナに閉まれ

た交通の利{見性の古川、エリアにある 。

ｩＦ物Ａ［ＡＺ、移動 屯 話、ポケットベノレ等、技 ｱｬｬＺ￭ ｬｬ ｾ 新のよ ｲ ｬｌ 、移動通信に対

応 するため、通信機械室とオフィスの互換を「考J，J!. したフレキシブノレ

な訴: -1- として L 、る 。

また、 ｂａ 、 ｌ ａｎ 、ￌＡￍＡ Ｑ ｾ［ システム等 、由 主 ＧＮ￭ｩ ｬｩ のシステムを導入しイン

テリジ、エン 卜ピノレとして、 N T Tグループのノウハウを結集した。外

観は企業イメージを共引化し、 olOi'新で' -11; 1] ' 性的なイメ ー ジをアピーノレ

するため、アノレミノ f オ、ノν ( アノレマイトカラ ー) と製法泉反射カ。ラスに

よる秘主I l 慾のシステマティックなカーテンウォーノレとし、通信ケー

ブノレ ・屯i目別己線JTJのシリンタe ー状シャフトをアクセントとした。 バ〈

ｔ ｉ ｙＨＨｾ には、パノレコニー先立 ［ｬ ， ｩ に鉄 什 フレームを設けるなど、 ヒ ュ ー マ

ンなスケーノレのデザ、インをめざした。

( 石原料 也・小谷相lI，'山'Nffi

同

一

l'首平面図 仁 川 ∞

一 級主必処 ｩ主 ｅ 築上 ，［ Ｉ ｾ作ｾＺｲＺ務主所 ＧＱ 附 ｉサ巾収判 Ｉ Ｇ Ｑ俳同ヨ王刈 ｌヰ ｼ伎支 ｊｾ 汚町 7η )  

二二"'-'==<1"手④

所在地一一一一広島市西区商工センタ- 2  - 2- 69 

敷地面積一一一一- 2，9∞Ol m'

建築面積一一一一 1，248 .72 m'

延床面積一一一- 9 ，225 . 11m'  

構造規模一一一一 S RC、BI F、7 F、PI

工 期一一一一平成 5 年 11月~平成 7 年 3 月

最 寄 駅 一 一 一 J R山陽本線 ・新井口駅

煩 影一一一西日本写房

エ ン ト ラ ン ス

l 階 ロ ビ ー

6  ，皆プレゼンテ ン ヨ ン ル ー ム

6  ，皆ロビー
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22 建築と 社 会 ・l問 5

西 宮 市 公 共 駐 車 場

設 計 三弘建築事務所

施 工 新 井 組

a 西宮市池田町

b .  2. 049 .98m'  

c  967.33m'  

d .  6. 678.89m'  

e  S、B1F、7F

f . 司LI.お5年 12月~平 成6.1'1'- 11)]

-

- 一一

JR西宮駅のメイン駐車施設として計画

されたこの建物は、 駅周辺の再開発Z

業 との調 和を保ちつつ、従前の駐 車 場

と し て の 機 能 性 の み の デ ザ イ ン を 脱

し、やわらかさの中にも個性的な形態

をも取り入れており、都市施 設 として

のアイデンティテ イを持たせている 。

また、一般の駐車場と比較して、外部へ

の安全性はもちろん、車路 ・車室にも十

分なゆとりをとり、「誰もが利用しやす

い施設」を意図して計画している 。

2463 ガ ー デ ン コ ー トけ やき

設 計 竹 中 工 務 庖

施 工 . 竹 中 工 務 庖

a 稲岡市 中央区赤坂3- 4- 31

b.  1.007. 42m'  

c  770. 04m'  

d.  3. 550. 38m'  

e  S R C、10F、P1

f. 平 成6年3月~平成7年 lfl

福岡の都心に立地しながら、名所の大

濠公園や「けやき通り J と呼ばれる緑豊

かな通りに面した単身者専用集合住宅

である 。 l 階に l苫舗を配置し、通りの連

続性を計りながら上層の柱棟は間口い

っぱいに広げず出来る限り通りにスカ

イライトを落とし、柱と梁のフレーム

ワークで光と影を構成し、陰影を街並

みに演出した。 住戸は+ 字形平面に|

フロア 8 戸の機成で、シンメトリーな

顔を見せ、各々に 二面採光、 ニ面通風を

もっ計画とした。住戸内プランはコン

ノf ク トな中に広がりをも った居室の構

成とし、適切な収納スペースや遮音を

はじめとする居住環境の質にも充介配

慮した。

緑豊かな街並みに風景を演出するとと

もに周辺の活性化に大きく寄与するこ

とを目指す。



1464 中 筋 駅 前 ビ ル

設 計 竹 中 工 務 庖

J U91J 

施 工 竹 中 工 務 底

a  広島Tli安佐南区中筋3-224目 1

b.  1，451m'  a . E正.(EJ 也

c  649m'  

d.  2，237m'  

e  R C、5F 、Pl

b 敷地而獄

f  平 成5年12月~平成6年8月

1465 茨 木市 立福 井市 民 体首 館

c  .  ! u! 築而f l ' i

設 計 都 市 環 境 設 計

施 工 秋 田 工 務 庖
d 延! 木町Hl

a 茨木市西福: 11・3-30-45

2464 2465 
b.  2，322. 7l m'  

e .W逃J ; l H長

C  814 .29m'  

d.  1，631. 16m'  

e  R C、3F f  .  D YI 

f . 平 成5
i
l三7月~平成6年9J1

1466 シ ル バ ー 八 ウ ジ ン ク 早川 町

設 計 新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

施 工 近蕨 ・高健 ・熊木共同企業体

a 新潟市早川 IJrf3丁目

b .  4，205. 85m'  

住宅部1，652. 09m'、病院制12，553.76m'

C  705. 96m'  

d.  3，054. 30m'  

e  S RC、6F (l昔日2F)

f  司Z]v<; 5王手7月~司Z]v<; 6王p9f l

1467 横 浜 市 左 近 山 保 育 園

設 計 ・ 横 浜 市 建 築 局 建 築 部

施 工 . 安 蘇 建 設

2466 2467 
a  横 浜市Ml 区左近山1997格 J也

b.  1，382. 47m'  

c  493. 27m'  

d.  841. 39m'  

e  R C、2F

f  平 成5年10月~平成6年9月

1468 大 阪 府 立 病 院

( 放 射 線 治 療 棟 、 渡 り 廊 下 棟 )

設 計 . 建 築 計 画 総 合 研 究 所

施 工 成 和建設

a 大阪市住吉区万代東3- 1-56

b.  56，547.  369m'  

c  285.  73m'  ( 合計)

d  .  1  ， 720 .  53 m'  ( 合計)

巴. RC、BIF(放治棟) 、BI F' 4F(渡り廊下線)

f. 平 成5
i
f6月~平成6年10月

1469 マ ル キ ン 家 具 本 社 屋 ビ ル

設 計 エ ー ス プ ラ ン 建 築 設 計 事 務 所

施 工 。鴻; 也組大阪本庖

2“8  

毘Z I  c" (  I  

a 大阪市日本橋5- 11-3

b  337. 85m'  

c  310. 75m'  

d.  2，054 . 41m'  

e  S、7F

2469 
f . 平 成6年1月~平成6年10月

147日 ( 仮称) 石 賀 氏 リ ー スl苫 舗

設 計 宮 後 建 築 事 務 所

施 工 . 武田工務庖

a 東大阪i' li 川俣1-24

b .  629.44m'  

c  516. 32m'  

d .  736. 25m'  

e  S、2F

f . 平 成6年6月~平成6年10月

1471 平 野 社 会 保 険 事 務 所

設 計 : 大 阪 山 田 守 建 築 事 務 所

施 工 ー 浅 沼 組

a 大阪市平野区喜連凶6-2- 78

b.  1，200m'  

C  598. 82m'  

2470 2471  
d.  1，800. 0m'  

e  S RC、3F

f  平成以下11月~平成6年 11月

23 



繍警察幾線機欄i察側綴議機

建築家のドローインク、

香 山 誇 夫 著

.  

東京大学出版会

1994 .1 1.21 干IJ

A5半IJ 181頁 3，605円

住 建 官 時 ド ロ ー I ;. Ｗｾ＠

i*i l l l . !.i ι  

パラディオの古代神殿の復元設計、ピ

ラネー ジの牢獄の幻想、スカルパのブ

リオン夫妻の募 。聞いただけでも

わくわくするような建築家のドローイ

ングと各建築家及びドローイングにつ

いての短い解説は、建築を君、すものに

とって、建築の歴史への短い旅に出た

ような楽しい気分を感じさせてくれる 。

この本を読み進むと、香山氏自身が建

築家のド ローイングを通 じていかに多

くのものを得たかを感じることができ

る。 あとがきにあるべンシルウ' 工二ア

大学のフ ァーネス図讐館の豊富な図面

集の話は、建築教育における図面資料

館の大切さを教えてくれる 。 (A.T)  

24  建 築 と 社 会 ・1995. 5

BOOK 

STATI ON 

議錨錨鎖錨議議議議織機織鱗議議

木のいのち木のこころ( 人)

塩 野 米 松 著

.  

草 思 社

1994. 12. 5干IJ

B6変判 229頁 1，500円

， 

因

西岡常ーさんが亡くな った。宮大工と

しては、法隆寺大修理の棟梁として飛

鳥 ・奈良建築の技術の真髄を身をもっ

て習得された西岡さんの右にでる人は

いないであろう 。 お元気でもっと長生

きして頂きたかった方の一人である 。

この本は西岡棟梁の唯一の弟子ともい

える小川三夫さんが、師の技術を確実

に伝承し、また宮大工という職業を経

済的 ・社会的に 確立しようと作った宮

大工の工人集団「いかるが工舎」で修

行し、宮大工 としての一人立ちを目指

す 19人の若者達の物語である 。 そこに

は、現代の教育制度が忘れてきたかに

みえる「人にものを事支え、ものを習う J

ことの本来的な姿がみられる 。 西岡常

一著/ 天篇、づリ 11三夫著/ 地篇、との

3 部作により、西岡棟梁の技と心をし

っか りと伝える好讐である 。 ( 1. 1)

務総緩機機綴線機綴綴縁緩畿警護

Pi a A代 Mus eums in J AP AN 

日本の美術館

建物の魅力で訪ねる全国 110舘

• 
ぴあ

1995. 1 .5干リ

A4変判 275頁 2，300円

本害は副題に、建物の魅力で訪ねる全

国 II0l I 官。とあるように、美術作品より

も美術館そのものを作品と見たて、優

れた美術館建築の紹介とともに収蔵品

や交通アクセスについて掲載したガイ

ドフ' ックである。 水戸芸術館、広島現

代美術館など、建築雑誌で取り上げら

れた作品が、北海道から九州まで日本

中を網羅して紹介されている 。建築写

真もカラ ーで大きく 掲載されており、

主要な収蔵作品 ・ミュージアムショッ

プにいたるまで解説入で掲載されてい

るところが、建築専門誌では見られな

いところの魅力だろう 。本の格に、空

間散歩に出かける本。とあるが、まさ

に本瞥だけで、空間散歩 出来てしまう

本かもしれない。 ‘ ぴあ仰がこのように

建築を取 り上げ、一般の人々に向けて

建築の魅力を広めてくれることを嬉し

く思う 。本当は、建築に携わっている

私達の方が、そのような試みをしてい

かなければならないのだが 。 ( Y. I)
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兵庫県南部地震による数キの大崩壊を

身をもって体験した今、このタイトル

はいささか刺激的過ぎるかもしれない。

ここには現代の建造物のいろいろな崩

猿の事例が説明されている 。建物も人

間と同様、生まれると、構造体は力に

素直に崩壊しないように最善を尽くし

ながら、次第に年をとり寿命いっぱい

に 生 き 、 死 ん で い し し か し 建 物 に も

不慮の死がある 。 それが構造破壊と呼

ばれるものであり、しかもその多くが、

未知も含めて人為的間違いによるもの

であると著者はいう 。「技術的な改善だ

けが破療の; ，威少を保証することになら

ないし逆に増加の危険性すら含んでい

る。 人間としてのより深い自党と社会

に対する強い責任感があって初めて、

より安全な建物を造り上げることがで

きるりという著者の言葉は、建築に関

わる全ての人への呼びかけであろう 。

( 1. 1)  

担当。会員企画小委員会/ 伊蕗郁郎稲木裕手塚口明，羊
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建 築 技 術 安 全 審 査 委 員 会 に つ い て

1  . は じ め に

当委員会は、昭 和49年 11月近畿建築行政連絡会議の要請 によ り建

築主 事の諮 問機関として 発足 し、同連絡会識が定め る構造 等 取扱要

領 に 掲 げ られた建物等の安全審査 ( 以下 「審宝むとし、う) を行う こ

とを目的として い ます。問要 領は、昭 和56年 6 月の建築基 準 法施行

令の改 正 に伴って建設省住 指発第96号の通達を受 けて改訂 され、高

きが45m (鉄筋 コンク リー 卜造 は31 m) を超 λ て60m以下の高層建

築物に つ いて の安全性を判断す る 「評価」が追加 されまし た。

なお、当委員会では近 畿以 外の地域 の物 件につ いても 「評価」 や

「番宝む を行っ ております。

2 . 運 営

当委員会は、主に近畿における大学の先生方て構成されて お り、

月 1 回開かれる 常任委員会に おし 、て申込み案件を猷義 し、 案件ご と

に 2 ・ 3 名の委員か らなる 小委 員 会 (部会) を設けます。詳細鯨 義

はこ の小委員会て有われ、通常 2 ・ 3 回附かれ ます。主住吉掛冬了後、

担 当委員 によ り報 告 書 (案) が作成され、 i常任委員会での智義的圭て

報告書が交付 されます。

3 . 申 込 み 方 法

建築主事から迷期i儲忍申請予定物件に ついて、 当委員会の前哨 あ

るいは審査を受けるように指示された場合、下記の書類をそろえて、

常任委員会開催 1 週間前までに 当i '.i ¥! 検所にお 申込み下さ し、。

なお、資料等 の作 成 にあ たっては、事前 に当劃験所と相談の上、

進めて いただ くようお願 いし ます。

0 詞ヰ面又は審査申込書( 当試験所所定の用紙) •••• •••••••• 1 通

0 建 築主事のな見書(審査依! l i ] f f J J l 頁を記載 したもの) •••• 1 通

0 総 合 説明書 (; : お任委員会及び小委員会用資料) ー ー.... 20部

4. 評 価 ・審 査 の 手 数 料 に つ い て

松本手数料は、南河ill i95] J Pl 、務ヂE 60万 円です。

'，:;i;i 壬委員会での受付終了後、当試験所より 1'11込 者 に対 し、前求手}(

をi引 ;J しますので、務ヨ牧冬了までに所定の銀行に振込んて、¥、ただく

こ とにな っております。

5. 常 任委 員 会 の 開 催 日

平 成 7 年度の今後の常任委員会開催日は、6/ 20、7/ 18、8/ 22、9/ 19

で す 。

10月以降についてはおIUJ 合せ下さい。

資料請求およびおt1lJt 、合わせは、当所庶務部( 屯話( 直)06- 834- 4755)

までご連絡下さ し、。

財) 日本建築総合試験所
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1979"1三ミラノ市を訪れた。挫築家 A L DOROSSI のガララテーゼ、

にある集ヂパ主 Ｒ どを訪ねた 。 ｾ ＡｉＮｾ 機的な 低柱の統〈約 Ｒ ＰＰｭ にわたる、ポ

ノレテイコを1かいた。 その折、スカラ座の背後の路地にある建築専門

のギャラ リー・ アン 卜ニア ・ヤノーえ、に立ち寄った。彼の個展があ

った。 当11¥¥姐i築の実施設計のチャンスに乏しかった彼は、大量のド

ローイングを: j " j ¥! j，、ていた。現実のインキングされた設計図商までが

売られていた。私は一枚のリトグラフを只った。 ありふれた街並み

を構成する、ありふれた建築を題材とする、フリーハンドてすIli カ、れ

たぺン闘のドローイングである 。ヤシの木カ可fhかれた呉国情緒を感

じさせる絵は、不思議な有拍二J惑を持っていた。

4 月に大11反南港A T Cにて、例股がHf'lヵ、れた。会場を見て周 りなが ら、

セグラ ーテや、 ジ、エノアの劇場等を訪ねた ことを?思い出した。ラシ

ョナリ ズ、ムと H乎ばれるイ タ リア介理主義の現代的な沖)1流や、力か苫つて

のパラテデ、 ｖ オををｾ 11-ド1.心乙心、 とした都l市打の大きな変化のH

動と Z霊Eね合わせて考えさせられた。彼の納吹費知H附十推佐的建築H なる 言葉は

いつまでいも ね、をとらえあtける 7ごろう 。

池 上 俊 郎 京都市立芸術大学美術学部環境デザイン研究室助教授

阪中1
1
大浜災でおHfi した交 J通手段も少しずつではあ

るが恒|復し、そのつど「通勤i l l 1 腕」に微妙な変化を見

せている最近である。新聞から専門誌に至るまで、この

頃になると「大浜災の被害の全容とその新Vl lj 的特集

の競演花ざ、かりである 。 それらのグラビアを見るにつ

け、今回の24災の表現し具j f ' ，、「徹戚」に改めて人の力

の及ばない自然の街戚を思い知 らされる 。 しかし、地

震 ・台風等 の自然の約威の1 ' 1' に暮らす我々日本人は、

1i1J1時ーまでも恐れて逃げ出すわけには行かない。自然の

rl : rて事 らす こと の共通認識を持たなければならな し、。

つまり、自然と共に生きる ことは、ある 意味ていは自然

との闘し 、に他な らないのかもしれなし 、。仮- しく見える自

然が、突然牙をむ いて襲って来る |昨があるのだから。

凄惨な;被災グラビアぞ凡ていると r ，、ま少し耐震への

努力があれば」と忠われる写兵に ｉｌｾｉ 会うことがある 。

「筋違いの不足、フープ筋のピッチ ・定泊、而担謹まの

バランス、仕口の出彼等」設三十の基本と忠われる箇所

の破mである 。 どちらかと 言 えば説7十思 想 ( 構造部門

を合め) と工事政破に対する基本姿勢の川1mである。

最近の正II 築界に於けるデザ、イナ一重机の偏った潮流

から脱皮し、今一度、建築附造家を合めた rJ[ lUii' mj と

して の姑築人の在り方を見つめなおす|刷捌かもしれ

なし、。、アーキテ クチャ ーは「アート ・テクニック」てや

ｾＡ ｉ Ｎｾ＠ <  rオーノレ・テ クニ ック」である 。と教えてくれた

先輩を思うｨＮｾＱｦ ｾＱＦｌＢ ある 。

「空襲の ような方、レキに独り 言 j d!，; 鮭

社 家 j告 兵庫県都市住宅部営繕課長

人; 学 の 設 計 教 行 で ど の よ う な ことをナ学生に習得

し て も ら う べ き な の か。大 学 の 非 常 勤 諮 問i をやっ

ていて常に悩むところでやある 。ば〈自身の考えは、

当 然 I){ I而 の幹きブj 等 の 基 本的 な こ と を 学 んて、も ら

わなければ凶るが、もっとも期待するのは、卒業し

てから 10年後、 20年後に自分自身の主II 築 を 発 見 す

る こ と が で き る 索 獲 を 習 得 し て も ら う こ と だ。 設

す| ーに必裂な知識は事務所で実施にたずさわればい

やでも身につく 。それに対して、その人自身の セン

ス、 1111I 値 観、主II 築 を 探 究 す る 姿 勢 こそは学 生 時 代 に

築 か れ る も の で あ る 。さらに遡れば、主II 築 の 分 野以

外 のと ころが大切である 。建 築 は そ の 人 の1i lfi 値観、

全 人生 の 背 対 が 表 現 さ れ て いる 。 そんなことを考

えながら、ば〈自身は、 2iE計のゼ‘ ミでは、グルー プ

討論をできるだけ多くもち、 学 生 の 発言 伝促す こ

とを意識的にとり入れている 。

|  安 易 な 黄 色 の 使 月j

教 育 っ て 何 だ ろ う か。 手 と り 足 と り 教 え る こ と

で は な い こ と は 椛 か だ。 家 庭 教mli をや っ た 経 験 の

あ る 方 な ら す ぐ に お わ か り に な る だ ろ う 。 自の前

で 一 つ ず つ 親 切 に 説明 し な が ら| 問題を解し 、てあけ、

るのがし、い家庭教f : i I i なのか。ほったらかしにして、

い や で も 自 分 で 考 え る よ う に 仕 l-n] け る の は 惑 い 家

庭 教師 な の か。 f可がし 、L 、先 生 な の か む つ か し い問

題 で あ る 。ぼくは、教育とは長い |時間をかけて、自

分で考える' i ! 1 Ｇｴ ｌｾｴ＠ !こブn去を習得させることではない

かと jdf、う 。

教 育 の 成 果 は 20"1三後にあらわれる。

塚 口 明洋 塚口明洋建築研究室代表取締役
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改修でW 汚れた 11和、イメー ジが一掃され気分良〈歩行できるよ

うになった駅合や街路などで、あらためて ｊ ｉｾ ｬ 色の 氾慌 に気付く。駅

ホームでは目 の不 白1' 11 な人への門U止にと武色点字ブロックの使 用

が普及し喜ばしし、。しかし構内の導線似示などにまで使われると ー-。

道路でも縁石や路面のあちこちにも武色による表示が使われてし、る。

交通標識も見えない、自の不白出な運転者ρ には賞色であっても駐 ・

停車禁止の表示は見えないなずなのに。

]I S  r安全色彩使用通) ! I Jj による黄色の表示事項は、注意f てあり、

「・・・危険のおそれがある箇所及び. . . 人体に有害な物質の表示に用

いる 」 とされ、 Ii' .. . 本米の災害|り?J 上方策の代用と考えではならなし、」

と明記されてし、る。 1立色て、、表示されている場や物は、注意かが必要

な危険箇所であり有害物 なのである 。 目立つ色で表示さえしておけ

ばとのゑc易な使用 が、本米11t色であるべき; 場や物へのj主訟を柿Wf. に

してしま って いる 。

そう思いながら前方を見ると、主I ! ; 物全体を紫色に塗装した写真ラ

ボ‘ 胞が「危険に つき近笥ーるべからず」とばかりに、大戸をあけて j主

主主:を{足 していた。

村 上 幸 三 郎 東芝ライテ 1 7株式会社研究所参与



. 給論

人にやさしいトイL竺 開

・各論

プライベートトイレ空間を設計する

パブリック トイレ空間を設計する

トイレ笠調の施工

トイレ倣酔管理

. 事例

ひとにやさしいトイレの標準設計ー大阪市ー

トイレにかかわる多くの項 目を再認

識すべ〈特集を組みましたが、読者

の皆様より トイレにまつわる こ意 見

を本誌に頂裁できれば幸いです。

設備分科会委員・梶 井 宏 修

特集 トイレ空間

エネ ルギー摂耳立と排; 世は生き物の大切な営みてある。穫の保存の

原則から動物や一部の植物にとって排池は自らの存在を示し、生

きる場所の縄張りを意味し、命を守る唯一の行為てあった。貧富

や支配関係においてきわめてわずかな差しかなかった時代には人

はおおらカ、に山里子で用をたしていたと考えられる。

わが国でも、平安時代の餓鬼草紙にみられる空間は実におおらか

だ。中世の西欧の中庭もこれらに類すると考えられるが、 上〉剤皆

級が閉鎖空間で用をたすようになって、空間として意味を持つよ

うになった。安全と、その人自身の立場によって、大衆と同様に

これらの行為が出来なくなったのである。 さらに衛生面からも臭

気や汚物処理の問題がク ローズア ップされ、下水道の完備によっ

て、より王見在の トイ レに近づいていった。

かつてはにおい消しの目的から香水を使用したり、衣類に香をた

きしめたりしていたが、芳香剤カ河吏用され、医療面からも糞尿の

においがきわめて薄くなる食品が開発 ・販売され、排i世時の悪臭

の除去に一役をかっている。今後、 トイレについて考えるときは、

空開設備そのものから自 己の排i世物に至るまでの、。面五い面でと

らえられていくとも言えよう 。

空間のあり方には生活様式、習慣が大きく影響していることは否

定できないが、安全て健康的、かつ快適なトイレ空間を求めるこ

とは、人が生きている限り連綿としてつづく 。

本-'7特詩編m桝》

そして空間は、かわやや手洗い場といっ

た比較的狭い空間や漆塗りの重箱の砂雪

隠の広さから、現在では個人住宅におい

て ＲｾＳ 平方メ ー トル程度になり、多く

の人が利用する場合はj青J禁さを第一に、

心身の リフ レッシュに寄与する空間とも

なっている。

高齢者をはじめ直接トイレに行けない人

や自分で ｩｾｦ ［ 世できない人にと っ てはおむ

つや、おまるを使う空間はトイレに準ず

る空間とも言え、また、生理的に血圧や

血行障害がある人にとっては生命を守る

大切な空間である。

岩本登志 Ａｬ ｖ 般 ｉ ｬｊＱ ｊｕ 久夫 Ｏ 込 ￯ｩ 事ｩＱ主 Ｏ 引が Ｑ ・宏 ｦｬｾ Ｏ ｩ 可 ｩｬ Ａｬｬ金之 Ｏ ｕｊ ノｊＺｩＱｬＡｉ Ｍ ｦ｣ｙ ｣Ｏ 刊行主 ｪｈｕ Ｏ ｩＦ Ｑ 百 ｬ 出 ｩ ιＯ 水字削Ｏ 村 ｬ ヰ三 ｩＡ ｉｓ



人にやさしいトイレ空間

紀 谷 文 樹

トイ レという 言葉は、すっかり日常語になってしまった。正

式にはトイレツトまたは洗面所 t いうべきであり、外国へ行っ

て、うかつに“ トイ レ" という 言葉 を口にしないようにすべき

であるのだが、わが国てやはためらいもなくトイレという 言葉が

使われている 。 その状況を驚きをも って報告 した私のアメ リカ

の友人は、周りの人たちか ら信 じられな いといわ れたそうだ。

本誌でトイレ空間の特集をするにあた って、標記のタイトノレ

のも とに、 説縮された環境 ・空間 としてのトイレのありようと、

建築的に E のような こと を? 考慮すべきかという こ とについて、

総論を述べるように求められた。忠信市という ことであ るが、以

下に続く各論にお いて、設計、施工、維持管理の詳細が取り 上

げられているので、ここでは主 として計画論的な立場から、 い

くつかの話題を取り上げてみたい。

自

トイレの歴史

屋外で用を足していた時代から進んで、ヨ ー ロッパて" は、屋

内でおまるを用いることが一般的となり、王侯貴族の聞では各

種の腰掛け式が工夫されたりも したが、庶民の家々では、場所

がないために階段の下などを用いて非衛生な状態を作り出して

いた時代 も長く続いた。 2 階の窓から 「水だよ J といっておま

るの中身を街路へ捨てた 中世の話も残っている 。お城では、外

堀へ直接落とすような構造のものも採用されていたので¥掘割

の水はかなり汚れていたといわれる 。

わが国てやは、東南アジア と同様に) 11の上に小屋を設けた川屋

が早くから用いられ、7 ] ' ( 流式の便所も古L、歴史があるようであ

る。 しかし屋内に場所が定められるようになっ て も、鬼門と い

われた昔から 北側の隅に収められる こと が多く 、こ の形態は現

在も基本的には出陸承されている 。ただし庶民の家では、南{J! IJ の

紘側の端にあった場合も多くみられる 。

この便所も、ある H析には槍てや下から襲われる暗殺の場でもあ

ったし、また別棟にあるため、痴漢や誘拐犯の危険に晒されて

いた場合も多い。

阪村l大震災の例に みるまでもなく、常に生活に欠かす こと の

できない場所であるにもかかわらず、 トイ レはとかく粗末な扱

いをされてきているのが実状である 。建築現場てやはボ、ックス型

も増えたが、作業容易の片隅に容器をおいてあるだけ t いう例も
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付加機能 素材の多様化 多様化

高級化

ファッション 差別化

図 1 水まわりの時代変化 ( I 社資料)

まだみられる 。先端技術を搭載 している スペースシャ トノレでも、

当初は排地の こと は十分配慮されておらず、搭乗員たちはかな

り無理な状況を強いられていたといわれている 。 トイレの空間

性能力主論じられ、種々の工夫カ清t らされて快適性を求めるよう

にな ったのは、ほんのお互のことである 。 その樹事の一端 を示

すものが図 1である 。

このような状況から従来は、洋の東西をとわず、 トイ レと公

然といわないて¥各種の隠語が用いられてきている 。 その例は、

表 1 に示すとおりである 。これらの歴史の一端は、 KI RA氏の

著書、i T HE B A  T HR OOMJ (1) に興味深〈 示 されている 。

表 1 便所の名称

日本の191J*1 米凶の{タIJ *2

かわや (i 闘，図，朋，1M，朋屋，ｩｊ Ａｉｕ 室 ，川 屋 ，加 ｼ 化 粧 ｾ

滅屋， ;干' 1j ( i ]，茅司) 1  (powder  room)  

せっちん( 雪隠守 重師、 言陳 ， 守 刈 存 ) 少 火の苦1I屋

べんじよ (fi!Pfr)

てうづli (手水場)

いんじ よ (陰fifr または陪iji Ji)

一足利時代以後lこ用いた比較的' I l J rしL、言葉

ひどの( 樋殿)

こうか( 後製)

かうや( かわやまたはこうかの' 伝)

かんじ よ ( 附所I ｾ ，猛処Ｉ

たんぱ， または、 うら

おしもやしき( 御下屋5却

しあんじよ ( 思案戸川

ごふ じよ (街附争)

はばかり( 制i り)

とうし( 京司)

おてあ らい( お手i先L 、)

こよう( 小則)

ょうだてしょ( 斤也所)

おやま( お111)

Ffl 州地方でいう

にほんばし( 二本:tm

→MH地方の 2本丸太式の使所に対するブJ言

(l i ttJe g irJ 's  room)  

似人縦方) 室

(L adi es' ( Men' s)  r oom)  

休恕室

( rest room)  

休恕所

(l ounge)  

手r先い

( wash  room)  

( can)  

ション

( j ohn)  

へきき

(head) 

J先I而所

(l avat ory) 

ノf スルーム

( bat hr oom)  

くつろぎ、の場所

( comf or t  stat ion)  

*  I  ｮ 木建築平一会編、設 ｾＱＮｩｦｩ［ｩｬｬｖ ぞン フレット ー Ｕ 、 Ｑ ＳＧＮ 主 主の Ｊｈｬｻ ＡＸＧ庁、 Ｑ ＹＶＳ 、技幸Ｑｩｾ

*  2  アレクサンタ' ー ・キラ省、紀谷文位f訳、T HE B A  T HR OOM- パス ・トイ レ空lill

の人Ii ¥J 干中学、 1989、TOTon' l 版



日

多様化の時代

トイレは何をする所であろうか。当然大小の用を足す場所ーで

あることは言をまたない。 しかし現在は使われ方も多様化の時

代であり、これに対応して、種類の多様化にはめざましいもの

がある 。排世以外の用途として、身づくろいをしたり、本や新

聞を読んだりするだけでなく、その是非はともかくとして、 f症

康管理システムとしての便器も開発されている時代である 。

また人によ って使われ方は一 律ではない。大人と子供、男性

t 女性、健常者と身障者、あるいはそれぞ、れの個人の好みや習

Ｇｴ ｬ ｾ ｴ によ っ て、いろいろな官吏われ方がされている 。 子イ共づれの人

への配慮も、公共的な場所てやはかなり進められてきている 。一

方、使われ方の多様化 は思いもよらない展開もみせてくれる 。

図 2 は、大便器の使われ方の例を示したものである 。

標準的な

使い方

どっきりする

使い方

ｾ＠
γ /  

小さい子供の

使い方

男子小用の

使い方

図 2 大便器の使い方 ( 紀谷)

酔った時は

大人にもおすすめ

英国貴婦人の

使い方

荊l風と洋風の遠い、大小の兼用と 別置も話題となっている 。

悶j 全てやはパスルームとの兼用の是非も問われている 。わが国ての

はすでに洋風でないと用の足せない若い世代の人も増えてきて

おり、 一方皮膚が接するとの理由で洋風を嫌い、和風に固執す

る人もなお多くみられる 。男女の兼用は、飛行機な Eでは認め

られているが、オフィスてや採用した事例てやは嫌われてしまい、

直ちに分離 したという 。 なお工科系の大学てやは、女子用の不足

がしばしば問題とされている 。

ところで、 「衛生器具J /: r術さ凶器具設備j という用語の区分

について明らかにしておく ことが必要であろう 。「衛生器具」と

1; 1 . 、衛生的環境を創造し維持するために必要な器具であり、手

や顔 ・体制先う、用便するい、 った生活行為に密着 したもので

ある 。改めて言 うまでもなく「衛生J とは生( 生命 ・生活) を

衛る( 守る) い、うことであり、「衛生若器具J はまさに建築と建

築設備において基本的な、重要かつ欠くべからざるものである

という ことができる 。 これまで「衛生器具J は単体として、特

定の用途をもつものとして成立し、性能が論じられてきた。 し

か しながら 、給水系や排水系とのつながりの 中で複合体と して、

その器具の置かれる 空間( 浴室 ・便 所 な り や 配管系との関連

において取り扱われる必要が生 じている 。 このよう に複合的に

取り扱う場合をとくに「衛生器具設備J /:呼ぶ。 「街さ四 時L設備j

Ｑ ［ＱＮ 、 衛生的環境を創造し ｾｩ 間寺するために必要な器 具の総 体であ

り、 これを犠牲にするかたちで建築が設計されてはならない。

トイレ空間と いう 表現は、 このような 「衛生器具設備」 として

の理解に、さらに建築空間としての機能を加| 床したものである

という ことカfてやきょう 。

日

空間と立地

昔、おじいさんに謎々で、家の中で一番暖かい場所はど こだ

と問われて答えられず、それはお便所だよ、どんなに寒い 日で

もお尻をだす ことができるのだからと説明されて、その逆説的

な説明に兜を) J 見いだ ことがあ った。現在でもその場所の寒さゆ

えに脳溢血て官IJ れる人は多い。

本特集は 「空間J を取り上げている 。 トイレい、う区分をさ

れた内部空間と、建築空間およ び都市の中のトイレの位置づけ

が考えられる 。建築空間の中のトイレは、先に示したように隅

においやられてきた歴史がみられる 。 また決まり 切 った設計の

ゆえに、初めて訪問する建物でも、 このへんにゆけばあるはず

だいづ勘はよく 当たるも のである 。一般の人々は、博覧会場、

集会場などで、入場時に見付けた場所を利用する傾向が強 L 、ょ

うである 。

お風呂を居間の中央に設置するという試みもみられる時代で

あり、建築空間の中のど こに収めるかは、さらに検討' すべ、き今

後の課題である 。

パブリックとプライベー トの区分と処置も課題の一つである 。

まず建物用途による区分を考えてみると、 図 3 に示すよう に、

29 



ホテルｾ＠公園

事務所ショッピンク. センター

建物用途の区分 ( 紀谷)図 3

広場

その境界は必ずしも明確ではない。都市の中での公共トイレの

その必要性についても、立地の考え方にも、種々のf儒義がある 。

さまざまな考え方があり、デパート とス ーパ ーの遠いは、 一つ

の典型的な例である 。すなわちデパート は主 として都心のタ ー

買い物客は比較的遠くから来るために、滞在ミナノレ駅にあり、

器具の配置と種類の影響 ( 3 )  図 5

トイレの使用頻度も多くなると考えられる 。一方時聞が長〈、

レイアウトの問題は、利用者の待ち行列の処置と、器具の配
自宅てや用を足してから自 家用車で必要な品スーパーの場合は、

置の問題であり、建築的配届、と、配管計画|への配慮とが必要で

ある 。

トイレの使用頻度物だけを買いにゆくため、滞在時間が短〈、

は少なくなると考えられる 。

待ち行列には、 一列待ちと並列待ちとがある 。 その形態は図
きれいな所は使用頻度が高〈 、 占有時間も 長 くなる傾向があ

4 に示すとおりである 。全体の使用時間の短縮いづ効率から自る。昔は会社へ出てから用を足すと い う人が多かったのも、

考えると、 ー列待ちのほうが有利である ことカ守i儲忍されており、
宅 t の差があったためである 。 また、仕事の合聞のエ スケ ープ

銀行の窓口では、すでにその方式が実行されている 。欧米では、

わが国てやは並

きれいな トイレが増えたため、の場所てれもあった。最づ丘てやは、

トイレでも ー列待ちとなる例が多くみられるが、
使われ方の多様化 を促進しているものと考えられる 。

ヲIJ 待ちのほうが一般的であり、動丘にな ってー列待ちの例もみその内部空間はどのように考えればよいのであろうか。
てやは、

これは害Ij り込みを常習とする国られるようにな ってきている 。

民性によるものではないかと考えられる 。ー列待ちを推進する日

トイレ空間の計画
ためには、建築計画の段階で器具 の配置だけでなく、岩佐具周り

のスペースや トイレの出入り口と通路までを含めたレイアウ ト

夫しておくことが必要である 。

器 具の配置や器具 の種類によっても使われ方が異なるもので

について、十分

上記のような トイレ空間の計画は、以下のように考えればよ

レイアウ トの問題、器具 の数と選定、空いであろう 。 それは、

その結果は配管計匝|に 凶 弾Pする 。図 5 はその寸ダIJ を示

したものである 。動線の滑らかなノレートの選択、和風便器の優

先的利用、利用中の器具 から離れた器具の選択などが観iWJされ

あり、

J  
ている 。

次 lま器演の数の問題である 。 それは必要器具数と適正器具数

に分けられる 。必要器具数とは、法規などで定められたもので、

最低限必要とされる器具 の数である 。適正器具数とは、待ち時

さらに余裕をもって選定される器具 の

その算定にはサー ビスレベノレという考え方を導入す

聞などの割引日を力11 えて、
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る。サービスレベノレの考え方を、 図 6 に示す。

間性能への配慮、などがあげらる 。

(b) 並列待ち

待ち行列の形態 ( 2 )  

(a)  - 91]待ち

図 4
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上限 平鈎

負荷

サービスレベル

低いレベル

乙』

過小イ直

i 込

最低値

レベル

ム

標準値

ム

ゆとりの

ある値

図 6 サービスレベルと器具数設定 ( 4  )  

器具数

(規模)

誰が器具数を決めるかい、うことも検討する余地がある 。従

来は建築計画の範囲て¥決められるものであったが、その結果は

設備設計に大きな景縄iをもつものであり、建築と設備の接点と

して両者の十分な協力のもとに決定されることが必要である 。

単に与えられたスパンに、法規などで定められた必要器具数を

収めるだけい、うような設計が、過去には多くみられ、不便な

利用を強いる結果となっていたことは反省しなければならない。

器具の選定は、グレー ド、機能性、耐久性、 *，l i剤生などへの

配慮だけでなく、利用者への配慮も重要である 。健常者、子供、

老人、身障者など、利用者は多彩である 。女子トイレの中に男

の子用の小便器を設置すること、掃除流しの設置佐置なども配

慮の対象とされている 。法規で定められているために、 とにか

く身障者用を つければよ いというような設計も しばしばみられ

るが、このような設計は避けなければならない。

空間性能への配慮が、最後に検討ーすべきことである 。

日

トイレ空間の性能

上記のように、利用者への配慮を第ーとするこ t は当然であ

るが、利用者を特徴づける建物用途をまず考えることが必要で

あると考えられる 。

トイレの空間性能は、総合的に考えなければならない。水ま

わりとしての機能を満たすことは当然のこととして、機能性、

安全性、衛生性などを保証するための、明るさ 、色彩、におい

や湿気への対策、室温の調整、音の処理などの環境的な要素に

対する配慮がまず考えられなければならない。 また、便器から

洗面器への人の移到民主路、出入り口の開閉方向、器具の配置、

広さ、物の置き場、子づれの人への配慮、身づくろいのスペー

ス、はみがき用具などの収納場所、清掃しやすい空間の設計な

どの建築的な要素に対する配慮などが考えられる 。

寒J令地においては、器具や配管の凍結防止策が必要であり、

特に室内空聞をl暖めるための|暖房設備の設置 しその熱が逃げ

ないような保温性能が必要となる 。温暖地においても、冬の寒

さに対する対策は、程度の遠いはあるものの、やはり配慮を必

要とする課題である。

ιλ 上のような空間性能を実現するためには、建築物の構造、

構法に対する配慮、施工と先酎寺管理のしやすさに対する配慮も

必要である。

日

バランスのとれた計画へ

利用者への配慮、設計、施工、維持管理を合めた総合的計画

を考えることの必要性を述べてきた。さらに他設備、建築との

調和を図ることも重要である 。

建築用途、場所によって、異なる計画を考慮することも考え

られる 。

事 丘は公共トイ レの改善がめざま しいが、そ のほとんどは建

築計|直|の範囲であり、設備的には配慮、が不十分であるといわざ

るをえないものが、まだ多くみられる 。私的なトイレ空間も、

さらに検討すべき課題が多くあるようである 。人にやさしいト

イレ空聞い、うアプローチは、バランスの t れた総合的な計画

を実現することであろう 。
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各論 l

プライベートトイレ空間を設計する

渡 辺 幸 次

' t ; J と迎に、安心していつまで、も暮らせる家でありたい L 家族の誰

もがWll って c' J.， 。 ここ で皆に↑ 記直とはどうし、うこ t をいうのだろう

か。家族の皆がlaいやすい、気持ちがいい、安心て3 る住まい t は

どのようなことをいうのか。 さらに、よりよし、住まい t はどういう

ものか。 これからの暮 らしがどう変わり、そのため に住まいはどう

変わることが望まれているのかを理解することも必要である 。

トイレの設計標準マニュアルで対応

住宅水準l. i 椛実に向上してし、る 。和水ハウス(仰の延べ床而和の実

紡を調べると、 15年前の平均30坪から現在 l.i 4例ーに広がっている 。

そしてトイレやパスなどの7J，回り空JI¥J も、家の拡大に合わせて広が

った格好である 。今やトイレ l.i 一戸にこつというのが普通である。

当初ーを例にするなら、 トイレが l カ所しかない家の比率は契約戸数

の50分の l 平到支である( ただし、平屋の場合はトイレ 1 カ所の比率

は市くなる) 。 さらにトイレに手洗い機能を有するのが 3割もある 。

しかもトイレ内に手洗いカウンタ ー を付けるケ ー スが 1剖もあるの

でザある 。 閃みに当宇土のカタロクマフ。ランTごけをいうなら、すべて 2 カ

所の提案がなされている( 図 1 ) 。 しかし、小便器を設けた家は30戸

に l 戸程度で少数である 。

トイ レは住宅の必要不可欠な場所て。あるにもかかわらず冷遇され

てきた 。 そこで、 一 定 Ｗ ｊ ｾ 岸 ιｕ 二 の トイレ割引になるよう、 トイレの

設計基準を ＩｔｊｾＧＺ する こと カ ｦ 必要となる 。 そのために当社には、顧客

満足度調査( 入居後 2年目アンケー 卜) の調査結果を基本とし、設

計而における不満のW(，i肖を目的にした設計株準マ ニュ アノレがある。

① ② ③ ③ ⑤  

Ｑ￨ ｾＱ＠ I@I ｉｾｊｉ 県］， ｾ｝＠
I  I  I  A  I  (・:. . - I  1""1""'1 I!I 

-n r  ・l '  司I 宇 田 ー し色ふ. . . . . - - I( ・) ¥，__j J I  

便器のみ 便 器 便器 使器 使器

+ 手洗い器 + 手洗いカウンター + 手洗いカウンタ + 洗面カウンター
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ｉ 也 ｊ 玖の ｈｾｉ 生をも加

I!i/えしたマニュアノレ

とな っており、そ

こに、最低の広さ

・天升市さ ・プラ

ンニ ングの留意点

( 動線、視線) ・

使総や付帯設備の

取り付け位置 ・安

全配慮のための設

計手法等々の標準

的設計手法を示し

ている 。 いわゆる

失敗しないための

虎 の 巻 で あ る ( 図

2  ) 。そうしたうえ

で機能一辺倒では

｢ＭＮＮＮ ｾ ・ ｡ ・ ｴｕｉｄ ，Ｚｉ砂金 νｴ 1 0  J ー危ー、 ・a・にh てコー
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図 2 トイレの設計標準マニュアル

(設計基準マニュアノレから)

11 8  

圏

ない、住み手のこだわりや主張が反l映される空間づくりがトイレに

も求められている 。

つくり手と住み手が共同で住まい計画を始める

快適な空間は、 っくり手だけでも住み手だけでも生み出せなし、。

っくり手 と住み手の共同作業の巾でつくられる 。住み手がどれだけ

家づくりに参加lて3 たかが、快適な空間をつくれるかどうかのキー

ワー ドではないかと思う 。 つまりっくり手は住み手と 一緒になって

住み手の願いやこだわりを凡つけ出し、石信悲し、技術粂千| ーを整理 ・

選択していくこ t が大切である( もちろん、仰[f 格而も含めて) 。

一般に、建築の専門家てない住み手は、自分の住まいへの要求を

言 い表す こ とが苦手である 。例えば、“ 広くして" という 。 この広い

とはどの干呈度のことをいっているのかを{可らかのブ引法て"Illl 1f J 平しなけ

ればならない。今までの経験などで、広きに対する認識が違うから

である 。 そして、その広きがもっ立l床を分かつてもらわなくてはな

らな L、。 “ 広くして" とし、う 青葉の '1
1
には、住み手の哀の要求が別に

ある場合もある 。 この場合は、広くする こ t は解決には結びつかな

い。隠された真の要求守引き出し、住まい吾| 画を進めることが大切

だ。私たちは これを納得設計と呼んでいる 。

以下に、私たちの 円前の業務の
1_11

から、いくつか事例を相介する。

生涯住宅の提案

私たちは、赤ちゃんからお年寄りまでが安全て九| 夫適に暮らせる性



表 1 長寿化社会対応住宅設計指針

浴室出入n段差

-洗面l脱衣室と浴室出入口部( サッシ下粋部分) との段差を

解消する

①浴梢内での立ちすわり

浴
E垂 ②浴梢内でのJ t ? 勢保持

( 手すり、 ③洗い場での立ちすわり

手がかりなど) ④浴l' l ' i への出入り( またぐ場合) のための手すり、手がかりを

室
用意する

ｉ［ｾｊ 口部
- 出入口建具は、引き戸または折れ戸とする

- 出入口併l口パネノレはヵ・ラスの使用は禁止する

設備 Ｍ 浴梢の高さは ＳＰＰｾＵＰＰｭｭ とする

- 主寝室および老人室と同一階かつ近接配置とする

プランニング -改築または増築により、使器側方に介護スペースとして500

mm 以上を確保する

ト 床

- 床は平坦とし、出入口や他室との段差を解消する

-立ち上がり、移動、安定の行為を補完する手すりを設i泣す

イ

壁

る

レ
- 建具は引き戸または外開き戸とする

併1口部

- 外からでも解錠可能なものとする

' : ! l I いす動線部の出入口の有効院l口寸法は750mm以上とす

る

l援民 - 採l援設備を設ける

長寿化社会対応住宅設計指針から浴室 ・トイレの部分を抜粋

まい、これか らの暮ら しやすさ、住みやすきのカタチとして 『生涯

住宅j を提案してきた。特に急速な高齢化に伴い、数多 くの視点か

ら住まいの在り方が問われてし、る 。建設省も これからの住まいが備

えるべき基本的要件を長寿化社会対応住宅設計指針ーとして、まとめ

をナ進めていると ころ で あ る ( 表 1 ) 。

生iill 住宅は一見、普通の家と変わらな い。でも 、よく 見ていくと

いろいろなところで速いがみ られる。要約すると次の 3 点になろう 。

1. 段差をできるだけな くす。

2 .  トイレ、浴室、 階段などに手す りを付ける 。

3. ドアハ ン ドノレや足元灯、水栓金具などの住設備品による配慮が

ある 。

つま り、住む人の安全 と快適性を考えた、ち ょっ とした工夫の積

み重ねなのである 。住まいには「これが正解」とい った一つだけの

答 えはない。百人百級い、うように、住む人によ って住まい方や家

b知iヲ態は違ってくる 。 そこてでF二、 蛮安:全てで、" '¥快|

の答 えも;家家ご t に変わ つて〈る 。 その人の、 その家族の こだわり、

思い入れを大切にしながら これからの住まいを提案 していくこと、

801寝

. 気力が失われやす

L 、.

・日常会話にも大声

が必要になる。

・水道のカランやド

アノプが回しづらくな

る。

・杖や壁に頼って歩

行する.

- 白内障などの恨の

病気の擢( り) 忠率が

90%に (70歳)

・老眼鏡が手ばなせ

なくなる。

. 7.' 5い音が11fl き取り

にくくなる

・行iJ VJ がスローペー

スになる。

・浴榊の出入りに手

すりが必、袈になる。

65歳 50歳 35歳

それが生涯住宅の基本である 。

体験を住まいづくりに役立てる

それでは、出産住宅て漣H昌している住まいづくりの工夫を分かつ

てもらうには、 E うした らいいのでやあろ うか。

人間の体力は年齢とともに落ちて いく( 図 3 ) 。就寝後に トイレに

2 回巨人上行く高齢者は全体の 4害I] U 上、 表 2 高齢者の就寝後の

トイレ回数

l 四五人上となると約 8寄りになるというデ

ータがある( 当ネ上データより) 。 このデー

タ (表 2 ) か らも、 トイレは出来るだけ

寝室の近くに配置するのがよい こ とが分

かる( 図 4 ) 。高齢になって足を引 きずる

ようになると、敷居の高さのわず、か 6cm 

にも つつ カ、かつてしまう 。でも、歳を? とってからその ことに気がつ

いて「家 を建てるときもっと考えとけばよカ、ったJ では遅い。 まだ

体力の 卜分ある若い人に は言葉や文字な E の説明だけでは E うして

も真の理解が出来ない。

そこで、高齢者 と同じ運動能力になる拘束具 を付けて家の中をい

ろいろと歩いてみたり、耳Z椅 子に釆っ て家の中を重)J L、てみる 。 そう

する t 車椅子で トイレを使うには この程度の広さが必要なのだ、 こ

こに手すりがあると便利だ、ここは こうしたほうが使いやすいとい

ったことが身体て、分カ、ってくる 。今は不要だが後々で手す りが付け

良い例

、

・玄関ホール

悪い例

右図の場合、夜中に

寒い玄関前を通らな

ければならない。曲

がった邸蕗車も耳守主の

つまずきの原因にな

ることも。

図 4 トイレと高齢者寝室の動線プラン

. 視力のピーク。

・記憶力が強い.

. 直感、ひらめきの

ピ久( 15歳 - 2 0吋γ 、. 道徳的に、良い

歳) 仇 O悪いの判断ができ

・細かい手作業や.( ｾ＠ ¥るようになる。 rTi

'/1 1/ _ _ _ _  ____ H J . 単語が冨 λ

スピーディな作業リ 』・ 腕肩などの筋 削 るようになる。

の効果が最大。 門目 肉の調節能力が急 /) ¥1  

¥ 11--¥速に伸びる. ¥'Aめ ・っかまり歩き

υA¥¥- Yl l f 力マできるように

ぜ必必乃 ノ/ ) / なる.

20i議 10i議 l i義

図 3 年齢とからだの変化 この図は、あくまでも代表的な変化を示したものである。
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その理由を体験を伴って理解する( 図 5、

写真 1 車椅子て'9目。曲がるためには、通路は最 写真 2 車椅子使用を考慮したトイレと従来の一般トイレ

低 90cmの内のりが必要 の比較体験

6  )。そして自分に必要な設計要素を知るわけ

である 。手すりを付 けると楽 という ことは分

かつても、自分にとって一番イ応、やす い位置

がど こなのか、具体的な位置が分からない。

ここ では身体を動か し一番使いやす い位置を

発見して い くのである( 写真 3、 4 )。同じ手

すりを付けるにしても右手 ｉｊ ｾ ，左利きて手す

りをつける{ J l I Jが追う ことが分かる 。 また、体

験をしてもらう 中て習慣を女1:1る こt も犬切で

内開きドア 外開きドア

図 5 内開きドアはトイレの中に

テ'ッドスペースをつくり、人

や物があると開閉に支障

をきたす。

抗菌剤入り L 字型手すリ

f後主ろを振リ向かずに手元

て

モコン

換気扇を設ければ、にお ｾￃ＠
いの心配もない。 ""./ Ｎ ｾ ｏ＠

寒い冬や夜中も、心おきな

く便器に座れる暖房便座

場所をとらない埋め込み

式暖房器。冬は部屋全体

を暖めておけば、快適に

使える.

夜中のトイレは注意が散

漫になりがち.建具の段

差をなくし‘ つまずきを

防止する。

住み手が家づくりに参加する

図 6 理想的なトイレ設備の一例

このような設計の進め方をしているとテキ

ス卜通りにならな いこ とがよくある 。 その場

合はとにかく 一度テ キス卜に沿った説明をし

て相手の話を聞くことである 。普段の慣れた

由バ宇の延長で設計が可能であるなら、そのほ

うが似J'f: J動作に過度の負担をかける こともな

いからである 。 こうして付対殺を積み重ねる こ

t によって設計を進めていくのである 。f木験

をもとに住まいを組み立てる ことができれば

満足度は全〈変わってくる 。なんといつても

自分ててで、や、納得して決決; 心し fたJ わけだカか、ら弘。 ここ カが

写真 3

抗菌剤の入った樹脂製

のL 字型手すり。太さは

握りやすい3.4cmを採用。

写真 4

入浴体験コーナーでは

手すりがたくさん取り付

けられ、自分に合った位

置をチェックて'きる。

られるように しよう、 いざという場合に備えて水回りをまとめてお

くブア法もある こと を具体的に知り、住まいづくりの方針立ての参考

にしていくのである 。

当社研究所の一隅にある納得工房では、 写真 1 、 2 にあるような

体験施設をもって住まし、言|画の支援をしている 。 よくある 一般的な

トイレと生涯住宅が提案するトイレが横に並べられて、 しかも違い

がよく見えるように壁は 1 mの高さで抑 えられて いる。 そこでい車椅

子てや トイレに入るな E の休l検を してみる 。 そう して開口を広くとる

い 、かに楽か、段差がない ことがL、かに安全につながるか、 ドアを

外聞きにした方が安心できるな E のトイレに求められる設計要件を、
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晶も大Z事jれ王な点てでψ二、 住み手自身カがf家つづ苧〈りに参

加するというフプ。ロセスを2踏街んてで、¥、るという こ

t てある丸。人それそぞe、-、れに{仰仰側H訓而lii li値直観カがf述うカか、ら、

どうしても こういつた判断する道具立てを必必
、

要とするわけだ。 そのうえで自分たち家族に

都合のいいカタチとはどんな ことなのかを見

つけ 出すのて、ある 。都合の し、いという し、し、方をしたのは、その家族

の生き方に対する姿勢のほかにも絶対的大きさの限界、経済力など

のさまざまな絡み合いの 1:1-'て"'*z{ 'j-- !!:.J J断していかざるを得ないと ころ

があるからである 。

もう 一つ大事な ことは、 ものごとに 「何でもすべてし礼、ことずく

めJ ! : いう ことはないということである 。長所がある哀にはそれを

引 き出す短所、欠点があるはずである 。住ま し、とはそういう長所短

所を納得 して、自分の仰li値観と照らし合わせて選択を進めていくも

のであろう 。安全、安心 い、うと ころでも、多分にこういった こと

があるのである 。



事例 1 . T邸

大学の名誉教授である T さんは、元気 なうちに老後に備え、今の

住まいを建て直したいと考えた。T さんのトイレ回りでの希望は、

身体が弱り車椅子生活を余儀なくされた場合でも使える こと、床は

タイノレイ土上げてや7]'</ 先いカ fてやきるようにしたいの 2 )点てやあった。

まず、再Z椅子での出入りがて3 るという ことで、当然に広い閉口

やE軒奇子が動き回れるスペースが要求される 。 T さんの場合は将来

の ことを考えてということなので一般にいう数値を 当てはめて計百|

する ことになるが、車椅子生活をすでにしている場合は違ってくる 。

自分に合ったオ ーダーメイ ドの車椅子がほとん E だからである。そ

んな場合はその車椅子に合わせて設計を進めることになる 。

次に司[ ，椅子て、、出入りしやすい閉口 t なる t ヲ|き戸にするのが一般

であるが、問題 I.:J:、 引 き込む長さ( ふと ころ) がとれないことであ

る。 トイレや洗面所、浴室 などはそう広さが要求されない ことから

間口があまり必要でなく、 引 き込み音 ｉ ｬｾ トイレや洗而 室 自身の 中 てや

解決できない こ とが多い 。 この 善 計列てやは無理に 室 内 ｻ ｊＡｩ ｈ Ｚｾ 1き込み部

を? とろうとせず廊下イ'JlIJ'ニヲ |き込ませている。王IZ而プランをよく見て

欲しい( 図7 ) 。洗面室 も同様である 。使いやすきを第ー にすれば引

き戸の採用となるが、その場合、このプランでは廊 下側に しか引 き

込みをつくれなし、。 そこでT さんはインテリア性より使い勝手を重

視し、廊下似IJ に号 |き込むこ t にした。 これはささやかな例ではある

が、快適な住まいをつくろうとすればするほど、 一つ ひとつの事柄

について問題を整理し、どう調整して決心するか、住み手に考えて

もらわなくてはならない ことが多くなる 。 このプランには出ていな

いが、閉口が廊下の突き 当たりにある場合は、 2枚引 き戸を使って

解決する( 写真 5 ) 。 このブ万去は建具が制身になりすぎ、ヲ |き勝手が

し、ぃ uまし、えないので、プラン上やむを? 得ない場合に使うこ t にし

ている 。

床は希望jill りタイノレを貼り、出入り口音1I分に水勾配をとることで

水洗いが出来るようにな っている 。廊 |ごとの見切りは木製敷居で 5

mmの段差がある。当然、水仕舞いとしては不都合で、あるが、日々の

暮らしの気持ち良さと考え合わせ、住み手 t 選択した結果である 。

壁も床から 3枚、 30cml. f ど貼りあげた。 これは車椅子から壁を保殻

するフットレフトの役目も兼ねている 。

{史探 l立衛生的ていあるシャワ ー洗浄機能付きを薦めているが、操作

部分が突出 したタイプて、は車椅子が便器に寄りつく際、障害になる

場合があるので注意を要する 。T さんの場合は車椅子てや生活するよ

うになったときに替えてもらうことで、普通の機種を採用して いる。

多機能便器で思うのはスイッチの操作性である。便器に直結した

T 邸のトイレのスケッチ

図 7 T 邸の水回り計画

“‘ 

写真 5 右 が 2 板引き戸( 左は一般の引き戸)

タイプは身体を少し捻らないとスイッチ操作できない。かといって

あのリモ コンスイッチなるものも E こに置いても居心地がよくない。

トイレの邪魔にならず、操作しやすい方法がないものかと悩んでい

る。 また文字がやたらと多くて細かく見ずらし、。慣れればという こ

t もあるが、 もう ー工夫が必要ではないかと思う 。

事例 2 ・S 邸

S さんご一家は夫婦 と息子 さんの 3 人家族。息子さんが進行性筋

ジ、ス卜ロフィを忠っており、息子さんの成長と病状の進行に備えて

建て替えを決心 した。 その息子さんの寝室と水回りを示したのが図

Bて、ある 。

現在、息子 さんは車椅子を自ら操作て3 る。 しかし、将来介護が

必要とな った場合、水平トランスファを使つての介護労力の低減を

考えている。つまり、いっても水平 トランスファを設置できるよう

に平面計画や構造を採用する( 写真 6 ) 。 このようなプランは、寝室

水回りを寸本て言一|画するのが普通である 。将来を見込んで芹を考

える、 これは、こ れからの住宅を考えるときに重要な ことである 。
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写真 6 水平トランスファ

図 B S 邸 1 階 平 面 図

マッサージ、洗浄 ・着座センサー ・オ

ゾン脱臭など快適機能が付いてい

る (T OT Oカタログより) 。 写真 7 多 機 能 便 器

同時使用も可能なプランの例 小スペースタイプの例

写真 B 腰掛け便器+ 小便器+ 手洗いのプラン (T OT Oカタログより)

さて このプランだが、水平トランスフア守取り付けたとき、それ

がベッド、 トイレ、洗面、浴室をいかに使いやすく結ぶことが出来

るかにある 。出来るだけ直線で距離がでないように設計を進める 。

これは完封斉的である こt もあるが、単純なほうが故障が起こりにく

いとの考えていある 。 このような計画では寝室の隣に トイレを配置す

る場合が多レ。脱臭機能付便器、脱臭換気扇ーを付けるなど、 トイレ

からのにおいに十分に配慮したし、( 写真7 ) 。なお、 JJ足央機能付便器

には車椅子対応、タイプがないので、高さを合わせるための工夫を現

場て、要求される 。

S さん一家に私たちの保設施設に来てもらい、J j ーの場合の介護

の中心になるお母さんと息子さんでトイレ、入j倒木験をして生活行

為に必要な広さ、行為の手順と平面的つながり、器具の退応性や操

作11などを一つ ひとつ確かめながら設計を進めた。入j谷体験は実際

ｬ こ ￬ｾ を張っ て入 ってもらって いる 。 そうする こ とで、 トランスフア

を使ってお風呂に入る t きの問題がど こにあるのか、介護する側も

される側も本当のところが分かるようになる 。

前述の生涯住宅の基本がここにある 。 まず人がし、て、その人にと

って E のようにする こと が最も 心地よいものであるかを探り 出し、

それらに整合性と秩序を与えることが設計の基本だ t 思う 。問題は

どのような方法でそのことを倣認するかである 。設計する側の一方

的な回答であ ってはならな いと思う のである 。
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この事例l仁は関係ないが、腰掛け型便器を採用する 場合、 小便器

を兼用させる ことが大半である 。 トイレスペースの節約にはなるが、

男性の高齢者にとって大便器での小用は足l肢が弱ってふらつきやす

く、尿の切れも悪〈床を汚しやすいので小便器を別に付けることを

薦める( 写真 8)。かつては大使総と小便器は分かれているのが普通

であった 。 い つ頃から 服柱 ト け型 ｈ ｦＡｾｦｦＮ ｴ Ｎごけになって しま ったの ｔ ごろう。

小便器をぜひ復活してもらいたいものである 。 また、手洗い付き便

器は手洗いが不自然な姿勢になるので、手洗いは別に設けたし、。

事例 3 ・京都の家

最後に、京都におばあち ゃん と一緒に住むある ご一家の例である 。

家の老朽化が目立つてきたので改装する ことに なった。設備を決め

る段階になり、だいぶ身体が弱ってきたおばあち ゃんのために、設

言|者 は ごく 常識的にレバーノ、ンドノレ式の水栓金具 (写真 9 ) を薦め

たところ、 その家の若奥さんはパノレフマ式にして欲しい t いうのであ

る。 そのわけはレノ f ーハン トソレだと確かに楽に使えるが、 その反而

おばあちゃんの身体が弱ってきたのが分からなくなるというのであ

る。ノf ノレフ守の使い方を見ておばあち ゃんの身体の』決子を知りた い、

まさに水栓のパノレフ、、はおばあちゃんとその若奥さんを結ぶホットラ

インだったわけである 。 ここ にさ目庄住毛- の設計を進める難しさが象

徴的に表れてし、る 。やさしさとは奥州和、ので、ある 。
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パブリックトイレ空間を設計する

山 本 耕 平
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( %)  

が重視されるにつ

ょうやくトイ

トイレは、住居の トイレのようなプライペー卜な利用形態のトイ

レと、住居外てや不特定多数の人がキI)f- FJするパブリック トイレに大別
れ、

レをデザ、イン的に

見なおそうという

できる 。

一般に、観光地や公園、街頭などにあるいわゆる公衆トイレ、ま

た駅や高速道路、空港などの交通機関のトイレなど、公共セクタ ー
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ノ，，

考えがとられるよ

うになり、 一時は、

およそ「トイレら

しくない」デザ、イ

ンを競うという状

況が生 まれた。 そ

や交jjjt機関などの公共性の高いセクタ ーが設置 ・管:J_lfiする トイレを

公共トイレと 言 うが、不特定多数の人が使う トイレには、

ノf ー 卜などの商劃J官設のトイレ、オフィスピノレなどのトイレ、病院、

劇場、遊園地など、施設利用者の便宜のために設けられたセミパブ

リ ックなトイレがある 。 そのほか、 ｾ ｾ ｦ ＭＷＪな ＱＱ ヲ態の ト イレとしては、

災害時に設置される仮設 トイレ、列車や飛行械等 の釆り物の トイレ

さらにデ

トイレに

対する市民の見方

の結果、

などがある 。

このようなトイレの分類そのものにきしたる怠昧があるわけでは
も変わ ってきた。

第二に、外観か ら出発したトイレの改善は、

いう視点に到達し、さまざまな試みがなされるようになった。たと

えば、 「パウダーノレームj と称する イヒJ庄スペースが設けられたり、行

トイレの空 ↑ ｭ ｾ 釘 ｕ Ｎ
ないが、不l聞の形態や利用者の違い、 M制官・理主体の違いは、設計ー

する上で重要な要素である 。

本杭てやは、 主 として上記の公共 トイレ、 とりわけ公閑トイレや市

列を制御するための待合コ ーナーを設置したトイレもある 。 こうし

た試みは、駅やデパー トのトイレからはじまり、公衆トイレにも取

り入れられるようになった。総具を配置するだけの設計から、

レを文字通りコンフォタフツレな空間と して演出する ことが行会われる

トイ

経J地に設置される公衆トイレについて論じることとしたい。

パブリックトイレの動向

セ ミノ f ブリックな トイレを含めて、ノ f ブリックトイレの改善はこ

ようにな ったので‘ある 。
の10年間で大きく進展した。公衆トイレもようやく公共施設として

第三に 、 淵 怖 や 障害者、 子イ共など「トイレ弱者J への配慮が重

視されるようにな ったこ t である 。建築物を高齢者や障害者に利用

しやすくしようという考え方は、すでに法的にも位置付けられてい

るが、公共 トイν はその先鞭をつけたのである。

第四に、 設計への参加が行われるようになってきたことである 。

公園のトイレや街頭の公衆トイレては、市民のアイデアコンペや設

計コンペが行われた例も少なくない。 またトイレに名前ぞ付けたり、

認識されはじめ、 一流の建築家の手によるトイレが出現した。公共

交jilli 機関てやは トイレはサービスの先端に位置付けられ、

営化 によるサービス 向上の象徴が トイν の改善であった。デノ f ー ト

や商業ピノレて'l : J : トイレは差別化のli 攻略として取り上げられてし、る 。

余談だが、日本のトイレブームは海外でも 注 目され、香港ではす

でいに公衆トイレの大改善プロジ、エク卜が進行中てある 。 日本トイレ

協会は、 1993年に神戸国際 トイレシンポジウムを開催したが、 翌年

香港の地方政府であるア ーバンカウンシノレはアジア太平洋地域公共

J Rて

トイレセミナーを開催、木年 5 月には臥沫もまじえた国|燦トイレシ

ンポジウムが開催されている 。さらに 1995年には、 富山県で国際シ

トイレにンポジワムが開催されることにな っている 。 このように、

対する関心は日本だけでなく、国際的に広カf っているのである 。

さて、わが国のトイレブームの背景には、t . idl 令イじ社会の到来や女

性の地位向上などさまざまな要因が考えられるが、 具体的に従前と

違う点をあげてみると、以下のようなことが列挙て弓るだろう 。

第一 に、公衆トイレのデザ、インの変化である 。かつては公園のト

イレにしても街頭の公衆トイレにしても、 一流の設計者が手掛ける
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トイレの設計とは、単に器具を配

置するだけの仕事てあったのではないか。都市デザ、インという分野

仕事 とはみなされていなかった。



1相寺管理に周囲の住民が参加するな E、嫌われものの施設から生活

に必要な公共施設としての認識が高まってきたことである。

第五に、 このような動きに呼応して、車問寺管理のグレー ドアップ

カf求められるようになってきたことである 。 よい施設をつくれば、

然それに応じたMJ 持管理の質カ f求められるが、耳、特定多数の利用施

設のｾＺ閲寺管理はたいへん難しし、。そのため、市 ｊ 帝回数を増やしたり

メンテナンスの体制を拡充するだけでなく、主11持管理を容易にする

設計が求められるようになってきた。

事前調査と設計の手順

かつて J Rのトイレの諸問題を車問舌して、 4 K とL、う 言葉が生み

出された。 この言葉は品丘てやは広〈人口に 11服しているが、 もとも

と4 K い、うのはトイレの議論ヵ、ら出た言葉である。「汚い、 H音ぃ、

臭い、怖いJ という公共トイレの現状を指して 4 K と表現したもの

でゃあるが、逆に言 うし公共トイレ設計のポイン卜は、この 4 Kを

いかに改帯するかという点に尽きる 。

ところで、大規挟な公共施設を建設する場合は、事前調査をしっ

かり行い、関係者や利用者の意見を取り入れて基本構想、を策定し、

それにもとづいて基本設計を行うが、 #IJ長の小さい建物では施主と

建築家との間てや設計をまとめてしまうことも少なくない。 一般に公

共 トイレもそうやってつくられる ことが多〈、担当者や役所内だけ

の検討てやすまされてしまう 。 しかし、本当に利用者に喜ばれるトイ

レをつくるためには、事前の調査や利用者のな兄を十分反映するこ

とが必要である。

公共トイレは平侍定多数の人カ苛11則するという点てい、どこも同じ

と考えられがちであるが、立地場所によって利用者の層や利用者の

ニーズも 異なる 。 したカ f って立地粂1
1
1二に応じてさまざまな設言十上の

商白志が必要となる。建物のデザ、インはもとより、便器数、男女の比

率、ハンテV キャッバーへの対応付加機能、メ ンテナンスへの配

慮など、立地条件や利用状況によ って考えて いく必要がある 。

改築の場合は、利用者数や男女比、子供やｾＧＺ［齢者Ｍの利用実態など

を調査し、地域住民や清掃ｻ乍業員のＺＢｑＧｾ凡をｼ立 ｊ ｾ 、てみる ことはぜひや

っていただきたい手続きである 。

このような利用実態をふまえて、便器の数や設備のアウトライン

をまとめ、女性の利用が多い場合は男女の便器の比率を変えたり、

水道だけの利用が多い場合は、「水場」スペースを別に設ける必要が

あるかもしれない。

住民が管理している地域の小公園のトイレてのは、住民が清掃や管

理しやすいトイレを考える必要がある 。逆に、利用者が多いが、い

たずらや船員の恐れが高い場所ては、| 坊似;J策に重点をおく必要が
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あるし、堅牢な設備にしなければならない。建物のデ、ザインも重要

な要素である。 トイレによ って公庫|全体のイメ ージが大きく変わる

こともあるか ら、周辺住民の12兄を十分聞きながらデザ、インをまと

めていきたし、。

利用者や住民の意見を取り入れる 手法と して、ワー クショップが

有効である。みんなで思想のトイレの絵を書いたり、アイテ、アを出

しあ った り、集ま って一緒に作業をするというやり方である 。 こう

して図商にする前に、設言十上のポイン卜となる事柄を整理しておく

ことが必要である 。 このトイレはどういう点が特徴か、どういう定、

|玄|で設計しようとしているのか、 コンセプトを要約してまとめてお

しできれば、 このようにして設計前のいわゆる基本構想をまとめ

ておくことが望ましし、。

このような手順をふまえて具体的な設計を行うわけであるが、 ト

イレの場合は器具や設備が非常に重要になってくるので、高111かい仕

様の段階まで、利用者や管理者のな見を聞きながら進めることが望

ましい。たとえば、使総の大きさ、水栓の金具、内装や外壁の素材、

その他の器具や部品まで、けっこう細かい点が、高齢者や障害者、

子イ共などの利用にと って 問題とな ったり、メン テナンスや市掃の点

からも重要な要素になるからである 。

設計のポイント

パブ リック トイレの設計は、 4 K をいかに改善するかがポイン ト

てあが、もとより、ハード而の改善だけで問題がすべてクリアて3

るわけではなく、ソフト而の対応も設計の工夫によって効果が大き

く変わるこ t もある 。以下に、設計のポイントをあけ. る 。

. ブース面積 トイレの快適性を考える上で、もっとも問題となる

のはその狭きである。 トイレは、単に生理的な意味てゆ用足しだけ

でなく、オムツ替え、若替え、身仕度等、ブース内でもさまざ、まな

行為がともなう。荷物を置くスペース、コ ー トを掛ける場所、幼児

辿れの場合は親子てや一緒にブースに入れるゆとりなど、スペースの

広さは重要な要素である 。見掛けのデザ、インや話題性をねら ったよ

うな豪華なノ f ウダースペースに力そ入れたばかりに、肝心のブース

の而柏にゆとりがない設計もみられる 。

ブースの広さは基準が定められているわけではないが、住宅mト

イレの最低寸ー法は80cmX l OOcm (j建築資料集成) とされている 。

公共トイレの場合は、これよりやや広めのものが一般的であるが、

荷物置きや コート 掛けなどのスペースを考慮すると、経験的には最

低でも l OOcmX 150cmくらいはほしい。 スペースは広い方がよいが、

広すぎてペーパーや汚物入れなどに手が届かなく ても困る 。便器の

配置はこうした点を考える必要がある 。
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男性用小使総の間隔は、一般的には最低70cmあればよいとされて

いるが、事丘のf本位の向上を考えると 90cm- l OOcmは必要て、あろう 0

. 採光の工夫 4 K のひとつ 111音ぃ」を解消するためには、探光や

照明の工夫が必要である 。 また 「怖 い」と し、うのも、密室性からく

る心理的不安も大きな要素なので、明 るいト イレにする ことでかな

り解消できる。

採光のためには閉 口 ｦ， ｬ ｬ を多くする こ とが考えられるが、防ｾ｛ＡＮ｟仁、

窓を大きくとる ことは難しい。 そこで、 トップライ トによる採光や、

事丘では壁面にカ。ラスブロックを使用 して、自然光ぞ取り入れる工

夫がされている。

人工! 照明 も、やや明るめに設定するほうが安心感がある 。夜間に

はガラスブロックや トップライ トを通 して!1夜明が周囲を月前ら し、か

えって トイν が安心J惑をもたらす効果がある 。 また、公聞などでは、

夜間 トイレをライ トアップして いる例もある 。

採光を考える場合のポイン 卜は、防犯性やプライパシー との兼ね

合いで、あまり |朔口昔11を大きくとりすぎると 利用者が不安を感じる

ことがあるので注意が必要な ことや、 虫除け、 トップライ トの清伺-

などに配慮が必要な点、また照明器具は故障や破損 しにくいものを

利用する ことなどである 。

・臭気対策 「汚いJ 1臭 L、J い、うのは、清掃が不十分だい、う こ

ともあるが、設計上の目白色によって解消できる部分も少なくない。

臭気対策では、まず換気がもっとも重要であ る 。換気はできるだ

け自然換気がよい。 自然換気の効果を上げるためには、空気の流れ

をよく考え て、カヲリの配置を効果的に考えたり、 開口部のと り方

を工夫する 必要がある 。要は風の通 り道をつくると し、 うことである 。

男性の小使器では、 11戒のたれ こぼ しj が問題である 。小便器床面

からの臭気は、 トイレのにおいの主要な問題である 。 そこで、小便

器の下部に換気口を設け、強制換気して臭気が上らないように工夫

している例もある。 トイレを建物に併設したり、室夫道の高架下など

自然換気力事住い、立地粂件の; 場合は、 こうしたか法が有効である 。

強 制 換気もあまり ｾ ｪ ，、位置で換気する ｌ 臭気を上げる こ とになる

ので、て弓るだけ低い位置で効果的に換気する工夫をすべきである 。

なお、 「尿のたれ こぼ しJ については、 小便器Wiにステップを設

け、足場を定めることて" 防止する こと がて3 る。ただしステップが

低すぎると腫をステップ外に出して用を足したり、 l隔が広すぎると

後ろに下がって便話器から肉U，れようとする 心理が働くため、適切に設

定する ことが必要である 。

また、タイノレの目地は汚れがしみ込んで臭気の原因になるので、

府オーには大きめのタイノレを使用 し、 目地而杭を小さくする工夫が必

要である 。

掴安全対策 安全対策としては、まず内部にできるだけ死角そっく

らない こと、いざというときの非常 ボタンの設置等が考えられる 。

人通りのあまり多くな い場所のトイレて' ' 1 .t、意識しないと見えな

い程度の目隠しをし、入り口から 内音11が真っすぐ、見通せるような設

計も考えられる 。入り 口を入ってから何度も 曲がってブースに到達

するような設計は、公共 トイ レてやは不適切で" ある 。少なく とも入 り

口から少 し覗けば内部が見えるように しておく必要がある 。

もうひとつは、内部での事i吹への面白歯、て、ある。特にハンテV キャ

ップ トイレてやは、車イスの転倒なども考えられるので、外部にアク

シデン 卜が伝えられる装置が必要である 。

また、滑りやす い床材を避けたり、段差を少なくするなど、障害

者や高齢者、子供などへの配慮はきめ紛|か くしてお く必要がある 。

手すりがつけられると ころでは、できるだけ手すりをつけるほうが

よし、。特に和式便器の場合は、立ち上がりやすいように前而に手す

りを付 けるほうがよし、。

・清掃・メンテナンスへの配慮 メンテナンスや清帰 しやすい設計

というのが、現泊二もっとも重視されて いるテー? である 。

ピノレク リーニングの世界てやは、 トイレはもっ とも消掃の難し い;場

所 とされる 。 その迎|主lは、 他のスペースに比べて汚れが大きい こと

は当然と して、狭い空1-1.11にさまざまな器倶が配置されてし、るために、

汚れやす い場所が多く清掃しにくい こと 、素材にあった適正な薬品

や清掃チア法をとる 必要がある ことなどによる 。

酸に強い材料と酸に弱 L、材料を思慮なく使うし清掃する場合に

洗剤の使い分けに苦労 し、間違えて 内装を傷めてしまう こともある 。

7婦 ↑者 は こうした点にも十分な配慮が必要である 。

設計上考慮すべき ことと して、 このような使用する ft l 材の工夫

のほか、床清Ht の効率化のために床にできるだけものを置かず壁埋

め込みや壁に取り 付 ける、凹凸をできるだけ少なくし l陥木 t 床の核
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合部にも丸みる? 付ける、配管のつまりの修繕や清掃が簡単にできる

ように工夫する、壊されにくい総具 ・修理しやすい器具を使う、清

J需用の電源 ・水栓 ・排水口を適切に設ける、などがあげられる 。

荷物フックや鋭がよくはずされるが、これは取り付け方にも問題

がある。鏡は盗まれないような大きいものにしたり、壁に埋め込む

ことて盗蝋はかなり防げる。

そのほか、 トイレッ トペーパーの補充を考えて大型のホルダーや

ス トックスペースを設けたり、汚したら自分で清掃てヨるような簡

易な用具をブー ス内に設置するなど、きめ細かし、工夫の斜也はまだ

まだ残されている。

もうひとつ重要な，点は、破損した場合にすやに補修できるように、

あまり特殊な器具を使わないようにすることである 。

・身障者トイレから多目的トイレへ 身障者用 トイレはかなり普及

してきた。しかし、組持管理上の都合から 「車イス専用」としてし、

ると ころがまだまだ多〈、せっかくの トイレがあまり活用きれない

ままのところも少なくなし、。

国際ピク トグラムの車イスマ ークは、日本では車イス専用と誤解

されているが、 これは障害者優先という意味である。身障者用トイ

レも車イス専用ではなく、ハンテY キャップをもっ人に配慮したト

イレだという理解をすべきである 。

例えば傾斜した鏡li 車イスの人には使いやすいが、立って使用す

る場合は使えなし、。 こうした場合、大きめの鏡をつければE ちらも

使えるいづ具合に、車イスの人だけのイ更し、やすさい、う考えを改

める必要がある 。

これからの身陣者用 トイレは、親子連れや荷物をもった人、洋式

便器削史いたい人、ちょっとした着替えをしたい人など、 一弥生用の

トイレと同じように誰でもが使える多目 的 トイレとして考えていく

べきである 。

パブリックトイレの課題

トイレは人聞の生活に不可欠なものであることは言 うまでもない。

パフ、リック トイレは、その意味で人聞が自由にさまざまな場所で活

動できるようにつくられるものであり、まずもっともトイレの別用

に困難を感 じ る高齢者や障害者、子イ ｪｾ などの 「ト イレ弱者」に回目志

した施設とすべきである 。

その点てやは、 まず列車や駅など宝剣草のトイレには改善してもらい

たい ことが多い。当然の ことであるが、車イスでトイレを利用する

ためには、 トイレまでのアクセスも整合情きれなければならない。あ

る自治体の大規牒公園のトイレを見学 した際、身障者トイレに至る

Ｚｩｈｩｬｩ各が玉砂利の飛び石になっているのにはｾ，、た。 こ れには設計者
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阪神大震災避難所の トイレ

( 被災直後)

の1探知吃笑うしかなヵ、った。

阪神大震災避難所に設置された

仮設 トイレ

また、自然公園や海浜、河川敷な E、アウトドア活動が人気 を集

めるにつれ、こうした場所でのトイレ整備が急務になっている 。

ヨー ロッパアノレフ。スて、は、かつて氷河に汚物を流していたものを、

現在て1まノ f イプラインて延々と麓まで汚物を運び、処理しているが、

日本の山岳地てやは汲み取りトイレの汚物を、大雨のときに谷筋に流

すというような処理をしているところもある 。

河川敷では、河川法によって恒久的な建築物は建設できないため

に、お粗末な仮設トイレが設置しであるだけというケ ースが一般的

である 。大勢の人間が活動するエリアでは、環境に自由を; したトイレ

を適切に整備することを考えていく必要がある 。

もうひとつの課題は、災害H寺の対応、であろう 。水洗トイレはライ

フライン州政換されると使用ていきなくなる 。阪神大震災では、 どこ

の自治体も仮設トイレの備えがなく、被災後の 1週間はトイレてやた

いへん困ったそうである 。 とくにトイレが近い高齢者は、水や食物

を控えたり、避日HJifi の出入り口に近いと ころに場所を取ったりした。

そのため脱水痕状を起 こしたり、風邪をこじらせるなど剣ヨ棄を損ね

る人も少なくなかった。 また普段はトイレて、用を足している虚弱高

齢者は、紙オムツを利用した。一般の住宅では新聞紙など に汚物を

くるみ、ごみとして出した人も多かったようだが、 これは後のごみ

収集| 時に汚物が飛散するなど行喋 員の衛生上も大きな問題とな った。

ネ111
戸市内だけで工尋問見I

易でみるような仮設トイレが約3∞儲E設置

されたが、市内はほとんど水洗化しているため汲み取り体制の不足

が問題となった。 またライフラインの復旧後は、そのtIi恒三がn月j国と

なっている 。撤去して洗浄、 - 11制呆iきするために、膨大な広さの土

地が必要とされるからである。 また仮設トイレはあくまで一時的な

利用を想定しているために快適性には欠ける 。 しかし遊難生活が長

引けば、 トイレにも清潔きや快適さが求められるようになる 。洋式

しか利用できない人もいるが、洋式の仮設トイレというのは少な L、。

このように、災害時におけるトイレについては、ハー ド簡でもシ

ステム而でも対策が不十分である 。

パブリックトイレを一昔11汲み取りトイレとして残したり、緊急11寺

には汲み取り トイレとしてヰIJ 用て3 るように工夫する ことも考えて

おく必要があるだろう 。

一見、 トイレはずし、ぶん進歩したようであるが、 問題はまだまだ

残されている 。都市の計画の I:j- I に、 トイレを位置付 けるくらいにな

ることを? 望みたい。

参考文献 「トイ レカや交わる J Ｈｉ ｌｩ本 は か ｊ 年、 ｦｾｲ 山 ヨ

fn木のL 叫、トイ レJ Ｈｮ 本 ト イレ 協 会編 、 ｊω Ｎｾ 交流 出版Ｉ

( やまもと こうへい ダイナックス者IIi !i &' l 波研究所所長、 日本トイレ協会事務 ).，jL毛)



トイレ空間の施工

金 田 季 郎

{釘折、 !;町同所、手洗い、御不浄、 雪隠、高野山、) j j i j、W ・C- . . とさ

まざまに表現されるトイレは、 一般家庭においてもパブリックスペ

ースにお いても 陰の有主であ り、機能的てありさえす ればよしとさ

れてきた。f木をi先う、羽i ' i i l l : をするといったレベノレから抜け出せない

哀の空間であった。

ところが トイレの水洗化が当たり前となった現在て、は、機能とし

ての空間だけでなく、やすらぎの空間、快適性、美しき、ユニーク

さを実現する空|問、へノレスケア、ビューティケ ア、場合によっては

コミュニケー ションをはかる空間としてと らえられ、 トイレはもは

や北側の陽の 当たらない場所につくられるもので、はなくなり、極端

に言 えば どこにでも つくる ことができるようになってきた。

すなわち、 トイレ、パスとい った水回り空間の充実に人々の 目が

向けられるようになり、住宅とか:)i J号先所ヒツレて〉ド回り のウ エイ卜が

高まる につれて、今までの 「便所J か ら 「トイレ空間J へ、「機能向

間」か ら 「快適空間j へと変化をとけ、てきたのである 。

術生設備は今まで、空調、電気設備よりは陰の存在であったかも

しれないが、これか らは人間にと って日常生活では犬切な設備とし

ての詑識が強くなってくると思われる 。

トイレ施工時の問題点

. 建築と設備担当者との調整

これまでは、 空調設備や電気設備は建築か ら完全に独立 してし 、た

が、術生設{i /Ii 関係は建築設言けごの業務内容の一部分てあ った。近年、

術生設備も複雑多岐にわたるに及んで、 独立 した専門の設備部門と

認められるようになってきた。 しかし「トイ レ空間J と呼ばれる段

階になると 、 トイレ内のレイアウ ト、デザイ ンが今までの単品'll な組

み合わせ、 構成てやはすまなくな り、細かし、テV テーノレにおいて陶器、

金具、配管の納まりがより複雑にな ってきてお り、脱臭、 l当到民先j争、

自動7J，栓、温水i先l判劃査の機能も、 トイレ空間のグレー ドアップに

より付加されてきたので、その専門知識や関連する多くの情報立は、

建築担当者の手には負えなくなっ ている 。ゆえに設言十の基本段階よ

り、設備担当者と打ち合わせ調整を進めていかなければ設備に無理盟

が生じ、後に忠わぬトラフーノレが発生したり、メンテナンスてや補修、

清掃が困耳目を極める ことになりかねな し、。

・配管シャフトスペースと作業空間

その一例カfパイプシャフ 卜ていの納まりで、平面的にパ イプのl断而

てあるOを並べて納まる、納ま らな いとい って PS の有効而積含ぎ

りぎ りまで狭め縮めて しまい、便所等の商干iit を広くとる ことによ っ

て良い設計が出来たと思っていることである 。建築の工程の場合、

躯休の左官等下地調整、 イ:I:J 二材と 重ねてい く工程がほとんどで、作

→ (6+  1) x 200= 1400 

80+  100= 180  

' 80+ 300= 380-→400 

図 1 パイプシャフトの有効寸法の決め方

業する 人はよほど の ことがない|浪り、体の自 由がきく空I:JJ で作業 し

て し、 〈場合が多 ｌ 、 。 とこ ろが設備の場合、ｫＡｾｾ匠 的に 隠す こと が基本

とな っており 、壁て'IZ.I; JJJ を固まれた P. S、ピット内、高所付喋 の天

井内等、多くの制約を受ける ことが多L、。新築の場合は先行配管に

よって、 作業 しやすい段階で施工すれば良 いが、立五E後のメン テナ

ンスのとき、 体力t入っても )tl :1I立が立てられない場合が しばし ば兄受

けられる 。図 1 は、パイプシャフ卜の有効寸法の決め方て二 ?訴 l l:gj

U庖工図てや表現したものである 。

最近は配管材料 の防錆向上に より耐久年数は付lびたが、 トイレ空

間は新製品、機能により 15年一 20年も経て Lfi l寺代のニーズ、に合わな

くなり、リフォ ームが必要となる 。設計者、 施工 者 以 五E した ら終

わりではなく、利用者にとってイ邸、勝手がよく、快適てＢｾＺｈ持コスト

が安〈、またリフォ ームをな識したものをつくらなければならな し、。

・トイレ空間の産業廃棄物

今、現場で一番問題となっているのが産業廃棄物である 。パイプ

類は欄包が少なく端而の養生くやら L、で、継手の異形管て? 大きなもの

も同様である 。小さ な継手はダンボーノレ箱に入っており、現場ーで、の

整迎リニ、整理捌lに並べておき、空になれば次の材料搬入H寺に五回般車

に積み込んです寺って帰ってもらうから、作業オ坊での処理はそんなに

多くな し、。機2社員は裸渡してや受け取り、水平移動てキズ、がつかな し、

ように土台音Ilのみ角材等てや養生して、 ，'+'，来る限り木枠等 をそのまま

で持ち込まないように国却されてし、るが、 一番やっかいなのカ判生

陶器、金具生Hである 。陶器と金具は別の桐包材に入っており、しか
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も金具の梱包材 ｉ ［ｊＺＮ若器具に 比 べ ｾￎ Ｇￍが大きく、 ｩ 先而器ひとつをとっても、

ダンボールの数が数引百|となり、処分するにも大変である 。

これからは コス トは市くなっても、メ ーカーの工場てセッ ト品番

を組み立てて、 ｬ イ ｉ ｾ ｉ のケ ー スて判ーち込む方法を考えなければならな

いであろう 。設備業者の作業I易てい組み立てるプガ去もあるが、組み上

がったものをキズつけず迫1般、 1般入するには、それなりのコンテナ

が必要で¥コスト而ではペイしないであろう 。 その点、新製品の自

ｦｦｩＺｊ ｲ￬ 先 ｩ ｾ ｰ 胡 ｾ ｉ 大 ｊ ｪｪ 歳型小便器等 ｉ ［ｊＺＮ、工場て Ｂｍｌ み立て出荷されているのでケ

ースがーってすんでおり、今後、災0 i' 費が高騰すれば、このような

製品を多くするか、メ ーカーにて専用 コンテナて冶|み立てた製I171を

現場に lsI¥t A し、空コンテナをメ ーカーが回収するという方向に進ん

でいくのであろうか。 いずれにせよ、自動車業界などに見られるカ

ンパン方式( 音1I品の J ust in time) を建築界にもうまく取り込んで

現場での令理イヒを進めな い と、 これからの コスト競争に後れを? 取っ

てしまうであろう 。環境問題として真撃に考えなければならないこ

七てもある 。

トイレ空間の施工

- 衛生設備の震災被害

阪や1
1 ・淡路大混災て、'i在者はキrtl戸 ・三宮地区のピノレ内に入って、被

害状況を訪li J:脊して 1mった。 このn;i 4切に結論を 出すのは早いが、配管

ｼ 剥係では、必要な ｲｾ￭ に必要な支持金助基準通り施工されている現場

での被害はほとんど兄受 けられず、建築の躯体の歪み により配管が

損傷したり、厨房機器や自動販売機等 は床との固定ボ、ノレトのないの

が多〈、移動による 管の破損てヲj，の被害が拡がった現場を数多く見

受 けた。メーン配管等には大きな損害はなく、受7 ] c ; j 官、高架7j神山の

Ｗ ｪ ￧ｪＧ｜ｾ Ｑｉ 長 ｪ 係が大きな被 害 を 受 けているのが 印 象的であった 。 ゆえに、

今回の震災の特徴である上下振動に対する 7同13の構造言十算説焦が必

要になると思われる 。

トイレ内てやは、壁コ ーナ一昔1Iのf土けオ: 等が躯休の歪みの17縄 問 受

けて数多く損傷していたが、術生陶器金具には破損がなく、ただ和

風便器が床スラブの歪みでクラックの入った現場があ ったが、それ

も珍しいくらいで大きな拡害はなカ 3 った。j先而カウンタ 一、小便器、

i羊ffi¥便器のユニッ ト等の フレーム形式で組み立てられた) j 嬰壁、およ

び甲板等壁 とのす剖1-:-1を白地 シーノレや、 シーノレ材なしてい固定してい

る 個 所は、すき ｬ ｌ｜ ｪ やフレームの柔 Ｑ Ｑ 決 ｉ ｾＺ が幸いして破損や歪み等がな

く、被害を免れていた。

. トイレ空間の配管材料

l! 丹生設備の配管材料の選定の基本は、まず錆びない材料を設定す

ること。 そして施工性、材料の経j斉性、安全性を加Jf床して、その建
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築物に合った材料を選I!' なければならなし、。

トイレ空|討に使用する材料も、その ことに基本をおいて決めなけ

ればならな し、。 その トイレ空間に限って配管材を選定する場合の条

件を示す。

Ｍ 赤水カ ｾ ｉｉ Ｚ ｾ ｉ なし、 Ｐ

. 経済的で、ある 0

• Jj 包工性が良 L、0

. 耐久性がある 0

. 安全である 。

・;J;}i 絡が統一 されている 。

，l:) J 二の粂刊二を具備する材料を選ぶとすれば、給水、 排水、 j呂気系

てやはまず塩化 ビニノレ系であろう 。ただ注意を要するのは胞工不良に

よるスッポ抜けで. ある 。抜けた場合、水損てやの被害が大きいが、 j主

主; して施工すれば発生する ことはなし、。防火区画内の配管は これで

十分である 。

ｴｾｾ イヒピ ニ ノレライ ニ ング錦 ｬ 管や 一 市生配管 Ｚｭ ステンレス鋼管を Ｑ￦ 用し

て配管のグレー ドはアップしたと思われるが、おのおの一長一短が

あり、 価格のみのアッフ。に終わ っているのかも知れない。 金属管を

使用すれば、空気や水 に酸素がある限り錆、腐食カち坦こり得るので

ある 。銅管は使用ブ刀去を誤らなければ、酸素による強固な酸化制限

がて3 て、永久に使用できる 利点がある 。 ステンレス管も酸化ネ必!英

がてふれば腐食は発生しないが、水道水に合まれる塩素により腐食

カち包こる 。

塩化ビニノレ系以外の樹} j 旨管として、給水給湯にi耐熱性のあるポリ

ブテン管、 冷暖房用にも使用される耐勲性のi官j c、架橋ポリエチレン

管が善及し始めている 。 この樹脂管は融着による接合で抜ける恐れ

はなし、が、柔11t欠性があるのでヌチ1:吊 りではたるんでしまう 。見てく

れは惑いが天井 ｼ 均配管として従米の泊 ｉｾ Ｍｍ詩 的 配管の治識を破るのであ

れば、耐震性も優れているので大レに普及する可能性はある。

トイレ空間に限って言 えば、 15- 20年以内でリニューアノレされる

; 場合が多〈、それに見合った材料を使用すればよし、。私の一長年の経

験による選定材料として、以下のものを掲げる 。

給 水 管 = 硬 質 塩 化 ピニノレ管または恥J rAir撃性硫化ピニノレ管

給 湯 管= 銅管Mタイプ

排水jill 気 =硬質塩化 ビニノレ管

fJ 品、ニのコス ト指l旬やプレノ、ブ化 を考えれば、上記の配管の品質てや十

分機能は果たす ことができる 。

・ トイレ空間の配管

これからの配管は、冊、肢も考成に入れた工法で床上配管が基本 t

なっていく t 思われるので、メリッ卜、デメリットを掲げてみた。



. 床上配管のメリット

- 配管の高所作業を少なくする 。 ( 生産性の向上) コストダウン0

. 足場が要らない。

- 作1業階が重複しない。

- 床貫通が少なくなり、スリ ーブ桁入れ、立li め戻しが少なくなる。

・ト イレ改修II;¥"・はその階の使所閉鎖だけでよく、下階にiil郊f しい、 0

Ｎ 床上配管 ｉ ［ｊＺｾ凶木貫通個所が少ないので地良に強 ｌ 、 。

- 配管のプレハブ化が容易。

・床上配管のデメリッ卜

- 排水勾配がとりにくし、。

- 相I) ]R大便器の排水管は床下となる 。

- 器具の配置により立主管の数が地える; 場合がある 。

・配管を組み入れる JI が韮のタメ、ブース寸法が大きくなる 。

床上配管をする場合の一番の問題点は配管方法であるが、最近の

トイレは11要壁を設ける ことが多L、。小便器の場合、高さ 1200mmのJI 要

壁をつくり、手荷物を置げるようにしているし、洋風便器の場合も

写真 1 軽量鉄骨壁に腰壁フレームを取り付け

写真 3

前板を取り付け、仕上材( タイル、

クロス等) を張らずに器具をセットし

ている( 洗i争管、フラッシュパルフ'は

フレーム内にF君、ぺいされている) 。

写真 2 腰壁内の配管

給水管20VP
図 2 腰壁に配管した場合の例

同様である( 写真 1、 2 、 3 、図 2 のmが立はブロック和みではなく

空間があり、配管が通せるスペースのあるものを指す) 。洗而器はカ

ウンターを設けることが多く、その中に配管を過すことにより、配

管スペース を脱線している。 こうした配管方法をとれ1; f 、リフオ ー

ムのとき下| 暗にi: 舟伶及ぼさず、その階の閉鎖だけで工事がて3 る。

そして、その11挺立ーには配管だけでなく、洋風便器の場合にはフラッ

シュパノレブも絡納し、抑釦のみ露出させて洗浄て3 るようにすれば、

手を使わない足踏みによる故障を |坊くやことカfできる 。 また、小便器

はセンサーによる白羽H先浄にすれば、 F. V. の押釦 lにさわることなく

術生的てあり、洗

1争管も小便器の裏

側桜 統てあり、 ￬ｾｦ

JlfM更総と同様に余

分なものを空間内

に露出していない

ので、 f帝除がしや

すいトイレ空II lJ と

なる 。

ゆえに「床上配

管1担笠工 法J を'-，

後大いに採用すべ

きであり、そのよ

うにしなければな

らないであろうと

思われる 0

・ トイレ空間の工

場生産

超 ￯ｾ ， Ｇ ｪ ｷ［Ｎの事務所

図 3

通 気 管 一

給 水 管 一

排水管 _ _I-- j

ヒツレてやは、「システ 図 4 ユニットトイレ
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表 1 トイレ設備工法の比較 滋 システムトイレとは、メーカーがトイレ空間を一括施工する工法であり、システムトイ ν とi掘体とは床のみ固定し、自立精進となっている。

項 目 在 来 エ 法

ライニングコンポ工法 (1' 0 1' 0 )

ユニ ッ トトイレ工 法

キットシス テ ム 工 法 ( 1NA X )  

工 法 湿 式 エ 法 乾 式 工 法 乾 式 工 法

梢 成 内

廿，ｾ＠
膝量置は、コンクリートプロック税み。 ケーシンク. は個別で工場生産し、現場組み立て、 ケーシングは連立で組み立て、配管も工場でmみ

配管も現場施工。 込み、現場でi泣終組み立て。

配
タH町

配管は主に床下配管で、 P. S は任意な位世に設 P. S の位位により床下、床上配管が選択できる。 床上配管を基本とし( メーカー illlJ の接続位1i 1がす

けることができる。 ぺて床上) 、特に排水勾配により、洋風使総の而し

た個所に P. S が必要。

P  S ス ペ ー ス 給水、給湯、排水、通気の立主管と、パルプ操作 床下配管の場合、同左。 間管接続のため、作業スペースが余分に必要。( シ

スペースの広さで良し当。 床上配管の場合も、配管順序は P. S より施工する ステムトイレ施工メーカー側での主管との接続がM

ので同様である。 後の工程となるため)

( 配管およびトイレ組み立ては設備業者で施工)

小 使 苦 言 の 腰 壁 プロック桜みで給排水配管のため、小祈りモルタル 腹壁のフレームから給排水配管まで設備業者のー 工湯で製作された半製品を搬入し、メーカーが絃i

( 洋 風 使 務 ) 埋め戻し等を必要とし、左官下地等多くの職種を 貨の流れ作業となり、工程管理が容易で作業効率 み立てるので、納入数量が多い現場では手待ち等

必要とし、人手不足による工程遅れ等で、作業'Ii J が良〈、ゴミ等の発生が少なく、作業環境が良い。 がなく、作業効率は良いが、数が少なければそのメ

率が怒〈、ゴミ、ガラ等多く発生する。 リットはな ｾＧｯ

納 JUl 施工図が作成されれば、 ill 築工程通り。 標準品を使用すれば、nn納( メーカーストック) 。目 承認図作成まで、建築設備との打ち合わせ調路等

地寸法等調1 I かい調整の表面ノマネ j レは後口取り付 ( 設計一現場一メーカーー工場) 前段階のl侍|日]を

け。 多く必裂とし、承認後 1カ月以上の納期が必裂。

作 雪量 ヤ主 従来の経験による作業。 フレームは l 器具 ・l 組の組み立て工法で、 I 人 2述立、 3連立の場合、製品は長尺になり、配管

でも搬入組み立てが可能。 もセットされているので霊長; が霊く、搬入の経路、 1; 日

口部は広くいる。入手も 2人以上で、場合により荷

III が必l ! l ! で、組み立ては I 人では不可。

グ レ ー ド ア ッ プ 脱臭機能不可。 脱臭機能可能。 脱ｾ軽量能可能。

大使探用洗浄管レス不可。 洗浄管レス可能( 金属部の錆、ヨゴレがなく、消約 洗i ! f t管レス可能。( 同友)

小使器センサー内蔵型、または使探より上方( タノマ が簡単、メンテの向上) 。 小使探センサーは便器より上方下方、または内蔵

コの吸いがらをセンサーに押しつけるイタズラがあ 小便器センサー内蔵型、または便器より下( イタズ 型。

る)。 ラが防止できる) 。

昔日具の JJ 要壁仕上材 プロックf { t みの場合、メラミン、組ピ鋼板以外は可 タイノレ、メラミン、クロス、ペンキ仕上げ、いずれも タイノレ、塩ピ鋼板、メラミン化粧板

1m。 可能。

脱出主 I似 付 鐙 プロック税みJJ 強壁の取付盟主は、コンクリート壁、また コンクリー卜、 A L C、プロッ夕、経企間仕切壁等、い 同左

はプロック{ i 'l み壁が原則として必要。 ずれも可能。

ｾ＠ {壬 区 分 設備業者一社による武任施工により、トラブルは少 同左 メーカーによる施工のため、原因により: i ' i 任は不IYJ

ない。 li(go ( 特に漏水に対する対応)

ム ト イ レJ (図 3 ) と H乎 ぶ 床 上 配管 を 基 本 と す る ト イ レ空 聞 を す べ て

メーカ ー が 請 負 っ て 施 工 し て い る が 、 現 場 て ゆ 施 工 方 法 は 乾 式 て い の

組 み立 ててや、 在 来 工 法 よ り 余 り 進 歩 し て い な い と 思 わ れ る 。工 場 組

み 立 て と 現 場 組 み 立 て の比 率 は ま だ ま 71見場の作業のほうが多し、。

理 想 と す る の は 、 床 枠 か ら 天 井 ま で工 場で組み立て、 トラ ックて1般

入 で き る 大 き さ に し て 現 場 に 持 ち 込 み 、 タ ワ ー ク レー ン で吊 り 上 げ、

鉄' 自の梁にポノレ トオ ン し 、 給 水 、 給 湯 、 排 水 が 簡 単 に 接 続 て 》 る も

のにならなければ" rシステムトイ レj t J 呼ぶ の に ふ さ わ し い も の に

ならないであろう 。 そ こ ま で い か な く て も 、 ユ ニ ッ ト ト イ レ ( 図 4 )  

い づ 連立 し た 器具 をー ユ ニ ッ ト と し て 、 配管: を 組 み 込 ん だ も の が

現 場 で 組 み 立 て ら れ て い る が 、 ユニ ッ ト部の! 際立部分と仕上材、陶

器 等 は 現 場 て い の 取 り 付 け て あ り 、 ま た 、 建 築 と の 取 り 合 い 、 設 備 と

の 取 り 合い等 、 事 前 の 打 ち 合 わ せ が 多 〈 、 工 程 管 理 に し て も メ ー カ

ー担 当 者 の 苦 労は 絶 え な し、。 L 、くら工場で誤差 の な い 製 品 を 作 り 持

ち 込 ん で も 、 建 築 時 の 納 ま り を ど う 吸 収 す る か は 悩 み の タ オ 、 で あ ろ

う 。 ゆえに採算も、現場が終わってみなければわからないのカ匂ｾｾ

で、は な か ろ う か。
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表 1 は 従 来 ( 湿 式 ) 工法 u吃 式 工 法 のユ ニ ッ トトイレ、 ラ イ ニ ン

グ コ ンポ (T OT O) 、 キ ッ トシステム (I NAX ) の上回l交で あ る 。

・ トイレ空間のリフォーム

トイレのリフォ ー ム工 事 には、 多 くの1蹴歪が参入してくる 。 ま ず

解体、祈り、配管、 左 官 、 ブ ロ ック 、 タイノレ、ブー ス、 il産鉄工事、

塗 装、 屯気 ダ ク ト い づ 具 合 で あ る 。 狭 い ス ペー ス で 、 工 程等 が

狂 う と 作 業 員 は 順 番 を 待 た な け れ ば ‘ 仕 事 が で き な い 効 率 の 惑 い 作 業

とな っ てしまう 。

また、 リフオ ー ム 工 事 は業 務 1.1
1
に改造する こと が 多 〈 、 関 係 者 の

出入 り や 既 存 建 物 の 養 生 、 騎昔 、 粉 塵等 、 新 築 工事 と は ま た 違っ た

こ とに気 をつ け る こ と が多〈、 ネ11維 を 使 う こと も 多 い の で 、 こ れ ま

で述ぺてきたように、在来( 1 慌に) 工 法 よ り も 、 床 上1艶 笠 配 管 が で

き る 乾 式 工 法 を 積 極 的 に 採 用 し 、 工 期 短 縮 t 省 力 化 を 図 ら ね ば な ら



表 2 小便器における工程比較

在 来 ( 湿式 ) 工 法

|  配管用墨出し

2 . 給水管 ・排水管所定位置立ち上げ

l  

3  ブロック積み

I  

4  7' ロック上に配管位置墨出し

5. 給水管立ち上げおよび倹走り用，膏祈り

6  給水管所定位置配管

ユニット ( 乾式) 工 法

1 ，配管およびユニ y ト支持金具

取り付け位置墨出し

2  支持金物取り付け

↓  

3 ，給水管・排水管所定位置配管

↓  

4 . ユニットパネル織入据え付け

5 .  '7イ J レ張リ( 接着工法)

6  小便器取り付け

7 ，モルヲル仮復| 目、給水管・排水管固定 ↓  

7 ，洗浄管接続

8  天板取り付け ↓  

!  8  天板取り付け

9 .  ' 7 イル下地モルタル

↓  

10 タイル張り

↓  

11. AY ボルト用穴明けおよひ取り付け

12 小便器取り付け

13 洗浄管接続

写真 4 男子便所改修前 ( 左) と改修後( 右 )

ない。表 2 は、在来( 湿式) 工法とユニット( 乾式) 工法の工程を

より絞したものである。乾式工法の方が工程数が少ない ことが理解で

きる。

筆者の所属する会社の社屋て、も、新築H寺より 20"' 1三五U二も経過し汚

れがひどく JI音いトイレを、 10年先でも時代遅れとならない先端端換

を設けた「 トイレ空間」にリフオームした( 写真 4 ) 。

(1) 企画、設計から施工まで、建築工事を合めすべて当社が施工。

(2) 床、壁をすべてタイノレ張りとし、 一部天然大理石を使用。

(3) 洗浄管 ν スを小便器、大便器とも採用し、スッキリ空間とした。

(4)  自動化を大幅に取り入れた。( 小使総は自到H先浄、洗而器は自動

7]' (石ーケン、 自ffi) J7]'( 栓)

(5)  洋風便器にはすべてもや付制判周到l見臭やl きとした。

(6) 乾式工法を採用。

五Jよの特徴をもった「トイレ空1'l¥]J が出来上カ守ったが、建築と設備

の両而の経験から見て、犬切な ことは調整や取り合いを双方の資料

と図而てV鹿実に打ち合わせしなければならないことで、 ミスをする

版困は双方の勝手な思い込みにある 。

トイレをつくる者の使命と責務

床上配管におけるシステム トイレ、ユニッ トト イレは、多くの問

題を含んでいる 。特にシステムトイレ等は、建築から直接発注され

図 5 小便器用腰 壁

図 6 洋風便器用腰壁

サブコンを通さないか法がとられており、施工区分により設備業者

t の問題点も多 L、。管径等は設計段階てや調整できるが、品川かい部分

は現場カ手始まらないとわからない部分が数多くあり、直接お金にひ

び〈部分でもあり 、担当者にとってはシ ビアにならざるを得ない。

なぜこのような事態になっていったのか、 これはわれわれA桁生設備

業者の; 宕J阪ではなかろうか。 コストをかけなくても システムトイレ

やユニットトイレにまさるとも劣らないトイレをつくることがで。き

るので、建築から設備への提案ぞ要望したし、。

図 5、 6 は、実際に施工した床上配管の事例で、筆者の所属する

会社て製作し、取り 付 けた構造を表現してし、る 。 このブ刀去での完成

品価格はメ ーカー既製品と 出 版し、 1/2以下の コストで提供できる 。

設備業者はメ ーカーか ら似財合された製品を使うだけでなく、メ ー

カー と競合できる製品を生み出さなければ、建築からメ ーカーへの

直後発注が多くな ってしまうてあろう、またコストを含め設備の主

体性が失われてきていることを実感するので、今後一府の創造力、

技術力、施工能力の向上カ望まれる 。

トイレ空11¥'J i: 11乎ばれるようになった今日、昔の「便所J と違い選

択肢が多く多様化、複雑化し ている 。 そして水回りの自動化がます

ます取り入れられ、それらの器具の部品点数が多くなれば故障の発

生率も高くなり、メンテナンスも どノレ管理者だけでは対応しきれな

い状況にある 。器具 は一つ ひ t つ耐久性を高め、故障しにくし、構造

のものを開発するのがメ ーカーの使命であり、配管類も紛判や点検

のしやすい工法とし、コスト低減に努めるのが設備関係者の責務で

ある 。↑百]1)";. もシンプノレ ・イズ ・ベス トが一番ではなかろうか。

( かなた すι お 株 式 会 担 jllj Jj ;j 術ノ1: :工業i l; {j 大阪18技術IJ fJ 1e. 室室長)
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各論 4

トイレの維持管理

大広順一郎/ 松岡昭二

観光地のデラックスな トイレ を例に 1'1 '， すま でもなく、最近、 至る

ところでトイレに '1対車さを感じるようにな ってきた。 これは、 トイ

レが快適な生活に必要不可欠なサービス設備のーっと して見直され

てきたことと、女性のイ口正直しゃ身づくろいに代表される多目的2笠

間として、そ の環境の向上カf求められてきたからである 。

トイレが快:.1. 盛iな空間として のニーズ、をihlj 是させるためには、ま ず

清潔! きが大切で、ある が、そ のためには設計段附て、の配慮と、さ らに、

円市の適切な維持管理Ilが重要な こと は言 うまでもない。

トイレの維持管理

建築物が完来すると同時に、 美 しく居心地のよい「トイレ」とし

て使月l していくためにはどうすればよいかという研究と努力を積み

重ねながら 創備管理をしていくという のは、 ー ｬｬｾ も大 切なことである 。

建築物によって維持管理の対法l式典なる 。控染物のグレードの違

いに伴って、 材質の追いや器具の述いがあるためである 。 しかし、

もっとも重視されるのは、やはり使川頻度である 。人1; 1 : 建築物に入

ると、そのうちの約70%の人が入ってすぐ、または帰り際にトイレ

を使用すると 言 われている 。 この70%というのは、百貨j吉、 H央l函

館、駅などで‘あって、佃人住宅、オフィスピノレになるとそれを上回

るだろうと忠われる。 当然、M備 管理も使川 別立、また建築物にJie:、

じたブ引法て、、行わなければならな し、。

MI精白: 迎! 者は、ただJ : f : J を足す; 場所「トイレ」として のみでなく、

「化J正室」として、その内外全般 を美 しく持制していかなければな

らないのである 。「便器J はもちろん「洗而内J r鋭J r ドアJ r壁而j

「窓J rトラ ップJ の点検、 キ1Ii水、各担金属部分の陪き 、女子 トイ レ

については汚物の処理、全般の塵芥処理、ペーパー類のネf I i 充等、作

業内特は非常に 多〈、 一つの建築物の '1
'
にあ ってこれは E利持管理

作業があるのは「トイレJ だけなのである 。

では、「トイレH イt控 室j の品: 11持管理I! .はどのような方法て3 れてい

るのだろうか。

百貨応、 ホテノレなどでは、建築物の管理者はそれなりの 「誇 りJ

を持って管理II を している ので、斜併寺官邸ーをする業者もそれに相応し

たｾＺｈ判官叫がて 弓るよう に、作 業員には 折導 教行がされて し 、る 。 建

築物の官・迎者によると、 「ト イレJ ではなく r  fbtB'宣J rパウダーノレ

ームJ 1: 11乎粉、も変えて、使用する人に不快感を与えないよう注意し

ているとのこと 。維 持管理する者 としては一番気をifj sう施設である 。

「トイレ」な らば 「パ ウダーノレーム」にと、' ，l;f; に美 しいスペース

づくりの追求、 これカ淵備管理者に謀せられた倒奇である 。

公岡、遊間地など のトイレは、汚れがひどく、やはり使用者のマ

ナーをよくしない限り美しく保つことは41""，;1; にむずか しいも のがあ
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る 。 公 的施 設ともなると、施設の ｍ ｉ ｾ 持活 Ｚｬ ＮｩｬｬｹＮ ｾに ｉｬｬ ｾｊ 立があ っ て、清掃

作業をする側が四六11寺'1
'
その場所て作業するのは、無理な相談であ

る。公閲の公衆{ 史所い、うと「汚L
、
J r失L、」というイメー ジが先に

くる 所以がここにあ る。

駅の 「ト イレJ は、公悶の公衆旬:i所ιU二lこ厄介である 。駅は通勤、

j且:学など多くの人 が々、早朝から深夜、翌朝まで1 : 1 : 3 -択する ; 場所であ

る。lliHは通勤、通学 に追われていて使用するのも「小J がほとんど

であるが、干支ともなるとそれに 「大j が加わり 、往々に して使総を

はずす ことがある 。一仕事終えてちょ っ t 一杯の度が過ぎ「おう l吐J

の人 もある 。 その後始末は大変な作業となる 。

維持管理作業の現状

トイ レ室 に入ってすや 目に付く のは床而であり 、そのきれいか汚

いかが官立II 能力 の割引li にもなりかねなし、。 トイレ室の而杭は 10m'以

内 が大半である 。 ｾＹｫ， 、場所でのイヤ来はしにくし、ため、手抜き作業に

なりがちで、床材の材質にかかわらず定期的に機附先i争をする こと

が必要である 。 この場合は、 |陥木、大使総周辺、間仕切の下などの

「こすり」の手作業が大切な作業になる 。「こすり j の作業をせずワ

ックスイ上l二げをした場令、汚れがとれていない上にワックスを塗布

するため、 イ土卜.カ f りが巣くなる 。 こうなると 溶剤 「ハクリ斉IJJ でな

ければ除去できな ｌ 、 。 ネ ｉｊｉ ｾ ｉ 附 喋は、手 ｉＯ ｉｊ がかかるため 年に ＱＭ 2 1lI 1  

が ｾｈ［Ｚ［ Ａￚである 。

トイレ室には拝H市nJ 具入れ とモ ッフ可先い場ffl とが一緒にあるとこ

ろが多 L、。 そのような場所もなし、トイレ室を兄かけるが、術生前か

らも感心で きな し、。 また勾配のない床而もよく見かける 。磁総タイ

ノレの床てやは毎 Hの作業でデッキブラシによる i先j争をする 。 このとき、

勾配がないと j先い水が排水，1にj荒れていかなし、。毎朝の清掃4時間てや

は対応できない ことに なる。

・日常の車酎寺管理

毎 " 総合的に行う清抑 作業で、 1  11 の 1-1' ，' ; 叩?仰は統計的に 1 ffi]が

48%、 2 回が42%となっている 。建物m途によ って多少の相違はあ

るものの大差 はな L、。 また、 1111 Ji11行う 11 '，，;1; 清掃のH制 l卜市・は、開

始時I / Hは午前 811寺からが圧倒的に多〈、 l 十121旦l行う現場につ いて

は、 Ｒ 同日 の 間企 ｲ￬ｬｬ 寺 川カ ｾ ｌ ｆ 後Ｚ 111寺からでやある 。

rl '，，;1; 前知の際、 トイ レ使川者に対して全而使m祭J上t するとこ ろ

はあまりない。雄物川途別にみても、ほとんどの呪場で仇m者に配

地、がなされて いる 。行喋をする{ J ! IJから 需 えば作業能率が思〈、また

は一度清掃し たところ を再度行わなければならな いと きもあるので、

使川祭止の立看板などをして専念て弓ることが望まい、。

トイ レの 円前清掃は、 1カ所20- 30分て1土t げる ことカf肝要てあ



る。作業員は一般に l 人でする ことが多 L、。清掃は、 ドアのノブ仁

「清掃作業中」の看板をつけ、とたに小便器、大便秘、荷世省、* 栓

金具の掃除、灰皿、ゴミ処理、汚物処理、ペーパーのキrli 充、水石l検

補充、鋭 . i先T伺台 ・ド ア壁材; き、床而掃き、清掃JrJ 具置き; 場とモッ

フ守先い場の整f_i l l という JI防芋となる 。 21m目は巡回清掃が主で、午前

中 l 回目の清掃後汚れた場所の清冊、 トイレツトペーパーの補充、

水石l験の補充を主に管理する 。

・定期の維持管理

定期清掃は、建物用途により多少異なるが、ピノレの休 円に行う こ

とが多 ｌ 、 。 定期清掃の 作 業には、 ｆｬＧｩ 平［治問てやは行わない ， ｾ ｗ リ ｈ ｾ ｾ 具、

床面のポリシャ ー洗浄、排水管および天井換気口、 ドアカヲリ清婦

などが力 ｮ わる 。 円 常清掃は作業人数が少なく、短 ｈ 寺 ｉ ｉｾ ｊ て羽斗 二 げるた

め、附々まで行き届いた清掃ができていない t ころを補足するのが

目的である。

なお、定期清掃作業の 1:1'で床面にワックスを塗布するが、塗布し

ない方がよ い床材 もある 。

快適トイレのための維持管理

快適トイレの粂併の、 m臭 ・清潔 ・安全 ・i切るいの 4 カ粂に対し、

不快トイレの共通点は、臭い、汚い、怖い、時いの 4 Kであるとい

う。「安全と怖いJ r明るいと 11和、 j は、施設の構造や設備による t

ころカヲい。 したがって、建物約幻: したときに、 W J:"粂fLIニl式決ま

ってしまう 。

タイル床の例

一汚れが染み込みにくい。

大理石にコーテイングが施されていて、

汚れが染み込まない。

しかし、 ｲｾＡ Ａ 映と悪臭 ｊ r清潔と汚れJ はj附 管 理 者 のJlm/: 心がけ、

活躍次第である 。

そこでＧｾＡ｜ｾ臭と清潔なアメ ニ ティ ト イレをどうして ｍ 備するか、次

の 3 点について考えてみた し、。

(1) トイレの汚れ

経験かい、うならば、小{邸主下の床而の尿の汚れが一番厄介では

ないかと感ずる 。使用回数が多いので拭きとっても拭きとっても絶

えず汚れる 。 テラソ' 一系の床てやも染み込んで。、数年も経てばシミに

なってしまうのである 。天然石でも染み込むらしい。 トイレのjポは

タイノレが最適だ‘ といわれているが、目 j也もj " j れのたまり場となるの

で、目地を少なくするため大型タイノレにノンスリップ力11工したもの

を床材にするのが肢もよい労法と思われる 。

(2) トイレの臭気

においにも情報手段としての大事な役割がある 。 トイレに臭気が

あれば、目に兄 えなくても「汚れがあるぞj という信号になる 。 そ

うしたにおいの役ti lJ を理解しながら、にお いの対策を講じる ことが

大切なのである 。

トイレのサニテーションにとって、においは重要なｾＧ［、 ｼ 対えをもっ 。

タイノレや床がきれいに磨かれていても、においが必につくようであ

れば、 「目に見えないと ころに汚れがある」というシグナルを発して

いると思ってよし、。当然、 !東閃を探り当て、処置が必要となる 。

トイレの悪臭は、どんなときに発生するのだろうか。 ①便器に出

まった尿石臭、②) 末に飛び1i 文った汚れ臭、③各干封j ド水トラップの不

トイレの掃除用具置き場 事務所ビルの女子トイレの洗面所

ーイヒ粧用品、歯ブラシが見られる。
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備 等、④換気扇や空 ｦｊｎ ｊ 設備の利 ｩｊｬ 、⑮ ｾｉ 視の最 Ｑ Ｍ Ｑ Ｑ やその直後、⑥カ

ビや小動物の死骸央等てある。

トイレのにおいのf恒長は尿尿の臭気である。その対策の第一歩は、

悪臭を発生させないことである 。 ①臭気発生を抑制する( 臭いもの

にフタ) 、 ②発生する臭気は発生源から拡散させない( 臭気の1ili

集)、 ③IJ!t央目標値の設定をする( 開境に介わせる) 、 ④I j j 見臭方式の選

定をする( l J!t央目的の達成) 、⑪m集技術と IJ ! L : ¥尉支術の省資源、省エ

え、ノレギーを考える( 経済|主) 、等が考えられる 。かつて C Mに「 くさ

いにおいは、元から絶たなきゃ駄目 J というのがあ った。そのj通り

である 。できる限りにおいが日付こ ない、伐らない設計をするべき

である 。 それでも発生するにおいは、先日米 ｬ￮ Ｇ ｾｓ Ｚｉ Ｎｬｬｩの守 侃 Ｗ 範囲となる 。

ｉｊ 見失の基本的な技術 Ｑ ［ＱＺＮ、燃焼や ｩ 先伸、あるいは触媒や ｬ 吸着、 Ｇｉｾ 引［

酸化等のIJ脱i悦見央方王式tてでやある丸。 しカか3 し、 これ らは L、ずれもランニングコ

ス トが問題となる場合が多 L、。 また、要求される t ころも産業用の

ように大型の装置になる 。

業務用や家庭用のトイレイl古川のIJ J t 央方式については、 ① マスキン

グ方式、②敗者方式、 ③ι11
平n方式、 ④ オソε ン方式、 ⑤換気扇による

強制排気方式、 ⑥ 中和剤スプレー方式、 の放生物IJ 見央方式、③燃焼

方式が主流となっている 。

構造上、臭気が発生 しやすい部分がある 。 その部分 U 立、①床の

排水トラ ップ 、 ② 光而器下の ＱｾＱ Ｚ Ｗ｝＼ト ラップ、 ③ 術生若持 ｕ Ｚ 排水 配管

との核続不良、 ④j末而設置のマンホーノレの輩、 信耀築物内外の下'7]<

管との桜続不良等である 。

これ らについ ては、何らヵ、のブ万法で室内と のシャッ トアウト( 防

臭) を考えなくては L、けなし、。

①と②のケースは、 トラ ップに水を布I i 充する ことで臭気を解消す

ることが多い。③ と④ と⑤の場合は、施工不良が多いので、安心で、

きる業者に兄てもらう ことが必安てある 。

(3) 尿石の原因とその対策と予防

トイレ を管理していて気がつくのは、大使よりも 小使の方が排水

管を詰まらせやすいという事実である 。 これは使の成分の違いによ

るものである 。大使の場合およそ 70%は水分と 同じ成分で、残りは

K:I II 菌の死骸や有機物の固形等で時II¥Jが経てば空気中のノ f クテリアな

どによって腐敗し、最後には何もなくなってしまう 。 これに比べる

t 小便の成分は複雑である 。成分の数も千極矧はあるい、われ、排

尿後しばらく放っておくと、中に合まれた炭酸やりん酸がカルシワ

ムと化学反応を起こし、炭酸カノレシウム、 りん酸カノルレシウムカがfててで、伊、

あがるι 。 これカがf メンテナンスの手をわずらわせる町ι箔石てて、あるι 。思臭

は発生するし、排水管に付着が始まると管- の内径が極端に細くなり、

たちど ころに7 ] < の流れが悪くなる 。小使総が詰まるのは、まず100%
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尿石が) } j ( 困 とみてよ L、。付析した厨' 0 ヲは、そのまま放置しておくと、

コンクリ ート 4犬に固まってしまう 。

そこで、町d ゴの付着しやすいと ころをあげておく 。 ①使器の トラ

ップ、②便器のリム 内側、 ③使総問辺の床、 @YJ、{磁器の排水削II (サ

ナ)、 ⑤ l、便器用排水管等て、ある。

メンテナンスの技術開li も 、 問7の処rlltて査定される 。同 二への

対処は、 トイレメンテナンスの弘司避ともされるだけに、 M白寺管沼! 者

の守部前i包囲は清掃だけにとどまらない。施設のオ ーナーに も迎解を

求め、 「後処理リ よりも 「予防処 盟j のシステム化を図るべ きであ

る。

! 末石予防に効果的と思われるポイ ン 卜を、次にあけ、る 。 ①小使の

ハオ、返りを防< ，. ，② トラップ ・排水也: J I ' 服石防除剤を設置、 ③ l、便

器の自到 ｈ 先 ｪ 争Ｈイ ｉ ｾｉ 別 洗浄方式Ｉ、 ④ ｒ Ｇｉ ｾ ［ ｦ ［ 汗ｦＱＭ ｾＱ て φ リムの内ｻｊｬ ｉｊ のブラッシ

ング、 ⑤定:JtJJ 清帰における小使品目I肌のブラッシンク守等である。 こ

の④ と⑤のブラッシングは、般系のトイレ専用洗剤を併JTJすると作

業が楽になる 。ただ し、 酸系洗剤を長11寺11¥1、毎円乱用すると機総や

配管に悪ＩｾＨ繕宅及ばすことがあるので、それらの副次 的 ｪｪ 湖 Ｑｾ 考慮

して加工され、 販売されている トイレ洗剤を選ぶ ことが大事である

( 市販品の中には単に留品交を薄めて香辛|を加え色づけをしているだ

けのi先斉IJ もある) 。

メンテナンスのしやすさが快適トイレを保つ絶対条件

メンテ ナンスに対 する配慮の少なきも、 これから改めていきたい

課題てゃある 。多 くの清%1作業者から不都千子がJ尉向されている Zj1J:買を

あけ、ておく 。

第一は、 S K シンク室( 清掃道具世き場) の狭さと 収納の不{更さ

である 。大きなピノレではトイレが複数あるのに道具置き場やモップ

洗い場が一つだけであ ったり、小さいピノレでは各階ごとになかった

り、数の少なさがあげ られる。

第二lはま、汚れカがf1付サきに < 0 干存4ちやす Lい、建材を選んて

には大型タイノルレを。 また、新しい悠材を使うときにはメンテナンス

マニュアノレを。

第三は、清J制宇業員の休fif t所やロッカ ーの設置を。

第四に、床而に勾配を。勾配がないと洗い7 ] < が排水円に流れてい

かない。

ｕ よとりとめもなし 、 ことを記述したけれ ｅ も、 ｾＴ 尉官 ［迎の 而か ら

建築物をつくる際の要望を、」二の メンテナンスのしやすきの粂項に

凝縮したので、 ご参考までに。

( おおひろ じ叫ちろう 阪急ピ一エス( 附附附第に二れ叩業知古H

まつ おカか. しようじ ( 附きんてんE環11岐克;設次耐附u剖部l肩而刷lリl問古部IU長毛



ひとにやさしいトイレの標準設計一大阪市一

安井善次/ 阪本

われわれがトイレに求めるものとは何か? それは今てやは聞きな

れた言葉 、f犬適性グであると思う 。てやはトイレカむ|夫適であるために

は何が必要なのか? まず第一に「使いやすさ j であろう 。だれで

も楽に使える こと。年齢、体力、 f材告、 f将司、性別等に関係なく自

在に使いこなせるものであること 。第二に「やすらぎJ のあること 。

心静かに落ち着ける場である こと。われわれは音、におい、色、温

度 等 の調 和 の ｾ ｉ Ｍ ｉ に 安 心感、 爽快感、清潔感 ｴ いったものを感じ、や

すらぎを党える 。 この快適トイレこそ "[J i : にやさし L、トイレか と

き えるのではなし、だろうか。

ところでやわれわれは、今までに この 、快適性。の設言1-をど こまで

実施してきたのか? 限られた設計条件の中で不特定多数の人々を

相手に、、快適トイレかがどこまで実現されてきたのだろうか。

ここでは、平成 5年 9 月に施行された 「大阪市ひとにやさしいま

ちづくり整備要綱j に基づ き実施した標準的トイレの紹介をしなが

ら、 、ひとにやさしし、トイレ。の現状について考えてみたし、。

「大阪市ひとにやさしいまちづくり整備要綱J 制定の経緯

大阪市における陣害者や高齢者などカ全利用し やすい建物づくりは、

御帳、設計器削なく各施設ごとに実施 してし、たが、 Ui'1和5伴にそ

れまでの設計内容を検討し、 「障害者の利用を考慮した市設建築物の

設言付旨針J とし て手引蓄を作成した。 その後、平成元年度には 「障

害者や高齢者などが利用しやすい公共建築物の設言|オ齢十」として改

訂し V とにやさしし、建物づくり 。の先剃句役害防果たしてきた。

平成 5年 4 月、大腕荷において 「大腕荷福祉のまちづくり粂例j

が施行されると、大阪市ても同年 9 月、大阪府粂例をベースにし、

「ひとにやさしいまちづくり J をモッ トー にした 「大阪市ひ とにや

さしいまちづくり整備要綱J が施行された。 また平成 6年 3 月には、

手引書 として「大阪市ひとにやさしいまちづくり整備要綱の手引き

( 建築物編)J を作成、同年 8 )=J 実施した。

以後、市設建築物の設計は、f J i i 記整備要綱および同手引に基づ き

実施する こととなり、従前の設計す旨針は廃止する ことと なった。

「整備要綱J に見る便所の設計

宇一ー一一一一一ーーーーーーーーーーーー一一一-ーーーー--・・ー一一一宇一一一ー一一ーーーー----ーーー一一一一一一-ーーー・ー・ーーーーー'一一一一一一ー ι岳、
， 

- 第 7 条第 2項第 1号

キ 便所は障害者等が利用できるものとする こと( 共同住毛・

又は寄宿舎の用途に供する建築物を除< 0 )

(1)出入口|隔は80センチメ ート ノレJ，:)j ごとすること

(2)男女とも各便所に 1以上の洋風使総を設けること( 火葬場、共同

住宅又は寄宿舎の用途に供する建築物を除< 0)  

令/ 近藤正一

(3)第 8 粂第 l 号イからカ及びク並びに第 2 号アのm途に供する建築

物の{史所には次に定める標示を行う こと

ア 障害者等が利用可能な使JrJi には、市長が定める標示を行う こ

七

イ 科fa所の位置を殿示する こと

ウ 手I成、洋式の別を標示すること

エ 入 口付近 に点 字 によるｾ禁示をおこなうこと

(4)  1  ).:J _ヒの使ji J i - は、次に定める構造及び整備を有するものとするこ

七

ア 出入口に高低差がある場合には、次の符号に定める構造の傾

斜路を設ける こと

(ア，) I陥90センチメートノレ五u としたもの

付) 勾配を 12分の 1 (高低差が10センチメートノレ未満の場合

は、 8分の 1) 以下としたもの

( ウ) 表而を組而とし、又はi骨りにくし、材料て百二t げたもの

イ 1五L 七の小便器に手すりを設けること

ウ l 五u のj先而器又は手i先L、総に v ノf 一式、光感知総等 による

水栓を設けること

エ 1ι U二のi先而1*主又は手i先い総I ; J : 、可能なかまりひざが下に入

るようにすること

オ 第 8条第 1号イからオ及び第 2号アの月lに供する建築物にお

ける 1 ι U二の便所には 1ι uこの洗而器又は手洗い総には前而及び両

i!!l J に手すりを設けること

カ 次に掲げる構造及び設備を有する便房を l 以上設けること

(対 車L、す使用者が利用可能な広さを有する こと

(イ) 1:1-'1入口の l隔を85センチメ ート ノレιL上とする こと

(引 出入口をアコ ーデオン形式以外の引き 戸 ( 椛泣上やむを得

ない場合にあ っては、外聞き 戸) とする

( 司洋風便器を設ける こと

(オ) 手すりを設けること

(カ) f邸主にJH胤卜けたまま手の届〈佐世て1菜作できる靴べ ら式等

又は光感知式による大使部洗浄装置を設けること

(キ) ぺーノ f ーホルダ- j.t fa座に JJ 嬰かけたまま手の届く位置に設

ける こと

(ク) 施錠装置は容易に操作て、きるも の とし州J ! i Jか らも合鉛鉾 で

聞けられるよう仁する こt

(ヶ) 外イJ!i Jに使用中の表示ができるように すること

(コ) 外部に連絡できる非常用ボタンを設けること( 第 8条第 1

号ウ、オ及び第 2号アの用途に供する建築物に限る 。)

(5)  車いす使用者カ努IJ 用可能な便所は可能なかぎり 一般 faJrJi' i: →本

建築と 社会 ・l蜘 5 49 



一整備要綱 「特に整備を要する施設」の抜粋 ー

. 第 B条第 1号イからカ及びク ; ク 飲食ｽ，可又は物品 ｊ ｉｬ￭ＺＧＯＮ［Ｚ交を常む ｾｊ ， ｬｩｾｩｦｩ (‘ 'i 該川i金に供す

イ ｴｾ ｪＺ物館、美符前 ＧＰ ＨＮは以 ＱＮ Ｑ Ｚ ］ｴｴｮ る部分の床 ￮ｦｩｩｈｬ の ｾｾ ｉ Ｇ が ＵＰＰ ・ ｆ 万メートノレ以 ド のもの

ウ 身 ｉ 料引 ｦ 者貯 ｬ 北御悩Ｈ相ｉ￬装ｾｾ Ｎ製作地設及び 枇［ｌ Ｚ を除く 。) のJTJi主に供する雄知均

問守ＧｩＧ￭ｦ， Ｇ ［ちｾＮ｡ Ｑ ＧＱ ｊ Ａ［ｽｪ匝誌を除＼ .)、.if;人制tJj 施設X は有料 i ・第 8条第 2号ア

老人ホーム | 図、地) j 公共同体" ! fーの中場所

エ 児童初十 ｪ ｬＺＱｾ包設、 ｬｬ Ｉｊ， ｙ ｩｊ｜庁、Ｚｴ， Ｇｉ Ｎ ｎ Ｔ￭， Ｍ［Ｍｭ Ｎｲ， Ｇ， ｈ 会復帰ぬ設ｻ呆 ｩ ・第 ｂ 条 第 Ｑ 号ウ 、 オ

; ! OI 協( 医療保加担; 止を除< .) 、財人1泌J!OI包設、名'H'j'j，lj ウ 身ｻ特別消 ｾＧｪ 強調蹴 Ｈｨｬ￬ｾ 必 ｌ 製作純 ［Ｆｌ 士山且 ｾＱ ｚ

弱者援; 直弘首設又は" 行弘山l処izt :  ドy.1F者十fjち附JMJ !、施設を除< .) 、老人納，UI包設X はイi中|

オ州主又は訓 ｾｊ｜ 肝 Ｈｪ 械をイ ｬ しないものを除＼ Ｎ Ｉ :  必人ホーム

カ 公会i;f: X は!j:，.会場 : オ病院又は; 創的; [ j ' (j ，'j J.木を干l しないものを除< .)  

的 に計画すること

(6) 1li いす使用者が利用可能な便所 は、だれが使用 しでもよいこと

をｾ葉示する こと

「ひとにやさしいトイレJ の整備方針に沿った事例

「ひ とにやさし し、トイレJ の整備方針における便 所の基本的な考

え方ーは、以下の通りである 。

・すべての便所を、障害者や?，:，'jfti 陥 ・を はじめ、すべ、ての人が利mし

やすいように配慮する 。

・便所は、できる限り由民』リ二日につきやすく、利用しやすい位置に

設置する。

事例 i

高齢者、松葉杖使用者、妊産婦等が利用しやすいように

配慮した便所

女大便器 (男女とも各便所に 1 J ; )J- . の洋風便器を設ける)

松ｾ杖使用者などは手 ｮ 風便器を利 ｭ しにくいため、男女各便所に

洋風便器の設置一大阪市立美術館一

立ち |ーがり、 -ff リかかりを与え、手すりを設けた。

1 ヵ所以よi=f Jili U史総を設け る。な お同便器には立ち上がりまたは:寄

りかかることができる手すりを設けることが望まし L、。

* 小便器 ( 1  J ; )j ての小使総に手す りを設ける こと)

τ1二として松葉杖使用者な どへの配慮として、 l カf'frι uの男子使

所にある小使総のう ち l カ所以上に手す りを設 ける 。 また小使誌は

床自宅式ス トーノレとする 。

安洗面器または手洗い器 (第 8粂第 1号 イからオ及び第 2号アのJIJ

に供する主l E 築物における 1j;)_I二の使所には l ι U二の洗商務又は手洗

い部には前而及び両側 に手すりを設 けること)

松葉杖使川者などが利用する施設のi先而総および手洗い器には、

転倒防止JIH. し てfHI J而に、身体を支えるために前而に手すりを設け

る。
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小便所の設計例

改fi! f ' : J ' ，¥で水圧の低い場介l立、ノ、ィタンク( 光! ぷ知センサー) ) j 式にしてし、る。

床置式ストール小便器ー此花区役所一 手すり付き洗面器 此花区役所ー

ぬＨｦ ｴｾ ｩｮ は、光Ａ ＺＱＮ ｾ Ｉ［ＱＧ 式を ｉｉｊ いるケースがｾい 。 ノド怜はレバー式とする場介が多L 、。
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式

光感知式の水栓を設

けた洗面器

一大阪市立美術館一



事例2 車いす使用者用便房

女便房の広さ ( 車いす使用者が利用可能な広さを有すること)

正T侃からのアプロ ーチを確保て3 、右または左からの{則而移釆が

できる広さぞもつものを基本とする 。 また建物の構造上、広いスペ

ースを取りにくい場合でも、車いすで利用できる最小スペースは確

保する 。

女大便器 ( 洋風便43を設けること)

車 いすより使総への移釆が容易にできる1.5さの洋風便器を設ける。

女手すり ( 手すりを? 設けること)

i l[ し、すより便器移釆をしやすくするための手すりを設ける。

女洗浄装置 ( 便座にl問掛けたまま手のj司〈位世で操作できる靴べら

式等又は光感知式による大使器洗i争装置を設けること)

施設利用者の状況により光感知王にまたは靴べら式とした。 また水

圧の低い所では光感知ハイタンク方式をも考慮した。

* ペーパーホルダー ( 便座に! 政掛けたまま 手の周〈位置に設けるこ

と)

光 感 知 式 の

洗 浄 装 置 付 き 大 便 器

一此花区役所ー

手すりは自動手すりと

問定手すりの組み合わ

せにし、便座に腰掛けた

まま使用できる手洗い

探を設けた仮頭。

戸

電

』

車 い す 使 用 者 用 便 房 の 設 計 例

女手洗い器・洗面器

手洗い総を設ける場合は、可能な| 浪り fii!1坐に! J ! i 21卦けたまま使用で

きるようにする 。 またj先而器は大きく、ひざが下に入るものとする 。

女非常呼出装置 Ｈ外部に連絡て Ｓ る非 ＧｾｪＨ［ J:目ボ、タン含設けること)

緊急時の" 乎出装置と して、便座に) j 批』トけた位置からも、床而から

も操作できる非常m"乎出しボタンを設置する 。な お、使房1 - 1'，入口 の

廊下 lこ非常"乎出 し表示ランプおよび復帰ボ、タン、事務所に皆判必!主を

設けている。

事例 3 車いす使用者を考慮した宿泊施設

車 い す 使 用 者 利 用 可 能 な 宿 泊 施 設 ホテルアピオ大阪( 大阪市立労働会館) 一

手 ｉｪ ￭ｪ に干すリ ＱＭ Ｑ き沈 ｬ 似品 。 光ＡＺｬＮ ｾＩ［ｩ ｬ 式 ｩ ￭｜［￬Ｇｦ Ｎ 装 ｩ 丘 ｦ ・ ｬ き大 ｻ必 日号、奥に ｡ｾ サ ｩ を設けている 。

おわりに

以J 士、「終的要綱J に基づく、 トイレの標準的な整備内特を見てき

たが、問要 Ｊｬｩｩｬ ｊ ｉ ま ｉ ｨｾ 害者や高齢者などの イ邸 、やすさの基準そ定めたも

のであり、現在、大阪市で実施 ':1-'の「ひとにやさい 、まち づ くり整

備工事j は使いやすき の整備い、える。

そこで思ったこと は、このトイレを{ 克っている人たちはそのとき

なにをJ悲じているのだろうか。チヨットものJi りなさを持 ったまま

4史われているのではないか。すべての人に同等の使いやすさ、やす

らぎを提供する ことはむずかしい。今一番、ひとにやさしいトイレ

づくり。に必要な こと、それは設計者一人ひ t りが使う人の立場に

なって考え、使う人への思いやり 、ひとにやさしい{，げを持ちなが

ら、きめ細やかな設計を行う ことではないだろうか。

参考文献

• )，IVXJU礼件11のまちづくり剣列、 !日l耐| マニ ュアノレ

・ 大ｼ坂ｩ｛ ｩ ひとに やさし ｌ 、まちづく り務耐 ｩｲｾ 綱、Ａ日 ｬ 手 Ｇｊｉ きＨ処築 Ｑ 州市Ｉ

(やすt ぜんじ 胤蜘刷川川川川i[山川川li川附i消湘制州f f I仰飾削川附山11仙川川附1，川凶川1リ山峨li峨』嶋幣… 11附川川i欣制哨没釧州耐附陥Ii

色力か‘ もt まさのり 大阪Ａ山 ｬｩｦｦｬｬ ，市ｼ打 ｦ 守特 ｅ 耐郎附 ＱＱＱＢｪＧ￬ え鴻守丹 Ｑ刊 ＱＱ イ令ｲＺモ唖肩附町町ｾｾ 県

こん どう しよう ｌ 、ち例人脈 ｬｩ 建築技術的 ｊ 会訓締 Ｑ Ｑ 樹成設備ｾｾ
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J  ｾ五
‘ー、 ｾー メ Ｕ

「トイレ空間j 特集協賛

. . . . .  I NAX  

更 [旦 長

メンテナンス費軽減。

{ こちら、キラミッ7)

衛生的、美しし¥

圃 圃 圃 圃 圃 圃 園

抗菌商品 ｉｾｉｌａｍｉ と ｉｎａｘ から誕生 。

雑

菌

を

抑

止

す

る

、

キ

ラ

ミ

ッ

究

議

I NAX がさきカ〈けて紬薬( うわぐすり) の抗菌化を実現。

そこから生まれたタイル・衛生陶器 ・樹脂製品など一連

の抗菌商品の総称が、 loCl LAMI Cです。銀イオンの

持つ〈オリゴジナミー効果〉により、様 4 な雑菌の繁殖

抑止に大きな効果を発揮。清潔で、衛生的な水まわり

空間を実現する I NAX ならではの画期的な新製品でホム

. 静 置 笠 薗 惣 鼠 験{ は箇引金問絡の吻合 18崎閉経過倹" 蛾}

民 嶋 田 川 ブ15聞 | 拍 車 閏 ! 大 開 聞 い 明 也 時 国 間 | 附 山 ， )

d問 lll ( 句) 1  99 .'  1 凹 8 1  99. '  1 目， 1  99. '  1  95. S 

( 玄け . .  鴨 般 州 先/ 1 財団 . L人 目 水 食 品 分 祈 包 J タ - 1; ¥"雌8働省 I t 丙可月白/ 平I i 2Sl f l l A 日日

民検眼精 ・先行事号/ 繍46100881号

. MR S A ( ノテシ 'J ン耐恨慣色フトゥ" 薗} に勺いて" 以上のとれリて ニれのみ剖附問 ｕｾＡＮｴｴ
".， 他の 飴に勺いて" 溢 Ul i t嶋. . 巣

. MR S Aをはじめ大多数の菌に対して 99% 以上の抗菌

効果を発簿。院内の衛生環境を一段と向上させます。

・水まわりの悪臭、尿石、ヌメリ、黒ズミの発生を車軽E五，減¥

. ; 清青婦、管理、維持が簡単。メンテナンスコストを軽減。

・なんど洗浄を繰り返しても、抗菌効果は持続しますL

ｉｾｉｌａｍｉｃ＠

株式会社 I NAX 大阪支社/な: 品位J5大淀中1-1- 9日 ∞ 梅田スカイビル力・ーデンフアイフ'2F

トイレ空聞を、

より人間的な

複合空間として・・・

最適生活空聞をつくる

信越ユニット株式会社

東 京 本 社 : 干 330 埼 玉 県 大 富 市 吉 野 町 ト406- 1

T E L.  048- 654- 495 1自也

大 阪 支 庖 : 干 532 大 阪 市 淀 川 区 西 宮 原 1- 8- 29

テ ラ サ キ 第 2 ピJ レ TEL .  06- 350- 130 1附

ShiJ曲 'Su

52 



「トイレ空間J 特集協賛

誠実奉仕を

モットーに

心をこめた

サービスに努めます

阪急ビーエス株式会社

設 立 昭 和31年 10月 17日

( 阪車産業株式会社の子会社として設立)

社 大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 6 番 8 号 ( 阪急産業梅田ピル)

TEし (06) 315- 7598 F AX (06) 315- 7264 

営 業 所 京 都 京 都 市 下 京 区 塩 小 絡 通 烏 丸 西 入

東塩小路町614 ( 新京都センタビル)

TEし (075) 361- 1524

姫 路 娘路市十二ニ所前町 117番地( 関電姫路支后内)

T E L  (0792)  82- 0531 

奈良 奈良市大森町48番地( 関電奈良支庖内)

T E L  (0742)  24- 1231 

ビル総合管理の内容

設備管理業務

建物内の各種設備の機能を十分に発

婦させ. 建物内の環境条件を良好な

状態に保持するために、君主力の受配

1 冷暖房機器、空気調和装置、ガス、

給 ｭ ＷＩＨｾ 量備、消防‘防災設備等の運

転、保守並びに修理など技術的な管

理にあたる.

警備業務

建物内における盗鋭、火災などの犯

罪 ・事故を未然に防止し、建物および

入居者の安全の碇保と環境の秩序維

持にあたる.

係員が常駐して、毎日作業する.

定期的に月 1 - 2 回作業する.

l  床面洗浄. ワックス塗布.

2.  窓カ・ラス清婦など。

1. 照明器具、ブラインド、換気口の清帰.

2  カーペットクリー二ング.

3 . 建物外壁. 建物内外の金属部など清帰.

建築物環境

衛生管理禦務

法律( 自書してビJ レ管理法) に基づく、

境測定. 貯水憎; 清帰などの業務のほ

方¥建築物環境衛生管理者の指導、助

言を行い. 衛生的環境の確保にあたる.

延べ面積3，OOOm' 以上建物対象.

その他の業務

る

レ

策

わ

リ

決

つ

一

コ

解

苦

フ

開

制

ト

餅

建築技術選書く特装版〉

企画/ 日本建築協会

学芸出版社

干600京都市下京区木津局総通商洞院東入

( T el) 075- 343- 0811 ( Fax) 075- 343- 0810 

vffi 布。

* 解決のノウハウ集

あり得ないと思っても，不具合となっているのが現実

各社で実際に生じた事例をもとに整理・分析

現状 4 原因時処置時再発防止策までを図解で詳説

トラブル予防と対策にす ぐ役立つ 〈チヱ ックリスト } 掲 載

デザイナーを目指す人，施工監理のオーソリティーを志す人へ

建築編

「 建 築 漏 水 」 編 集 委 員 会 編

8 5 判/ 208頁 / 2 色制

定価4120円 ( 本体4000円)

設備編

「 設 備 漏 水j 編 集 委 員 会 編

8 5 判ハ 84頁/ 2 色刷

定価4120円( 本体4000円)

大林組 ，ＱＮ 駆 ｉＺｾ ，消水建設，竹中 工 務 ｊ ［Ｕ， 大成主ｉｬ 設， 松村組 の Ｖ 社 争 中心に，

笑 際 に発生し た事 ｾｊ をもとに社内教育メ ンバ ーが Ｓ 豊島Ａ・分析

{ 目次〉

陸屋根/ 勾配屋根等/ パラペット

外壁/ サ ッシ ・関口郁/ トップライト/ 出入口まわり/ バルコニー

樋/ 床・その他/ 地下/ 結露

用価解脱/ チェックリスト

浅沼K: l : L . 朝日 工 業主1:， 安 藤 建 設 ， 奥 村 組 ， 鹿 島 ， 金 山工 務 応 ， 熊 谷 組 ，

鴻池縦1 ， 五 洋 建 設 ， 佐藤 工業， 清 水 建 設 ， 新菱冷指名工 業 ， 須賀 工 業，

住 友 建 設 ， 西 武 建 設 ， 銭 高 組 ， 大 成 建 設 ， 大 和 ハ ク ス 工 業 ， 竹 中 工 務

庖 ， 鉄 建 建 設 ， 戸 田 建 設 ， 東 海 興 業 ， 東 急 建 設 ， 東 洋 建 設 ， 飛 島 建 設 ，

r.t1海 建 設 ， 凶 版 衛 生工 業所大阪r . ! i， 西 松 建設， 日産建設， 日 本 国 土 開

発 ， ハ サ' マ ， 長 谷 工 コ ー ポ レ ー シ ョ ン ， フ ジ タ ， 不 動 建設 ， 前 回 建 設

工 業 ， 真柄 建設， 松村組， 三 井 建 設 の38社 が 情 報 提 供

( 目次〉

給水/ 鈴湯/ 排水

器具まわり

嫌気/ 空間/ 電気/ その他/ 腐食

チェックリスト
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阪神大以災のち ｴ 場を凡て、前 ｪｊｾＨ ニヲ ｈｩｬｩ し ｩ 釦阿ヒ

したわが1"1の 社 会:5;'1勾:l ドにあ って は 、 ひ と 背IIII は

必 安J 性が少なかった災' ，I{- II#)II トイレが、阪めて電

ｾな Ｈｪｬ￬ ｦｴＡ ｩ 物資として急浮 Ｑ Ｚ し、新たなんば誌の Ｈｉ Ｇｍ 泣 ［

力ちlミめら* 1 . ていると与・える 。

災害時用トイレ対策の問題点

災ｾ ，ｾ ［ 時 Ｉｉｊ トイレ点、間三は人ｲＺ ｗ ｉ ｾ ￬［ 行におけるぷ食住

の一部にかかわるものであるが、仙の災' ，Y;k;1策、

似 ｬ え ｬ ［ｦ ｴｴｾｬ ， ｴ 、次 Ｚ 釘 ｩ などの対策と比校して、ｼ際立 っ

た中与'A"1'，性を宇寺っ ている 。

上記の丸協1が抱える却凶は、 i : として、

① 平常時における側部・訓紛:

② .JJo;'i'; 1 I 寺における配分・市川

である 。 衣料 ・ 食料 ｩ については、所 ｾｩ ，ｬＺの分間ｾ .  

Ｍｩｴ ｬ￬ 給をｾｱＮ Ｈ した段 ｼ 府て ＢＱ ｪＺ，Ｉ， ｾＺ Ｎ ｴ ｆＮＮｦ￭Ｇ .  i刈 1I 者 の J'i i二的

作理に任せても悶る ｮｾｈ 凶力市 ｩ ち卜がる心配は少な

t 、のに対し、 トイレnlJ: 越は、引弘前白からイ火m、

撤 五 そ し て し 以 のf幼白木と、長mJJ/ ¥1になればなる

ほど川! 也は傾斜回全mし、 トイレ機! l ' i I I の選定を. ，誤

ると大変な Je?労 ・不自11令 を 'i ;i ¥L 、られる恐れがある 。

1l ¥1! i l l のうちで大きなも のは、 ド記 の ＮＮ Ｎｉｾ である 。

① トイレおよびその1，' ，1辺 が 不 潔 に な り や す L 、。

災害時トイレシステム

l木村妓研常務取締役

jiEである 。

( 2) 利 便 性

ともえい

① 汚 物 のlixli しを4il かないシステムである 。

(消J 心守T理ITl ii で1leJJI -riや作J l II.fi ' ( こ負担 lぞかけな t 、)

但〉平'I nJ 者にと っ て、イ却 IU"J 山平'I の 良 t 、Wil"比で‘ ある

( 弱者ー・百万曲骨折 ・11( *有子 1aJ II '- / ' i それぞれに大サj必す

る洋式トイレと、多人書 ｫｎ｝ 必 Ｂ ｦ ￍ￬ ｾな平 ＱＱ ム ｴ トイレが

ある) 。

信〉 ノ ｦ キュ ー ムカーに紋らなくても汚物の ｊｊ ，ｉＩ也 処 Ｚ ｾｭ

が nfi mで あ り 、 ま た 、 バ キ ュ ー ム カ ー に よ る 11法人

もできる装 ｩ￹ｾ である 。

@o';t.，j}作業L . i . が作た七汚染を受けな t 、。

信ＩｪＧ ｦｩ 政 ＺＱＮ ｾＧ ｌ､ ｣ｬＧＺ 拠 ｦｬｊｉ 作業が効率 Ｈ ｉ ｾＩＨ こできる 。

(3) メ ン テ ナ ン ス フ リ ー 性

① 附丙官僚; か 1'( 二品11制 作J.!l! .の f H11が か か b な L 、 (経

年劣イヒがなく、長期JJ/.¥I 保 守午しでもい つ までも新品

同 級の 状態を非| 仁科できる ) 0 1坂神大μ 災では、 13
1p

fIII ( こ併時iーされた物も佼川 で き た。

② は ｉ ｕ ［ｬＺゼロの機 ｴｩｾ Ｇ WF造 で あ る 併記出|人l に主主物が

投入されでも、 トイレ木( 4 ) : .lEぴ に 下 水 作 等 に 故 防

を走E こさな t 、Wiili) 。

③ 水、ｾｇＺ力、 ［熱を必要としない単純な 村 ｉｩｩｴ である 。

｀バ ニック ｈ 寺の ｾ￞ｊＧｉＺ ［ ｦ ［ な使川態主主にも放 Ｑ Ｑ 市せずに対

但光&J I;;_( して1leJJI イミfiEになる 。 ]j 芯"f 向Eである 。

③ ｈ直ＧｉＱ抜五 Ｚの 利川 ず名 ｪ Ｇｾ寸 Ｑ肱企びに ｊμｭ 州 ｵ仙凶『刊 ｼ の 人々力か ｂ ら ｴゼ也剖ｾＺＮ 引ｾ ＺＮ汁 ，パ εｩＧｨ 附 ｨ

災L功守と存'時H時キ川の卜イ ν 刈t策1旋之ををナ巡る引I l川川l¥川川lリ川1: 邑幽山iμlは立、 公1衆役トイ ｼ川丙川 ｬ ｩ液 ｉ夜証分 ｩ郎 ｺ羽却 ｦｉ ｾｾ撚 Ｒ総住 の佃仰 働 ｩ Ｉｪ きによつて、 f却州排)1非|ド肘i寸t打|断明勿の9卯O数% を

レ11TH凶である L いっ て川 J . ! sいな L 、。 平 常 時 に お い

ても公衆トイレの作付i 竹':flJ !にはI¥i HWが 多〈、 担 当

朽 の 大 き な 陥 み に な っ ている 1以止から、これが災

Ｇ， ｙｉｉ 寺の ｩ 比百 し した状 ｈｾ ドでは、 ｼＡ Ａ日出はい っ そう ｗ ｉ 川

されるので、 Ｑ ｜ ｜Ｑ題発併を ＡＧＭｉ 仰する 卜 分な ｉ ｾ 犬が必

要である 。

災害時用トイレに必要な条件

［ￆ ｲｾ ｩＱｊ ｬ ｩｬ ＱＱＺの紡却さによれば、 トイレ平 'I JJI 才; の行動

村性には大きな差〉ちがあり、なかに一 定の' ，' 11] 令で、

非常識な行ＱＮｾをする才 ｪＧ 力丸、るＨＨ￝ ｉｉ え ｬ 品 ｩ 物投入 ・

ｬｾ ｊｩ ｭ 行為折 。 阪 神大 ｨＮｾ災では宅カン ・ Ｒ ピン勺 Ｉ 。

これらの行ＮＨＮＮｾ＿Ｚ， '11. なる 符 t'-;- .  -t行ぷ主t. tpてρIVi .tJ こする こ

とは凶弘 ｦ ｾ である 。 また物品 ｴ ｊｩを誤 っ て落としてし

まうケース ω11え ば11以勿) もあり、災'，!i: 時川トイ

レの絶対条1' 1 ' 1 立、これらの行為が加えられでも決

して故防を起こさないことで. ある 。

以上の絶対条例ーに /) 11 えて、災' ，I ; =lk'OII トイレとし

ての必須条件として、 J久' のJ ilI lがあげられる 。

( 1) 即 応 牲

① 発 災 後11'( ちに侠)11"1能 な 状 態 に で き る 。

② 適切と判断された場所ならどこでも設 ｪｆ ［ てＮＮｾ 6
0  

③ わずかなジ'] ) J て次' }-; : . ; I'f 能である。

C D! 抑制J を 持 た な い 人 で も 組み立てができる。

⑤ 運 送 ( ト ラ ッ ク ) や 、 組 鍛 υ U)) に{ 抑 l山 桃
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ｲＱ ￯ めるｻ史問 ｼ 人 ｬ 液体分を手持 ［ かつＧムＮＺｾに例外に釧 ＱＧＱＧＱ

で き る 。 こ れ に よ り 来 扱|利品11なパ、キュームカーに

よる H放い .'-1'. しなしに、数千1"1 もの州 iJII.1勿を j!.l1%)'e し

て 受 け 入 れ る こ と が で き る 。 その際、 H' h. lj;行'I を 通

過 さ せ る こ と に よ り 伝 染 性 的 染 の 恐 れ な く 、 排 水

ホースを通じて既存の排水桝汽、に放流することも

で き る 。

利用人数とトイレ個数の関係

災 右H寺川] トイレの必袈数は、そ の場所に集まる

人の 数 、 そ の人 の々行i l l J )，f，b ¥(19'1ぇ ぱA皇賞fI 行 動 の

途 中 な の か 、 そ の 場 所 に 泌 ち Jrf くのか、 111独 行 動

か、家族と 一品目か等 々 に よ っ て使川態様に相| 述が

あるＩに準じて決めればＡｾいと考えられる 。

表 1 一般 建 築 物 の 所 要 便 器 数 基 準

500人 1000人

J E S 学 校 女 子 使 探 25 50  

11 学 校 男 子 大 使封書 10 20 

労 基 工 場 使 十m 19  36 

11 工 場 使 骨 骨 7  12 

N P C寄 宿 舎 女 子 使告書 25 50 

11 寄宿舎男子大使器 20 40 

労 規 労 働 安 全 衛 生 規 則

p  C  :  Nat ional  Pl umbi ng Codc (U.S. A)  

一概 に 明 確 な 数 をA比定することはできな L 、が、

概時 一 弛主主築誌［ｴ ｬ の Ｎｴ ｊＯ ｾ 令Ｈ二月 ｉｌ 、る Ｑ 副 主Ｈ 表 Ｑ ) に

よ り 、 久 子 川 使 総 と 引 子m大小オω IJ 使 協 の 介 引 で

1000人 に 対 し て 約20- 50ll 百! を必要数としている 。

ただし、 トイレの場介、使川: r ，. 数と設置数のバラ

ン ス が」込いときは待ちH制 ¥1が少なくスムースザに人

数をさばくことが，'I' ，: i I そるが、必必要文にわずかによ主

していないと長い行列ができてしまう炉'1' 1ゴ:がある

( 待ち令わせ ・行手1I のrm論) 。

35 

30  

議 25

恩

20 

開

思 15

10 

必要便器個数

V  5  

収容人数

( 待ち行列 l∞o人当たり 6 人のケース)

500 1000 1500 2000 2500 3000 

収 容 人 数

図 1 待ち合わせ時間の差

図 1 は 、 行 列 の 理 論 に 基 づ い た 待 ち 合 わ せILr.川

の 差 を 表 し た も の で 、 そ の 場 所 に 集 ま る 人 数、 作

1' 1の ト イ レ IJi 祈H寺11' ，] 、 トイレ利 JJI の ラ ッ シ ュ11、Y'I日j

の長さ等が大きく JirAI1することをぶしている 。

組立式トイレの矯造と機能

災ｾＡ河 ｬ キの ｩ 昆古じ ｩ 犬悠の ＧＱＧ で円 ｈｩｬ に機能し、制 ｬ 市せ

ず、終水処思にも百111干の良いトイレは、 liiiJAの 必

須 粂1'1・を 併 せ 備 え て い る こ と がTii i1廷であり、さら

にタゴ本の村長造は極| 泌まて I転車屯化されていなければ

ならな t 、。 柔秋て' 火定した機能! : ＧＱ Ｑ 純機怖 の ＮＩｾＨｊｬｬ ｩ

こそが、 一瞬の人寸也浪 で そ れ ま で の 文 化ι I". ii "' i から

l点始の 111:料 へ 引 き反された際に刈! 必て‘ きる災' ， '::lh1j :

)TI トイレの基本的条例ーにはかな らな t 、。

この粂何件1 がi尚1前市たされるとし、 あらゆる f似必わ れ) j に

|  

ベてを受け入れて、作現l不 在 の 状 況 下 で あっ ても

安 定 し た 機 能 を 長H制 l間 報 す る こ と が 可 能 に な る

( 災羽l寺JJ I トイ レ の 線 釧1;'i 'I::J は発災直後カ‘ ら撤収



5 型 (一般用) 大便所仕様

組 立 寸 法 DI060mmX  w900mm X  H2370mm 

重 主I 約52kg

ドアー用支柱
荷 姿

ダンボール箱入り

(D  1l 10mm X  w930mmX  '.' 300mm)  

使 裕 容 f立 約300e

t市
x、比g  

スチーノレ角パイプ(組み立て式)

中見 使 押 ? P V C ターポ リンシート

天 蓋 ・化 粧 板 AsS  

タ フ ッ プ 静m吹付り塗装

架台周囲シート ターポリンシート製( 防炎性)

滅 菌 装 ta 4匝紫1¥11

手 間 り ペーノマーホルダー付き

向、 、一

11白、工翌 日

タラップ

図 2 一般用組立トイレ ｾ＠

図 3 車椅子用組立タイプ

天蓋

ドアー用支柱

延長ホース

手懲り

鎚

幌

図 4 小スペース洋式組立 トイレ( 室内組み立て向き)

まで、長崎 TIi .  q，訓 1I 市とも 3 カJ l R I : : . 、阪神大j1.:f

災ても 4 )1 15  fl lJ tu'侠 川 し て い る遊興lf}oJ i があり、

当初] 了氾l をはるかにy出えるもので‘ あ った) 。

ｒ ｲ Ｎ の機能を※ ｉｊ ｾ した ー イ Ｙ Ｑ Ｑ として 、 ｼ 刈液 分間 ｩ 防 波 ｡

wiーによる分JlllfJj 文j和機能を具備する製IRL には、 図 2

に示す剥l式 仙L トイレと 図 3 (こ示 すエ11ft.汗JII の 組

立 ト イレ、そして ｬ 阪神大 ｩＱｴＱｊｾ の経験から生まれた

図 4 の ス ペー スをとらない室 内 組み立てが可能な

洋 式 トイ レ( ヰ. に歩行可能な弱者大掛D、そして 図

Ｕ に示すＺｪＢＩｪＧり 円 み式 小 ｦ 凶器 の有ｾ ｊｩ がある 。

それぞ、れ独立した令機能 制 御 で き る よ う 梢 成

され、平H寺には侃ii 菩j スペースをと らねようにそれ

ぞれの寸法に令わせた段ボーノレキi'iにずj川 口 んた、状

態て給制されており、平 Ｑ ｊ ｉ 型てあるため ｩ ｾ 夜泣場所

H 型 (車椅子用 ) 大便所仕機

組 立 寸 法
。2100mmx 11' 1190mmX H2000mm 

重 1，1  約62kg

t. li 型E

ダンボー J レ箱入 り

( D 1270mm X  11' 930mm X  H  360mm)  

使 僧 容 五t 約120e

十月
vzεt 三 スチーノレ角パイプ( 組み立て式)

幌 使 柑 P VC ターポリンシート

天 蓋 ・化 粧 板 AsS  ilH水ベニア合叡

滅 菌 装 置 塩紫1¥11

手 関 り ( パーチクノレボード 、ウレタン塗装) X 2

ペ パー 掛 け

排水汀l延長ホース 5  m 

図 5 折り畳み式小便器

の ス ペー スを有効に使う こと ができる 。

十告制さ れているわ防災苦11材 は、 f史日品、便利Yを最ILみ

込んである架台、同液分 ｩ 月 ｦ ｾ 然 、 ｉ ｾ ｙｉＺ［ｦ ｾ、 パ イ フ守主、

タラッフヘ そのf也イ、秒β !i'i からな っ てお り、初J めて

の人 々 で も 説lリl引を読みながら 30- 40分、 二 度 目

か ら は 15分く らいて子ILみ 立 て る こ と が で き る よ

うに工夫されて L 、る 。

おわりに

当 社1j. IQ制 l' 大浜災の発災後まもなくボランティ

アとして弓U也に人 り、創Lみ立てや、その指導 に 1hI，

力 させて いただいた。被災者ーをはじめ多くの凶 係

者 の 方 々 か ら 微 力 な が b お役に立っていること さ;

を伺えたことは大きな存びである。

平 成 5 年、北海道南西沖地震 にて、災害時用トイレを

使用する親子

トイレを組み立てているそばから使用する人もー神戸市 ー

災害時用トイレを設営後、使用方法に耳を傾ける

人守一神戸市ー

在 宅 被災者のためにも避難場所以外に簡易 トイレ

の 設置 をー神戸市ー
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鋼 構i詰EJ 柱j出!昔日 l卓、鉄"'J構造の以下書1Iに引/:1白した

桜令部で、鉄'1' 1から鉄筋コンクリ ー卜 部分へ、円

ifi な応力伝達が王室まれる音rl 位である 。欽什心掛lの

タ怜見からの: A 状については、すでに 15年ιんトーも経

過したが、 Ｊ ｾ Ｎｾ ｾ ｬ Ｉ で紹介している 。 当時から、この

接合苦 Ｑ ｉ には川組が多〈、 ｉ ｾ ｉ 然災害のたびにこの部

分、および こ の部分に端を発した被Ｇ Ｍ Ｎ ｟ｉＺ［Ｚ ｾ［ｫ ￳ ｣ がは出

された。

Ｑ ＹＸＱ 年に新耐震設問法が公布され、ｊＮ［ ｾ ｉｉｉ ｜ｊ 及、 Ｉ Ｑ ヲタ ｬ

の制 限 お よびYil 性 設計 的立場から、 t i: J日申告1I の 剛

性 ・ 耐力 ・ 復元力 ｾ 寺院に大きな関 心 がよせられる

ようになった。 その結果、研究も活発に行われる

ようになり、鋼f出品造設計胞工指針 ・|百]解説叫こそ

の成果がまとめられた。新し L 、設刊去に変わる頃

から、柱脚施工もいくつかの新工法3) が紹介され、

施工状態は進展し、現場胞工にも内白dまがなされる

ようにな った。

しかし、 11掛 け!大渓災の被官1犬ol. を机討をすると、

紙めて ｩ 佐町、吉 ｼ 出ニ ［γｊ んだ鉄十 ｪＭ ム ｾｾ 勿がみられる ー ＩＩ て、

不 良 施工のために被害 ぞ受けた桃 造 物 も少なから

ず縦 認 さ れ た。 とくに新耐足首生日|法 制 定 !日 に 設

計 ・胞工された主主物に、柱j闘l昔1Iを起肉とすると忠

われる干皮 ｾ ｾＺが多〈、 2 1l'i ι L七に被古がな t 、にもか

かわらず、 1  Wiii}j 撲の建物がかなりイバ正した。

今 |日! の地誌で1主、設刊l寺の外ブ) ;を，也i位した) ) が

作 HJ し、被災した建物もみ られたが、不良紅白ま

より大級官ーに結びつ いたと忠われる :J河川も数多〈

観察された。

図 1 は、組問lのl百liJi 云|荷Irl :i!: 'jH ;ll の モー メン ト分

布、 1 ｊｾＱ の ｍ ｪｉ ｜ｊ 炎形との ｼ 見 ｬ 係を示すために仮定さ

れた 3 つの代表的 な仮想付 組を示す。 この 'I' j・品Ll に、

|欠lに示す仮想 の水平力が作用した場令 のWf.折-k，;'i;nー

を図 2 4 ) に示す。 点 線 は 1 } 宵柱の柱jjnモーメン卜、

破線は柱脚モーメントを示している 。 ま ｴ ，Ｚｾ 線は

1 胞のj音問変形を示す。柱 の 反ElJ: 1点 お き は 、 校 ・

はり同IJ上t ，_ 府高、!百数、スパン長、スパン数等に

よって呉なるが、柱脚固定の場合、通常、}( 1i ' . ' : ; の

1/ 2よりもわずかに上に位置する 。

図 3 に示すような』掛町l昔日の回転向Ir性 を 文 献 2) よ

り ［ ｾめると、 ｬ ￺ ］ Ｑ ＳＮＸ ｘ ＱＰ Ｔ ｴ ・ ｣ｭ Ｏ ｲ｡､ が紛られ

た。 この糊却の実大言同党で求めた水平荷量一 釘 |ヲ

|民j係を図 4 に示す。 なお、図中に晋1-算他も示して

ｌ 、る 。 ｾ験値は、はぽ計算値と 一 致しているが小

きめのfu立となった。 この』主胸lは災』倹J : rj ( ニイ乍られた

もので、精度』込〈施工されたが、現場では、ベー

スプレート 下面のモルタノレ充てんに|民l しl利鮒 な場

合が多〈、 向転問Ir性は低めの値となる危険性があ

る。 アンカ ー ボル トの佐世精度カ苛'(ri保された場合、

固定度に大きく 2汐占禁を与える要閃はベースプレー

ト下面とモルタルとの密計度であろう 。組捌lの 1"1

転|耐性の低下とともに柱顕モー メン卜は大きく、
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鋼構造露出柱脚部の剛性と骨組の応力・変形

中 島 茂喜 助 悼 し げ と し

大阪工業大学助教侵

図 3 仮想柱と回転剛性

一一一単調載荷

10  

Om，， =+5.801 

-10 

ト

仁

12 

ー一一 繰返載荷

Om.. =+5. 621  

1-10  Om制 = ー5. 401

図 2 柱脚の回転剛性と 1 層 の 柱 頭 ・柱脚

モーメント、 1 層層間変形との関係
図 4 水平荷重 ( Q) 一変形 ( o) 曲線

}c11f¥J変形も WI大することがわかる 。

また、 l女12 に示す' ，'1キIl のj必) J 分イli は、中: J : J 制限1Iの

同志! 支の哨大を [ 1Ｈｉｾｊ として、 ｴ伯柱 ｪ主Ｎ￬ Ｇ Ｎ 卜 百司［白にフブ辛ラケツ卜

をl 収りf付、，J けfた，:!Je' 1料特f'怜持守可寺r守9-*なな: ｾ ，、刊附削 ｬ の ｼドＢ川 Ｑリ ｬド川 ｩ ｬ転ｼ

X 1ωO'叱t .cαcm/ r日adω) にI九刈‘，Jするものてある 。本w(，;j ' }i 'およ

び' ぷ持主では、車111)) のJil 洲』を考j，&していないが、位

以 ＱＱ 同定度の低下は、柱の ｈｾｊｉｉ ｌ｢ 毛 を明 人ー させること

にもなる 。

止泊制tJ づ捌捗捌U止捌，1附 |

せる f危立凶v険尖性があるのてで、、 -J・分に余怖のある設日 |ーと

入念な胞工を必ｾとする 。 ＮＡＮＨｾ ｾ な ｾｾ ｮｬｬ 問調 ｬ の採 ｊ ｉｊ

はすべきでなく、似定ぞ満足させるような似 i屯な

; 両 |ー・}j l!i._仁カ記i'l まれる 。
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[ お知らせ]

環境シンポジウム開催

環境シンポジウム「豊かな都市環境の創造一都市と自

然の共生ー」では、環境負荷の小さい都市、持続可能

な都市づくり、経済、社会と自然のバランスを踏まえ

た新たな都市構造の創造などについて、っくり手の立

場、住まい手の立場、自然保護の立場で参加し討論す

る。主催は大阪ガス。

日 時 1995年 6 月15日附 14 :  ｏ ｏ ｾ＠ 1  6  :  30  

会 場 ガ ス ピ ル 3階ホール( 大阪市中央区平野町4-

1-2) 

定 員 300名( 入場無料)

申込先大阪ガスインテリアデザインスクール (TEL

06- 262- 3214、 FAX 06-262-7202)  

講 師 基 調 詩J 寅/ 三輪昌子氏( 生〉吉宗干論家)

パネルデイスカッション/ 遠膝剛生( 遠疎剛

生建築設計事務所) 、杉山恵一 ( 静岡大学教

授) 、増田昇( 大蜘存立大学助事対受) の各氏。

コーディネーターは古館晋( 大阪カ'スエネル

ギー・ 文化研究所) 氏。

8 P8 CB d巴sign school  S Dゼミ

.6月開講「住空間を考える，j - 毎週水曜日一

現代の都市と住空間を、 5 人の特色ある作家がそれぞ

れの立場から見つめ直す。

6 月21 日「住居論」

講師東孝光氏( 大阪大学環境工学科事対受)

7 月12日「コーポラティフ'ハウス」

講師安原秀氏( ヘキサ)

7 月19日 「住まいと環境J

講 師 石 井 修 氏 ( 美 建 ・設計事務所)

7 月26日「未来型住事汗究」

講師 森山佳嗣氏 ( KBI計画 ・5宣言十事務所)

8 月 9 日 「集合住=宅の言十函」

講師遠藤岡1) 生氏( 遠疎剛生建築設計事務所)

・7 月開講 「都市と自然の共生J ー毎週金曜日一

自然との調和を図り、活力と魅力に満ちた都市の持続

的発展を目指して、都市のアメ ニティとエコ ロジーの

接点、を探る。

7 月 7 日 「ランドスケープデザインの基本的枠組みJ

7 月14日「自然を読む ・サイトアナリスJ

7 月21 日 「自然を生かす . サイトプランニングJ

7 月28日 「自然を表現する・デザイン」

8 月 4 日 「ランドスケープデザインの今後」

以上の講師は、増田昇氏( 大阪府立大学農学部助教

授) 、稲田純一氏( ランドスケープ ・アーキテク卜) 。

両ゼミとも、時間 Ｑ Ｘ ・ ＳＰｾＲＰ :  50、定員30名( 先着

順) 、受詳料35000円( 再受講は 30000円) 、会場大阪ガ

スインテリアデザインスク ール( 大阪市中央区備後町

3-6-14 備後町オークピル 6 F) 。

申込は、同スクール (TEL 06-262- 4089) へ。

n f o r ma t i o n  

u医療福祉建築基礎講座11 7月に開催

(紛日本医療福祉建築協会< (初日本病院建築協会から名 ・病院の全体計画/ 栗原嘉一郎氏( 日本医療福祉建築

称変更> は、活動の範囲を「医療施設、福祉方在設、保 協会副会長)

働鍛の建築」まで広げたのを機に、その講座名称も ・病棟/ 長，塁泰氏( 東京大学専服)

‘ 医療福祉建築基礎講座。に改め、講座への一般参加 ・外来部/ 中山茂樹氏 ( 千葉大学助事対受)

者を募っている。詳細問い合わせは、同協会へ。 ・診療部門( 手術・放射線・検査) / 西里子範夫氏( 田中・

会 場 建 築 会 館 ホール( 東京都F巷区芝5-26-20) 西里子設計事務所所長)

定 員 180名( 定員になり次第締め切り) ・1995年 7 月 4 日ω 9 :  ＳＰｾＱＷ＠ :  00 

受講費日本医療福祉建築協会会員 20000円 ・供給 ・情報/ 中野明氏( 京都女子大学助事対受)

一般 40000円 ・設備/ 高野童文氏( 高野童文建築事務所所長)

申込参加申込書を郵送または FAX で、 (初日本医療 ・特別講義: 新ゴールドプラン/ ; 可幹夫氏( 厚生省)

福祉建築協会( 干 108 東京都港区芝5-26-20、 - 高齢者施設の体系と諸基準/ 箆 J享夫氏( 国立医

TEL  03引 53-9904， FAX 03引 53-7573)へ。 療 ・病院智里研究所)

また受講費も申込時に振り込む。 特別養護老人ホーム・老人{ 呆{ 樹首設の計画/ 小，竜一

・1995年 7 月 3 日(月) 9:  Ｓ Ｐ ｾ＠ 1  7  :  00  正氏。黄兵国立大学事対受)

・倒逮 ・医療 ・福祉方信主計画概論/ 松本啓俊氏( 東北 ・高齢者の射本特性と建築計画/ 大原一興氏( 倹，兵国

工業大学客員事匁受) 立大学助事対受)

「地球環境時代における建築設備の課題j 報告会開催

空気調和 ・衛生工学会 ri白羽素境に関する委員会J は、

建築設備における環境負荷の削減に関する報告書「地

E耗案境時代における建築設備の課題j をまとめた。

・名古屋会場 1995年 7 月13日附 Ｙ ・ ＳＰｾＱＸ Ｚ 00 

会 場名古屋国際会議場| 号館 131会議室( 名古屋

市熱田区) TEL 052- 683- 771 1  定員 100名

・大阪会場 1995年 7 月14日倒 9  :  ＳＰｾ＠ 18:  00 

. 6、

ヨエ 場 千里ライフサイエンスセンター( 豊中市新

千里東町) TEL 06- 873- 2010 定員 150名

参 加 費 空 気 ・調平凶翁生工学会会員8000円

一般 10000円( テキス卜代、消費税含む)

申込方法 FAX で、氏名、勤務先 ・所在I也 電 話 番

工学会f也持素境に関する委員会 (FAX 03-

3363- 826臥 TEL 03-3363-8261)へ。参加

費払い込み先ほかの問い合わせも同所へ。

建築設備を取り巻く状況/ 石福昭氏

建築設備前也楊境に関わる晶官時半時且みパ時賀:13尚氏

建築設備の環境負荷評価手法/ 橋本健氏

建築設備の LCCO，算出方法と試算例/ 佐厳正章氏

t也 樽 智 噛 と 詰 十 ・施工 ・旬里/ m京 敦 氏

試算例が示す建築設備の環境負荷削減対策/ 里子原文男氏

建築設備のフロン対策の現状と課題/ 田中俊彦氏

和見開発技術による対策の展望/ 鴨志田隼司氏

t也却素境問題と水環境対策/ 鎌田元康氏

号、希望会場を明記し、 (社屋気調和 ・衛生 水処理における環境負荷削減文様ゾ岡田誠之氏

「リビングデザイン賞J 創設、作昂募集へ

オ ゾ ン

リビングデザインセンタ ー OZONE は、生活者と建築

家やデザイナーが参加できる「リビングデザイン賞J

を新設した。この賞は、日頃の暮らしの中て考える住

まいの「夢H 思い」を一般から募り、その中から作品

募集のテーマを決定するもので、第| 回のテーマは「大

切な人に贈る小さな小さな家」。

生活者の立場から投げかけられたこのテーマに対する

自由な発想の作品を公募する。

応募期間 1995年 7 月 1 日仕ト 7 月31 日(月)

応募資格住まいに関心のある建築家、デザイナ一、

クリエイタ ーの個人またはク・ループ。学生

も可。国籍 ・年齢問わず。 日本在住者。

応募作品建築、インテリア、家具等のジャンルは問

わず。下記範囲で想定したオリジナル作品。

① 「大切な人」とは身近な人

② 「家の広さ j は想定する同居人数x 10 

m' +  10 m'以内

③ 「建てる場所j は日本国内

応 募 方 法 出 品 料2000円は郵便振替口座00160ーか

5553に振込み、下記α 渇 を同封し、リビ

ングデザイン賞事務局( 干 153 東京都目黒

区中目黒 1-8-8 F2ピル環境計画研究所、

TEL  03- 3791-8918) へ郵送。

① プレゼンテーシヨンボード A I 判| 枚、

②出品申込書、 ③出品車ヰ受領書コピー

審査員内田繁氏( インテリアデザイナー)

柏木博氏( デザイン評論家)

沢田知子氏( 文化女子大学専対受)

島森路子氏( 広告f!t評編集長)

妹島和世氏( 建築家)

賞 金グランプリ| 点3叩万円、準グランプリ 2

点各50万円、入選20名程度各 10万円
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評 議 員 会

第 3 固定時評議員会

ＲＲ 日 ・ Ｕ 時 ｾＵ 時 ＴＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 鶴 田 議 長 ほ か 4 3名( 委任状共)

議事 Ｈ ｉ ｾ 将義員会議長及 ｵ 冨リ議長互選の件

(2副会長及ひ理事出塁の件

(3)' !I成 7 年度事業副酉( 案) 承認の件

(4)' !I成 7 年度収支予算( 案) 承認の件

理 事 会

第 7 固定修l j I 里事会

ＲＲ 日 ・ Ｔ 時 ｾＴ 時 ＴＵ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か 2 g名

議 事 ( 1副会長及ひ主里事改選の件

(2嘱 託 委 嘱 の 件

(3)' !I成6年度第3固定時評議員会提出誠実の件

(4脇 賛 ・後援名義使用承認の件

(5)入退会者承認の件

(6)1事業報告

編 集 委 員 会

第 9 回 計 画 系 建 築 一 分 科 会

Ｓ 日 ・ Ｗ 時 ｾｉ 日時 ・於本会会議室

出 席 者 山 本 幹 事 ほ か 5 名

議 事 平 成 7 年 9 月号の本分科会特集の内容検討

第 12回会員企画小委員会

Ｗ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 稲 木 副 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 ( 1)シリーズものの報告と掲載予定

(2滞庁しい企画案について

第川田広告企画小委員会

Ｘ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 勝 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 収 支 状 況 報 告

第 9 回計画系ーインテリア ・住宅一分科会

Ｘ 日 ・ Ｗ 時 ｾｉｏ 日寺 ＴＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 中 村 幹 事 ほ か 6 名

議 事 平 成 7 年 7 月号本分手何言特集の検討

第 12回編集委員会

Ｙ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 富 田 副 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1) 3 月号「飛騨 ・美農ーまちの活性化と地方

文化」特集

(2) 4 月号「トイレからみた都市文化J 特 集

(3) 5 月号「トイレ空間J 特 集

(4阪 支 状 況 報 告

第 12回設備分科会

ＱＴ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 村 上 幹 事 ほ か 9 名

( 1) 5 月号「トイレ空間J 特集の経過報告

(2) 同支備の頁」の企画

(3) 11月号設備特集の企画

(4漸年度幹事の内定

第 12回+ 翫宣分科会

ＱＵ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時・於本会会議室

出 席 者 二 宮 幹 事 ほ か 8 名

議 事 ( 1斯年度構造分科会委員構成
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月間の動き

(2) 10月号構造特集の企画

(3)  rキ翫宣の頁J の企画

第 9 回施工材料ゆ科会

ＱＶ 日 ・ Ｔ 時 ｾＶ 時半 ・ 於本会会議室

出席者小中佐八重幹事ほか 3 名

議 事 特 集 案 の 検 討

第 13回作品作風小委員会

ＲＳ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 前 川 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1)1 " 乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(2) 1" 乍品の選定

(3)  i Gall eryJ 掲載報告 ・予 定

(4)  i S KET CH  B OOK欄」の掲載予定

第 10回計函系ー建築一分科会

ＲＹ 日 ・ Ｔ 時 ｾｉｏ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 山 本 幹 事 ほ か 11名

議 事 i WT CJ 見 学

事 業 委 員 会

第 7 回広報小委員会

ｬ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ＳＵ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 原 見 副 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 ( 1揃聞事業委員会の報告

(2)第 2 介科会からの報告と検討

(3 ):1事業委員総会について

第 11回若い会員の集い小委員会

Ｗ 日 ・ Ｗ 時 ｾＹ 時 ＴＵ 分・絵本会会議室

出 席 者 松 隈 幹 事 ほ か 4 名

議 事 { け今後の企画について

(21. 幸庁年度の委員会委員の方針について

(3) : 1 事業委員会総会について

・(4定委員の時間

第 7 国見学会小委員会

Ｙ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時 川 分 ・ 絵本会会議室

出 席 者 伊 東 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1駒田事業委員会の報告

(2)実施報告

(3)今後の予定及び - 今後の候補について

(4)見学会アンケー卜の内容について

(5湾業委員総会の参加者の確認

(6斯年度の介手十会の構成について

事業委員総会( + 見学 ・朝見会)

ＱＸ 日 Ｎ Ｓ 時半 ｾＷ 時 ＴＰ 分 ・ 於マイカル三国 ・ ポ口口ッ力

出 席 者 多 弁 委 員 長 ほ か 10名

E毅 各小委員会からの報告と検討

教 育 委 員 会

第 41図工高生デザインコンクール募集規定作成会

ＱＳ 日・ Ｖ 時 ｾＹ 時 ＱＵ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 北 浦 審 査 委 員 長 ほ か 審 査 員 9 名、片倉 ・和田

正副委員長ほか委員 4 名

議 事募耳夢見定( 案) のヰ錯すその他

第 2 回講習会小委員会

ＱＵ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ・ 於本会会械室

出 席 者 佐 藤 副 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1体年度建築工事実務講習会( 大阪開催 ・地

方開催) 実施報告

(2)次年度の事業計画

【平成7 年 3月分】

(3)次年度の委員編成

第 2 回数育委員会

ＲＳ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 Ｑ Ｕ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 片 倉 委 員 長 ほ か 12名

検 事 ( 1購 習 会 ・工高生紋育両小委員会の本年度

報 告

(2購 習 会 ・工高生絞育両小委員会の次年度

業計画

(3)次年度の委員編成について

出 版委 員 会

第 10回 出 版委 員 会

Ｑ Ｖ 日 ・ Ｕ 時 ｾ Ｖ 時 半 ・ 扮本会会議室

出 席 者 須 賀 委 員 長 ほ か ゆ名

議 事 ( 1) <プロのノウハウ〉と特装本の車五島報告

(2)今後のテーマと幸九筆者i茎定

(3)  i プロの ノウハウJ 講座シ リー ズ

3 0's E Y E  - 2 1世 紀への エ スキ ス

中川 理「ディズニーランドでまちはつくれるか? 一

公共デザインの変貌を考えるJ

ＳＱ 日・ Ｖ 時 半 ｾＸ 時 ＵＰ 介 ・ 参加者 24名

見 学 会

鶴見はなぽ~とブロッサム見学会

ＲＸ 日 ・ Ｒ 時 ｾＴ 時半 ・ 参加者 31名

建 築 ク ラ ブ

ＱＴ 日 ・ Ｘ 時半 ｾｉｏ 時 ・ 於大阪グランドホテル

演 題 中 国 石 少j莫開発 ・日本協力隊

「石少漠緑化実践隊」に参加して

講 師 ， 磐 井 敏 郎 氏 ( 村 オ 開 発 側 )

参 加 者 68名

入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 5 ヰ1)

織田工務広 併 繍内商会 久保工務l吉

側ト ーエネ ック 柳 原 組

〔個人会員同名〕

伊 蕗 華 かー 今 西 邦 夫 大塚日出夫

( 伊匝担割阻計事輯踊) ( 今西組) ( : 1;3岨}

蔭 山 隆 夫

付包 f HI I i )

田 村 亨 介

( 阻e. 1II 酷}

成田 直

{ パプリックアート研究所)

蔭 山 利 夫 i翠村喜久夫

( 0 ; 山一岨盟築士事 輯所} 【fl' H 噛時世計移輯所}

高 原 幸 誠

{ 連沼組)

橋 本 宏

中 井 力

(，.1;沼m

勝TLE?豆、

松浦定; as 三 宅 祥 介 渡 辺 学

{ 中聞副市聾個センター) ( : t スイー エスII 境計画宜) ( 中田副市畳柵セ〆ター}

( ; 佳会員 l 名〕

八 木 康 夫

( 大胆大会学大学院}

司会員の言ト幸匝

小西吉太郎( 小西建築設計事務所)

- 訂 正

平 成 7 午 3 )  I  ¥;- r;;Jt liiii (7) J:l J の わ立れの ) J 曜とは」に

J32りがありましたのでに下記のように: 1T II ミします。

P103のホ段 "J J Ｇ ｴ ，ｾ 改汗め Ｚ［ＧＩｊ 栄の Ａｴｩ の ｳｮ ｬｬ

8 5 - ) J 本[ %]

ぷ: 1&-1，キ トイ在= 契約ルホ料金 x (1ー

100 

8 5 - ) J )終 [ %1

dニ: 1跡 事・|令= 契約基本草・険 x (1+  

100 



空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

(設計 ・施工)

組朝日工業社

本社 ・木J;5 東京都港区浜松田Tl - 25- 7 危話03( 3432) 5711

大 阪 支 社 大 阪市淀川 区加烏ト58- 59 1{j; 話 06 (302)  2270 

支 庖 北海道/ 東北/ 北関東/ 横浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産業 廃 水 設 備

設 計 施 工

e D ヲイヲ: J 械式会社

窓底・大陪志社 干 550 k 臥 d，両! l ( i I r
i
堀 ，1. 19 l1'i 25り 屯，11，(06 ).14' 823'  

東 京 本 社 干 IU2 取材'， r. nf  ＱｾＢｉｉ ，ＨｩＺ Ｇ、 Ａは Ｒ 1  1115l鴨 川 サ 唯，1，¥(υ3)3261ぬ2; U

支 社 1' 1 ，t，W 加! 品1

宜 底 札Ｎｾ .  fl.l tfi 析11; 大 H . f ! t . 揃 lF. .  Ｑｮｬｾ＠ .  Jidm . 神 ド 人 月 "1'1，

1ム 品 (.:1 松 m;+ 

宮 a健 所 吊 Iム 1，);1館 1・I ｾＮ＠ fA11 I 曜1品1 前 前 hcff .  I印 刷 ｾｾｉ 111 .  ，1' .  Ｎ，［ｾ山

tMJ I. .  ｬ ｴ［ 山松山 ｉｻｾ iil 北 九 州 晩 児 品 開 町

出 張 所 地 川 相 品 川 崎 。 掛 け 也 品 ｾ＠ ｉｾｉ＠ .  1<叫 人分 ・ 川 崎

海 外 支 底 / / カ ポ ー ル ホ 〆 コ 〆

授 楠 研 究 所 〒 '54 JゐI Ｂｾ人 Ｑ Ｚｬ ｬｭ［ '. ) ; 町人 I 北川区 H 円。 酢地 唯 'il r， (υ柑 引 51'1 1511 

笠公，U，¥I 利| 設備 / '  X  '¥ 1
1n  l  設 備

給 排 水 技 術 1 /冨¥1 ノ Ｇ ｊ Ｈ 処 ｐｾ 胞 ｡ｩＲ

Ｇ ｉ ｾ ｏＺ 気設Ｈｩ ￌｉￏ マー"} r f. 思 J克胞，; 生

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支庖長 三 田 村 嘉 也

大 阪 支 盾 大阪市中央区北浜2- 2- 21 fl1話06( 202) 3071 ( 代表)

本社・東京本庖 東京都千代田区有楽町1-4寸 電話03( 3502) 61 11 ( 大代)

支 庖 名古屋 ・九州 ・北海道 ・中国 ・東北 ・北陸 ・伸戸 ・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株式奮社

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 紅権問T 3 番 5 号 電 話 (352) 1  1  3  1刊

本 社 東京都 中 央区 日本J作成脇役IHT 2 - 2 2 泣荷 ( 3667) 3431  ( 大ft)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札幌 ・広 島 ・術 開 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。 -
-
-

空晃 調株式会社

本 ｾｴ＠ k阪市中央! > ( 域且 2 r lJ 1帯61 ¥} ツイン21MIDタワー ;11:8 06-949- 1371 

ｾＡｊ［Ｈ 本 ｉｬｦ ｾＡ＠ J;( r. 11新 t(i l2<. 刊 新 m 新 'r(i fJ ぷピノレ '; 11，;[;03-3344- 1911 

大阪本Jh 大阪 r1i 北 区 内 天 j 出 3 r 口13 千件 20 ¥; ・I1 J8 06-363- 1371  

X. Jl{ 11Il fi . ，wl浜 ・:g .' i賂 ・)ji: r.J 1・村り ・・ lよね . fi' ，¥J，'iJ 

れ 1佐 川 札 帆 ・訟 iI

，')'， 1U 所 ｉ ｬｪ Ｇ ｾ 年秋日 ｬ ・ ＧＮＧＮｬｫ ｬ 前 Ｑ Ｎ 大宮 ・ 千葉 ・ 川崎 ・ Ｑ ＮＱ Ｑ 梨 ・［ Ｚ ［Ｇ［ｊＮｬ ｊ .  1;，¥)1' 

ｦＱｲＺｦｾｬ ｬｊ＠ .  ＮｲＮ ｾｬｦｾ＠ .  ｉ［ｾｊ 山 ・ ＱＺｊｩ 松 ・ 下 ｬ 則 ・ 熊本 ・ 山崎 ・ 胤児 ｲＮｾ .  i'l' 純

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

ー・9 よりよき環境へ技術で挑む一一一一

<+>>> 株 式 会 社 精 研

白凶 ーーー一

本 l-I :  }([I{，I; 中央医瓦屋町 2丁目 I1 l1'i l6号( オートセノタ ービル 1 .  2陥l

!IiI :f出待サ542 '，tL ，前大阪 ( 06 ) 768- 5  0  3  1  f¥: た

〆，テナノス部 1正 IIli 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1  6  5  1  f¥: ん

*'-;':..!仁 'ft; 東京郡文京区小石川 l 丁目 12番14号 { 日本生命小石川ピル 7階)

郵i史哲号112 4I話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1 代 表

商昂は空気ですo V  ｾ＠
a・・・ 熱と空気のエンジニアパーーー'

〉ー〈J 5T R25
・宮

ガス訟備のき宣計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガスイ主設機器特約底

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条 Ｒ 丁目 ＱＳ 番 ＲＸ 号ｾｲＮＺ 06- 466- 2268 

大阪営喋所

枚方営業所 枚 方 市 甲 斐 国 東 町 9 - 3 屯0720- 49- 2128

給 ・ 排 水 ・ 衛生 ・消 火 ・空 調 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区中i'I! 6 丁目 8 需 4 号 電 話 大 阪(458) 3628番

文底 ・ Ｎｾ ［議 ｦｊ ｯｦｲ 稲 岡・ 京都 ・ 天理 ・ 川 凶 ・ 神戸

O K U J U  
，ペースクリZ イター

毘 箆rc:.&1fljj. をも妥三島むお諒錨拶窃還

f大規模天井無足場工法J

内外装創作パネル・ システム天井・間仕切

開会社オクジュー

本 社

大阪市北区西天，揖5丁目3番7号 干530

TEL (06l312-4131 FAX (Q6l312-7998 

東京九州備兵・名古屋・仙古宮崎ー京都

⑧繰崩御様式会柑

代表取締役社長 依 藤 孝 行

〒534 大阪市都品区中野町2丁目 10番11号 T E L (06)351- 5428(ftl 

F A X(06)351- 5299 
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3舎四震房副事<i f"O. 

設計並施工

⑨日本管工業株式会社 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃E 伺F 可: 1: 11 唖・直

キ電・ー....
⑪東洋:;;了二;;;;ij 西 地区

{江;J 日: J  :  ド**i ・き社

本社及京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条l ! 1 IIJ PIT  2  0 番 地 の l

電話 (681) 5 10 1  - 5 ・夜 間専 用 ( 691) 104 5  

大阪市北区天満 1-5- 20 包括 ( 06) 352- 3501附

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 f立話 ( 0592) 26- 3610間

四 日 市 市 西 末 広 町 屯話 ( 0593) 53- 7431聞

大津市中央2丁目 4- 28 電話 ( 0775) 22- 9738刊

大 阪 支 l吉

三 重 支 j苫

四日市営業所

滋 賀 営 業 所

設計施工

1朝 陽 電 気 株 式 会 社 E

⑤ 
電気設備

何時もあなたの街で

お会いしている

クリJ ¥ラの授術手d 会d。

! J .  

本 社 干530 大II !Zdi .ltl x' .'I 'と，r.:) 三1"1 12- 4  (州 日ピ/ レ) '，!i:，if;06 (385) 1361(仰

大阪営業所 〒564 JlX 川 市 市.ノド Plf 3  r  11 34 - 6  ;江川06 (385) 1361({1j 

京都営業所 干615 J;( r，j， di イi J;( [;.( I'lj ｪ［Ｇｾ 悩 ｩＺ｜ n 開r 21  '，!i: ;，f;075  (31  1)  1185(ω 

神戸営業所 干650 .N'} ;  di'l' 央| メ浪花町 59 ( 神) ; 刺 H ピル) '; !i:，i，f; 078 (333) 7756({1j 
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ーを轟轟圭; 義警護

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄

会 社
言IE・E

. . .  唱「

電 気 工 事 設 計 施 工

織 式 全 員 =  
代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

。
取締役支社長

大阪市中央区高関紙4丁目3番 7号 ｭ ｾ 古大阪 Ｈ ＲＰＲ Ｉ 0325 - 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北 海 道・東 北・} L ノ内 ・新 宿 ・神 奈川・東 関東 ・中部 ・九州

大 阪 市北 区 西天 満 2 丁目 6 - 8  ( 盆 ビノレ 5 ffi ) 

電 話 0 6 ( 3 6 1 )  3 6 7  1 (代)

東 京 都 中 央区 日本 橋 茅 場IIJT 2 丁目 1 7 祷 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 (代 )

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

ヰ土

m 

本

支

営 業所

電気2宣備 ・計装制御段備・空関段備・クリー ンルーム段備・プラ ン ト段備

給排水衛生段備・エネルギー集中監視 システム 設計施工

三宝電機櫛式会社

取 締 役 社 L < 必 納 禿 ー

w，
一伊

川

d

p

a
糾

人と都市の快適な環境をつくります

- 情報通信俊備

情岨通惜ネ ッ トワー ク

情岨担理

通情システム

誼送システム

・電力; u 役備

費宜電

架空温配電

地中道配電

- 空関 ・給排水 ・衛生段備

空貴闘和

工‘ 配菅

水 処理

コー ジェネレ ーショ ン

クリ ーンルーム

・プラ ン ト

プラン ト肘甚

システムエ ンジニアリング

宮 賓 祖 国 股 肘 ・施工 ' . .11

- 電気設備

畳宜電・脚園

田 カ 嗣 劃 檀 置

電 瞬、抽送、イ ンタ ーホ ン

防 犯、防 出

回和失監視制圃

ンステム肘事事

革 在 干5却大飯制宿直天JI2-6- 8ぼピル) TEl 随(364)1471.F  A  X 由(3制)5533

車京 支 在 干11E 東京邑港区踊111-1日ニュー輔蝿ピJレ) TELIll (35倒)0131.FAX 閃(504)02関

名古 ｾ 干462 8<5.市北E 童輔自ー12-14 TELO包(矧 )5131.FAXO盟(914)1日5

神 戸Ｚｩｚ ＱＡｩ干 ＶＵＱ 神 戸市 量 Ｉｧ ｾ量僧 町 Ｑ ＭＱＭＧＩＨ 工 ピスピ ｪω TEL018(側 )5511.FAX018(811)6お1

層研究所有叩大軍府衛官三宝町七J 3国 ｔｅ ｌｏ ｮ ＱＨＱｉＩ ｾ Ｎ ｆａｘｏｭ ＨＱＱＩＱ 似

ー凶 ｮ￰ テ ｊ エィ ＱＢ｝ｉｊ ｾｊｴＮ

ｾ弐句

令 住 友 電 設 株 式 会 社 協 ;i Z12223誌 腹立;;zi1332J j ;!?

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干547 大 阪市 平 野 区 加 美北 3 - 4 - 5

TEL 06  (792)  585R FAX 06 ( 792)  2810  

大阪市西区西本町 l の13の33

TEL. 06- 532- 0 461 ( 代ぷ)

FAX. 06- 535- 5 1  B  1  

= 理 市 丹 波 市 祈 町 4 9  

本

⑪匁 '11特 業 締

情報処理/ 編集・企画/ 印制・製本

Ｍ｟Ｑｾ＠

日本電植株式会社

天理也' 業所

あ T

勺 ・T 叩

ゅ 二 大

るι 堕 Z

bi l i  ia  n  :"J 

f民ζ - i量 ク

工l ! L 区 ス

1株雪真実

11式E77

i-; 会言誌

社 三一五
百 号 六 四
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Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

総 式 会 草 士 工 ヌ 工 ム ピ ' 一

株 式 会 事 主 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 . 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支底 大阪市中央区北浜3-2-23( fcr 愛ピル)

T  E  L 06-202-3294  

-・11回

特殊壁装材製造販売 和室に最適

四-ー:!: :ア)(株)副 O: J : J ! l D:2
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。 Ｎ＾Ｑ｟ ｜｜ｩｾＭ 酬の断熱用シｾ人
ｉ あて♀ＺｾＧＭ ＧＧＧＧＮＮｊｾ み

目宜バイナリーシート P

自 主 電 線 株 式 曾 批 判別刊田区丸の内2丁目1醤2号(干代田ピJv)

デンカC S Aファミリー製品

-安二.I DCSA ( 膨張性 j昆和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・ョーニ.I s 弓ヌヨニ.I ( グラウト用無収縮材) 鉄 骨 ベ ー ス 、 逆 打 部 の 充 填 モ ル タ ル に

Ｍｔ 二Ｎｉ ￟ 守ョーデ Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ主義一 ＿ ＿ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に

- T二.Is E S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安ニ. I s I I OOO(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

TEL 本社 ・京都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞 ｬ ｴＨｾ ( 0 7 7 3 )  7 6 - 0 1 3 3  

A

Q

玄式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

Q

玄式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東 京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

東 郷 化 成 株 式 会

TEL 滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

Q

玄式株産物3羊光 ネ土

2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6 )  TEL  人ー阪
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テトカッパー防水
奥山化工業総武吉社

本 社 東京 都中央区銀座8-4- 9 奥山ビル TEL 03(3571 ) 2703附 F A X03(3571 )0264 

| カッパー防水帯 J コ一一パータイト オクロン防水格 I
大阪事務所 TEL06(391 ) 1081 - 2FAX  06(395)2109 名古屋出 損所 TEL052(8" )3660 

禍埠宮聾所 TEL045(320)4832 同 川崎 (320)4765 庫 木 出 張 所 TEL0462(21 ) 1761 FAX0462(23).1341  

埼玉宮襲所 TEL048(774)2845 玉 城 出 張 所 TEL0292(28)0878向 X0292(28)2614

資料をご- * 下さい。

I  ｾｾ ｙｏ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

東洋シャッター株式会社

本 社 干540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2 - 1Q( T SビJ レ)

T  E  L  ( 0 6 ) 9 4 3  - 6 5 7 1  ( イミ)

・東京/償浜/盛岡/仙台/水戸/鯛 /岡崎/名古屋川山/大津/京都/ 神戸/広島/高総/福岡/他全国主要都市

特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料 Tl I J I レヲ Jl 歩9J l

半 世 紀 の 実 績 が 誇 る

技術史ヨ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品 種 ・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ( ETC- F)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル ユ ニ ラ イ ト ( U N  L)  

i皮板t見絡 S小i皮 . s大 i皮 ・V i皮 ・ポ y クス政 ・W ジャンポi皮 ・V デ ソ キ

SVジャンポi皮 ・ボルトレスルーフ BL. Jt の{也

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・昔樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレータームーパーエキゾスター(強制) )

ボーロイド( 断熱材) D.G  ※ カタログをこ'dl'l;J ( ドさい.

1I
1
J I レヲ! 乱暴ヲ脱線式会祖

本 社 〒3 3 5 埼玉県蕨市塚越 5 - 12 - 2  T E L  ( 048)  442 - 3 111 

東 日 本 支 社 〒335 埼玉県蕨市塚越 5 - 12 - 2  T E L  ( 048)  4 4 2- 3 115  

西 日 本 支 社 干660 兵庫県尼崎市長洲中通 3 - 2 4 - 3 5  T E L  ( 0 6)  487- 2121  

関西国際空港エネルギーセンター景観壁工事
支 底 関東、東北、大 阪、名古屋、広島、九州

工 場 熊 谷 ・東 条 ・姫 路
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- 目 次

序 論 建 築 設 計 の た め の 設 備

第 l 章 建築基本計画に必要な設備基礎知識

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気設備/

昇降機設備/ ごみ処理設備

第 E 章 事 務 所 ビ ル の 設 備 基 礎 知 識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 空気調和設備/

電気設備/ 昇降機設備

第 3章 商 業 ピ ル の 設 備 基 礎 知 識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 空気調和設備/

電気設備/ 昇降機設備/ 貸方基準

第 4 章 集 合 住 宅 の 設 備 基 廼 知 識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 電気設備/ 昇降

機 設 備 / 電気エネルギー設備/ ガスエネルギー

設備

第 5 章 意匠設計者による設備の打ち合わせ

現地調査/ 官庁打ち合わせ事項/ 建築主打ち合

わせ事項/ 法規チヱツクリスト

第 B章 事 務 所 ビ ル の 設 計 例

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気 設 備 /

昇降機設備/ モデルピル設備概要

第 7章 商 業 ビ ル の 設 計 例

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気 設 備 /

昇降機設備/ ごみ処理設備/ モデルピル設備概

要

第 日 章 建 築 と 設 備 の 援 点

外壁，屋根/ ドアガラソー/ 機械室/ 屋上，屋

外/ 天井/ 0 8，P 8/ E P 8/ フロアダクト/

設備更新/ 騒音・振動の防止/ 住宅用メーター

ボックス/ 各種機器の納まり/ 配管スペース

本書のお求めは、全国の蓄広 で11

社会状; 況兄を計骨量劇4りj込込み、最新の技f術狩情報を盛り込もむ、べ〈新たに害き起こしたものてで.二、浮幸廷在には、東畑建築事務所、日建設

I 酢U一…(ω伽 一 紛 細日 (初日本建築協会 (干53閑荻市北区梅田1-1-3

-21 OOTEL06-348-0635、FAX06-348- 田34)

では、 i ! l l 月価格仲送斜実質)で飯売しますの

で、窓会までご注主7下さい。

計、安井建築設計事務所、大阪ガス、関西電力の設備設計者が当たり、編集委員会て守儲支を重ねましむ

第一線で活躍する設備設詐者が、実務において、建築と設備のかかわりあう場て震直した問題を掘り起こしその解決
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いつくしみ、愛情を乙めて作りました

世界に向けて朔きました

関西国際空港旅客ターミナルビj レ・南工区屋根工事

定 霊安

価 貢問

1  s1崖

E、喜大

ー 料 阪

日 は -

O 喜L

R 長5

55字詰

:l 、翁五

1 ' i l1番

:i 
送

科

共

屋根仕様・折版夕、フルパック工法( 二重葺断熱工法) + 力一ビング加工

・ステンレスパネルルーフ( 表層屋根)

・ハイタフルーフイングシステム( 防水) 南北工区共

事世E患 03379- 5 

横 浜 支 庖 / 合045- 68 ト 1235

中 国 支 后/ 窓口82- 264- 7881

東 北 支 庖 / 窓口22- 225- 7591

その他48営業所

名古屋支庖/ f i 052- 582- 0311

九 州 支 庖 / f i 092- 44 ト 3551

北 陸 支 庖/ f i 0762- 23- 4980

東 京 支 庖/ f i 03- 3297- 5 181

大 阪 支 庖/ f i 06- 231 - 8571

北海道支庖/ f i OI ト 726- 3551

三晃金属工業株式会社大阪支居

干5.11 ) ; 阪 rlj l!1央区北浜4TIII 酢21 '，}(It 'I，i主催崎ピル}

T  E  L ) ; J'i( ( 0  6 )  2  3  1  - 8  5  7  1  (kl t 占}

F A X  太阪 (0 6)  2 2 2 - 6 3 9 3  

本 社 干 104 !t!，;';/:li 中央lベ，;¥t詰21'1 19l1'l' 2  ¥; .  (第Iぬリ彦ビル}

T  E  L  ｾＨＧ［ Ｇ ［＠ (0  3)  3  5  6  7  - 3  5  5  1  ( kf W)  


